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昭和33年 2月 に神戸市に編入された淡河町は、緑豊か

な自然の中で、寺院・神社を始め多くの茅葺き民家など

の貴重な文化財が地元の方々の努力の結果、今に至るま

で数多く残されてきました。

今回ここに報告いたします萩原城遺跡の発掘調査は、

農家の担い手育成を推進することを目的として、生活基

盤の整備を行う土地改良事業に伴うものです。

この萩原城遺跡は戦国という激動の時代の潮流に飲み

込まれた淡河氏と、退しく生き抜いた有馬氏という2つ

の生き方を明らかにし得る重要な遺跡です。

この遺跡が地元の方々のご理解とご協力のもとに、将

来にわたって守り続けられることを願いますとともに、

この報告が、縄紋時代から続く淡河地域の歴史を考える

上で何らかの礎になれば望外の喜びです。

平成13年 3月

神戸市教育委員会

教育長 木 村 良 一





例   言

1.本書は平成 5年から同 7年にかけ、神戸市北区淡河町字野田において実施した、萩原城遺跡第 1。 3・ 5

次埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.当調査は、神戸市北区淡河地区県営園場整備事業に伴うもので、神戸市教育委員会が神戸市農政局 (現

産業振興局)農林土木課からの委託を受けて実施した。また、平成12年度には、財団法人神戸市体育協会

が、当教育委員会の委託を受け、整理作業を行った。

3.発掘調査の組織は、本文に記した。

4.本書に示した方位 。座標は、国上方眼第V系座標で、標高は東京湾中等潮位 (ToP)である。

また、遺構図に表す方位は座標北を示している。

5.萩原城遺跡第 1次 。3次及び第 5次調査については、平成 5。 6。 7年度の『神戸市埋蔵文化財年報』

に概要を記したが、本書をもって本報告とする。

6.遺構の実測は各担当者が行った。遺物実測は黒田恭正・池田毅が、遺構・遺物のトレースと本書の執筆

及び編集は黒田が担当した。

7.遺構写真は各担当者が行い、遺物写真は笠峠 (千種撮影)を除き奈良国立文化財研究所牛嶋茂氏の指導

のもとに、杉本和樹氏が撮影した。

8。 本書に使用した地図の内図 2は神戸市農政局作成の「淡河地区県営ほ場整備事業平面図 (昭和52年測

図 。昭和63年修正)」 をトレースした。図3は国土地理院発行の25000分の 1の地形図「淡河」。「有馬」を

使用した。

9。 発掘調査中及び報告作成期間中は多くの方々からご指導・ご助言・ご協力を賜った。記して感謝いたし

ます。

櫃本誠―・渡辺昇 (兵庫県教育委員会)、 北垣聰一郎 (奈良県立橿原考古学研究所)、 千田嘉博 (国立歴

史民俗博物館考古研究部)、 多田暢久 (姫路市教育委員会)、 (故)下田勉 (日本城郭協会)、 神戸市淡河土

地改良区、神戸市産業振興局

10。 発掘調査で出土した遺物並びに図面 。写真類は神戸市教育委員会が管理・保管している。
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I.は じめに

1.調査に至る経過

北区淡河地区の土地改良 (圃場整備)事業に伴う発掘調査は、昭和51年度の淡河城の調

査以来平成12年現在も継続 して行われている。神田遺跡・中村遺跡・行原遺跡・萩原遺

跡・萩原城遺跡 。中山遺跡・北畑遺跡・本町遺跡・筑前遺跡・南僧尾遺跡・北僧尾遺跡・

奥遺跡・歳田遺跡・勝雄城遺跡・勝雄遺跡・野瀬遺跡・木津遺跡・東畑遺跡・南浦遺跡が

当該事業に伴って発掘調査が実施されている。

今回発掘調査の対象となった地区は、平成 4年 12月 2日 から同年12月 16日 まで試掘調査

を行い、ほぼ全域に遺構・遺物の存在が確認された。この結果をうけ神戸市農政局土木課

は、兵庫県教育委員会及び神戸市教育委員会と協議を重ね、所謂「二の九」部分について

は全面調査を行い、また、所謂「家臣屋敷」部分については、当該事業によって遺跡に影

響を及ぼす区域に限って調査を実施する事となった。前者の地区は市教育委員会が、後者

に関しては市教育委員会及び淡神文化財協会・∩阪神文化財調査会が調査を行った。

2.調査経過

第 1次調査は平成 5年 6月 7日 から同年12月 11日 まで、第 3次調査は平成 6年 5月 17日

から同年11月 9日 まで、第 5次調査は平成 7年 8月 11日 から平成 8年 3月 12日 まで現地調

査を行った。調査総面積は約7,000ぜである。

第 1次調査は1,750ぜ を行い、掘立柱建物・土坂墓・溝・集石土坑や竪穴住居等が検出

された。

第 3次調査は2,400♂ を行い、掘立柱建物・柵列・集石土坑 。土坑・石室・石橋 。堀・

横矢などを検出した。

第 5次調査は「本丸」北側及び西側の地区で2,820ぽ を実施し、堀・石組遺構・土坑な

どを検出した。

現地での発掘調査については平成 7年度に終了し、遺物の整理作業及び写真撮影などは

平成12年度に (財 )ネ申戸市体育協会が市教育委員会からの委託を受け実施した。また昭和

35年当時撮影された航空写真から、1:1,000の地形図を作成し、萩原城の構造を検討する

資料とした。

3.調査組織

発掘調査は神戸市教育委員会が神戸市農政局土木課から委託を受け実施した。以下、各

年度毎の調査組織を記す。

平成 5年度  神戸市文化財専門委員 (埋蔵文化財部会委員)
檀 上 重 光  神戸女子短期大学教授
和 田 晴 吾  立命館大学文学部教授
細 見 啓 三  奈良国立文化財研究所建造物研究室長
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教育委員会事務局

教   育   長

社 会 教 育 部 長

文 化 財 課 長

埋 蔵 文 化 財 係 長

文 化 財 課 主 査

事 務 担 当 学 芸 員

現 場 担 当 学 芸 員

保存科学担当学芸員

教   育   長

社 会 教 育 部 長

文 化 財 課 長

埋 蔵 文 化 財 係 長

文 化 財 課 主 査

事 務 担 当 学 芸 員

現 場 担 当 学 芸 員

保存科学担当学芸員

教   育   長

社 会 教 育 部 長

文 化 財 課 長

埋 蔵 文 化 財 係 長

文 化 財 課 主 査

事 務 担 当 学 芸 員

現 場 担 当 学 芸 員

保存科学担当学芸員

ィ!ヽ

松

杉

奥

中

国

里

千

野 雄

田 康

田 年

田 哲

村 善

野 博

田 恭

種

伸

二

示

宏

章

通

則

史

正

浩

平成 6年度

平成 7年度

神戸市文化財専門委員 (埋蔵文化財部会委員)

檀 上 重 光  神戸女子短期大学教授
和 田 晴 吾  立命館大学文学部教授
山 岸 常 人  奈良国立文化財研究所遺構調査室長
教育委員会事務局

渡 辺

佐 伯

池 田

渡 辺 伸 行

前 田 佳 久・ナ||

藤 井 太 郎

渡 辺 伸 行

松 林 宏 典・ナキ|

阿 部 敬 生

行

郎・東  喜 代 秀

毅

小 野 雄

西 ナH 和

杉 田 年

奥 田 哲

中 村 善

山 本 雅

黒 田 恭

千 種

示

機

章

通

則

和

正

浩

神戸市文化財専門委員 (埋蔵文化財部会委員)

檀 上 重 光  神戸女子短期大学教授
和 田 晴 吾  立命館大学文学部教授
山 岸 常 人  奈良国立文化財研究所遺構調査室長
教育委員会事務局

上 厚 志

小 野

西 川

杉 田

奥 田

中 村

菅 本

黒 田

千 種

雄 示

和 機

年 章

哲 通

善 則

宏 明

恭 正

浩
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平成12年度  神戸市文化財保護審議会委員 (考古部門)
檀 上 重 光  前神戸女子短期大学教授

和 国 晴 吾  立命館大学文学部教授
工 楽 善 通  (財)ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所

研修部長

教育委員会事務局

木 村 良

水 田 裕

大 勝 俊

渡 辺 伸

丹 治 康

宮 本 郁

谷   正
千 種

・ 丸 山  潔 ・ 菅 本 宏 明

一

二

一

行

明

男

俊

治

社 会 教 育 部 長

文 化 財 課 長

社 会 教 育 部 主 幹

埋蔵文化財調査係長

文 化 財 課 主 査

整 理担 当学 芸 員

保存科学担当学芸員

(財 )神戸市体育協会

専  務  理  事

常 務 理 事

総 務 課 長

総 務 課 主 査

事 務 担 当学 芸 員

鞍 本 昌
静 観 圭

前 田 豊

丸 山

斎 木

中 村 大 介

男

晴

潔 ・ 菅 本 宏 明

巌
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Ⅱ.遺跡の位置と環境

1萩原城遺跡がある神戸市北区淡河町は、六甲・丹生山地の北側に位置する。北区八多

町屏風に源を発し、西流して三本市に入ると志染川、美嚢川と名を変え、加古川の一支流

となり瀬戸内海に注ぐ淡河川の左岸に当遺跡は立地する。城跡は標高約150m～ 170mの河

岸段丘上にあり「本丸」中央での標高は160。 2mで、川を挟んだ北側に拡がる谷平野との

比高差は、約20mを測る。城跡は、現在同町萩原字野田にある「本九」。「南丸」。「二の丸」

が乗る台地と、それと小谷を挟んだ西に拡がる「家臣屋敷」。「西の九」地区、及び前者の

東側で、現在同町木津にある淡河川の支流、城谷川によつて隔てられる「野々垣郭」地区

によって構成されると考えられている (図 2)。

一―一県境
――一―旧国境
―――十日郡境

但馬

ヽ
＼ャか、し
＼
《
′ヽ、

丹波

′′
′Ψ
と^_メ 申

（
、
ィ
ヽ
／
ノ
，、
こ

ジ
デ
υ

_ヽr

播磨
西脇

ヽR挑

｀・
Ц

狩

予 摂津

ぐ
,
神戸

堕 寺

ハ
ーo                         SOKm

図 1淡 河 町 位 置 図
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縄紋時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代～

鎌倉時代

周辺で現在最古の遺物は、 2萩原遺跡で検出された早期の長さ約 4 cmの有茎尖頭器であ

る。続く前期の上器は、 3中 山大柚池追跡で採集されている。 4淡河中村遺跡では最大幅

約5。 7m、 深さ約0.6mで石囲炉をもつ中期の方形竪穴住居が検出され、石鏃、石皿、磨石

や石棒が出土している。萩原遺跡では後期の土坑から、土器、石鏃、石をが出土している。

この他、縄紋時代と思われる石器が淡河町神田遺跡や同 5淡河木津遺跡、同 6木ノ元遺跡

などで検出されている。

弥生時代の遺跡は、確認されているものが少なく、昭和51年度に発掘調査した、 7淡河

城の下層で検出した後期末の隅円方形の竪穴住居と、 8勝雄遺跡の後期の竪穴住居と土坑

が知られるのみである。淡河城下層の竪穴住居は一辺約6.5mで、各四辺に幅約 lmのベッ

ド状遺構を持つ。この時代についての資料は限られているが、淡河町北畑の 9宮ノ沢城遺

跡で中期後半の上器片が、淡河町淡河や中村でも後期の土器が出土しており今後その実態

が明確になるものと期待される。

淡河中村遺跡の長辺約4.7m、 短辺約3,7mの長方形竪穴住居は 5世紀後半と見られるも

ので篭を持つ。須恵器は検出されなかったが、土師器甕・甑・高杯 と共に軟質の韓式系土

器の鉢が出上した。後期の住居址は萩原遺跡や勝雄遺跡でも調査されており、前者では一

辺約 7mの竪穴住居が、後者では平成 9年度の調査で 7世紀代の竪穴住居と掘立柱建物が

確認されている。

なお、淡河地区では古墳の存在は知られていない。

奈良時代では、淡河中本寸遺跡で掘立柱建物と土坑が、萩原遺跡で土器類が、勝尾追跡で

掘立柱建物・溝と土坑が検出されている。

淡河中村遺跡では、12世紀前半頃の井戸が 2基検出され、土器類と共に柄杓、槌の子、

箸や種子等が出上した。12世紀末から13世紀の遺構・遺物は、萩原遺跡や10行原遺跡で確

認されている。萩原遺跡では六角形の井戸側を持つ13世紀代の井戸が調査され、後者では

掘立柱建物と、底面に敷石を持つ火葬土坑が検出されている。萩原城遺跡にハいて、掘立

柱建物などが現れるのはこの頃からである。淡河中村遺跡では13世紀中頃の屋敷地の一部

とも考えられる溝や柵列が調査されており、鎌倉時代から室町時代と思われる高麗象嵌青

磁の小片が出土した。また、萩原城の所謂「野々垣郭」地区に当たる淡河木津遺跡では、

鎌倉時代の掘立柱建物や中国製龍泉窯系青磁碗、全長約32cmの鉄小刀と火打金を伴う墓媛

などの他、石組を持つ園池状遺構が検出されている。

淡河町神影にある真言宗の■石峯寺は、縁起によれば、孝徳朝の白雉二 (651)年の創

建と伝えられるが、史料上で把握できるようになるのは、神田谷を寄進された安元年中

(1175～ 76)頃からである。

12石峯寺本堂の西側の小山からは、12世紀末葉とされる丹波八蝶鳥刻文壺や、墨書法華

経残塊入りの総高21.5cmの 銅板製鍍金経筒が出上している。この小山は経筒が埋納された

後墓地化したものと推定されており、12世紀中葉から13世紀代の東播系須恵器甕、瀬戸灰

釉四耳壺などが検出されており、蔵骨器と考えられている。また、地輪を欠くが鎌倉時代

と考えられる陶製五輪塔も同所で出土している。

淡河町ではこれ以外に、経塚が多く確認されている。14淡河町神影字北坊では須恵器経
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室町時代

筒が、15萩原字経塚では土師器経筒、鏡と天聖元賓が、そして16萩原字北別僧では土師器

経筒と鏡が出土している。

14世紀から16世紀の遺跡では、萩原城遺跡、17勝雄経塚や八多町屏風遺跡などが知られ

ている。勝雄経塚は平成 6年に、山陽自動車道三木ジャンクション建設に伴う発掘調査で

発見された。六十六部廻国聖による経塚で、木蓋付きの備前焼と思われる外容器に1断内さ

れた金銅製経筒に法華経 8巻が完存 していた。経筒は、総高■.4cm、 直径4.7cmで、蓋頂

部には露盤と八弁の受花を伴う宝珠摘みがある。経筒外面には「十羅刹女 播州住良円
バク 奉納大乗妙典六十六部 三十番神 享禄三年 (1530)今月吉日」の刻字が見られる。
石峯寺本堂西側の墓地は、室町時代にも継続して営まれており、蔵骨器として14世紀代

の上師器鍋、15世紀後半の丹波広口壺が出土している。同寺には葬送儀礼に関係する応永

4(1397)年 と推定される五輪塔形曳覆曼茶羅の版木も残されている。この他石峯寺には

暦応 4(1341)年銘五輪塔、康安 2(1362)年銘板碑、「岩嶺山明応五 (1496年 )」 銘軒平

瓦や永正 6(1509)年の「甑大工 彦次郎橋朝臣時□」銘の鳥余瓦などがあり、三重塔北
方の13「龍ケ峯」の頂部には、「大和國西之京住人 瓦大工橘朝臣六郎二郎吉次作天文二

(1533)年七月吉日」銘を持つ瓦製亀が安置されていた。

淡河城は昭和51年度の回場整備事業に伴って、本丸から南東方向の丘陵の一部にトレン

チが設定され、調査が行われた。調査の結果、中世から近世の遺物は検出されたが、城郭

と認められる遺構は確認されなかった。従って当城は、本九を中心とした限られた範囲が

城郭として構築されたものと考えられている。

18西北遺跡では平成10,11年度の調査で、16世紀を中心とする掘立柱建物、水溜め土坑

などが検出され、備前、丹波、瀬戸・美濃、土師器すり鉢、同小皿や石臼、五輪塔などの

遺物が出上している。

その他の16世紀代の遺跡では、秀吉勢力羽J所氏に属していた淡河城を攻めた際に築いた

付城19～ 22が知られている。

注

(1)「第140図 -74」 村尾政人・白谷朋世『淡河萩原遺跡一第Ⅲ・Ⅳ・V次発掘調査報告』 淡

河萩原遺跡調査団 。(株)埋文 1999年 3月 25日

(2)新修神戸市史編集委員会「第九章第三節 2北区山田・淡河地区の遺跡」『新修神戸市史』
歴史編 I自然・考古 1989年 4月 1日

(3)村尾政人『淡河中村遺跡 土地改良区回場整備事業に伴う坦蔵文化財発掘調査報告書』 淡
神文化財協会・淡河中村遺跡調査団 1992年 6月 30日

(4)『淡河萩原遺跡―第Ⅲ・Ⅳ・V次発掘調査報告』 前掲書

(5)内藤俊哉「神田遺跡」『平成 2年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1993年 3

月

(6)内藤俊哉・中村大介「淡河木津遺跡第 1次調査」『平成 9年度神戸市埋蔵文化財年報』 ネ申
戸市教育委員会 2000年 3月

(7)阿部敬生「木ノ元遺跡第 1・ 2次調査」『南僧尾―淡1可地区農業基盤整備事業に伴う埋蔵
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文化財発掘調査報告書』 ネ申戸市教育委員会 2000年 3月 31日

(8)宮本郁雄『淡河城跡発掘調査4RI要』 神戸市教育委員会 1977年 3月

(9)西岡巧次『勝雄遺跡 I―県営圃場整備事業 (担い手育成基盤整備事業)勝雄地区に伴う一

第 1・ 2・ 3・ 4次坦蔵文化財発掘調査報告書―』 神戸市教育委員会 2000年 3月 31日

(10)多賀茂治「宮ノ沢城跡の調査」高瀬一嘉編『奥遺跡 宮ノ沢城跡 淡河上中追跡―山陽自
動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書XXI―』兵庫県文化財調査報告第153冊 兵庫
県教育委員会 1996年 3月 29日

(11)村尾政人『淡河中村遺跡』 前掲書

(12)村尾政人・白谷朋世 F淡河萩原遺跡―第Ⅲ・Ⅳ・V次発掘調査報告』 前掲書

(13)『勝雄遺跡 I』 前掲書

(14)谷 工俊「淡河中村遺跡」『平成元年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1992
年3月

(15)九山 潔・松林宏典「淡河中村遺跡」F昭和63年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委
員会 1994年 3月

(16)村尾政人・白谷朋世『淡河萩原遺跡―第Ⅲ・Ⅳ・V次発掘調査報告』 前掲書

(17)須藤 宏「行原遺跡第 2次 。第 4次調査」F平成 3年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教
育委員会 1994年 3月

(18)丹治康明・阿部敬生「淡河・中村遺跡」『平成 3年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育

委員会 1994年 3月

(19)内藤俊哉 。中村大介「淡河木津遺跡第 1次調査」『平成 9年度神戸市埋蔵文化財年報』 前

掲書

(20)景山春樹「播磨石峯寺経塚遺宝について」『大和文化研究』第 2巻第 6号 大和文化研究
会 1954年 12月 同氏『仏教考古とその周辺』 雄山閣出版 1978年 2月 10日所収。
景山春樹「播磨石峯寺経塚遺宝拾遺」『考古学雑誌』第42巻第 4号 日本考古學含 1957
年3月 15日

神戸市立博物館 F企画展 石峯寺展』 1990年 4月 7日
森田 稔「「石峯寺経塚」遺物の再検討」『イ申戸市立博物館研究紀要』第 8号 神戸市立博
物館 1991年 3月 31日

(21)神戸市教育委員会『神戸市埋蔵文化財 遺跡分布地図及び地名表』〈垂水区・兵庫区第 1
集〉 1973年 3月

森内秀造『兵庫の経塚』博物館普及資料第10集 兵庫県立歴史博物館 1992年 3月 31日
村木二郎「近畿の経塚」『史林』第81巻第 2号 史学研究会 1998年 3月 1日

(22)山下史郎・松岡千寿『勝雄経塚―山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書XX
V―』兵庫県文化財調査報告第158冊 兵庫県教育委員会 1997年 3月 31日

(23)神戸市教育委員会 (担当須藤 宏)が平成 3年 5月 ～ 7月 にかけて調査を実施した。石組
の井戸の中から呪符木簡、椀、箸、横槌、曲物、櫛、下駄、青磁、青花、土師器小皿、土師

器すり鉢のほか銭貨などが出上している。

(24)問屋真―「五輪塔形曳覆員茶羅について一中世版木資料からの考察を中心に一」『ネ申戸市
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立博物館研究紀要』第 8号 前掲書

(25)田村真成「播磨の瓦大工・橘氏」F史逆と美術』第330号 史速美術同孜会 1962年 12月 1

日

小林章男「播州で活躍した大和の瓦師たち」F史速と美術』第514号 史速美術同孜会 1981

年 5月 28日

(26)宮本郁雄『淡河城跡発掘調査概要』 前掲書

(27)須藤 宏・佐伯二郎・阿部敬生 。阿部功「西北遺跡第 1・ 2次調査」F商僧尾」 前掲書

(28)「淡河城付城」『兵庫県の中世城郭 `荘国遺跡―兵庫県中世城郭・荘園遺跡緊急調査報告―』

兵庫県教育委員会 1982年 3月 30日

天正寺城に関しては、三木市の三津田城と共に三木合戦における秀吉方の広域の拠点的性

格を持つ障城であるという見解が出されている。

多田暢久「播磨野村城の縄張りについて一三木合戦における陣城の構造一」『歴史と神戸』

第30巻第6号 神戸史学会 1991年 12月 1日
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Ⅲ.遺構と遺物

1.調査区の設定

既述のように、発掘調査は3ケ年の長期にわたっており、総面積も約7,000♂に達する。

調査は便宜上、現在の田圃区画をもって調査地区を設定し、全体を下図のようにA～ Oの

15地区に分けて行った。平成 5年度はA～ D区、平成 6年度はE～ H区の一部、そして平

成 7年度はH区の残りとI～ O区を対象に実施した。

遺構番号は、調査年度毎に付し遺物の取り上げもそれに従ったが、本報告では地区毎に

説明を加える煩雑さを避けるため、新たに遺構番号を付ける事とした。

以下の記述においては、このA～ Oの地区名の使用を避けたが、広範囲の調査を行った

関係上、一部この地区名を使用して説明を加えた箇所がある。

図 4調 査 地 地 区 割 図

-13-



踊 Ⅶ 半

幽
は
竪
穴
住
居

Ｉ Ｐ ト ー

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 2
0m

図
5検

出
遺
構
全
体
図



1 創
汗

o                     20m

踊

Ⅶ

〕

| | | |
図6検 出 遺 構 全 体 図

-15-



2.時期の設定

今回の調査で検出した遺構には15世紀以前に属するものと、16世紀以後のものとに大別

でき、15世紀以前の遺構はさらに、縄文時代に遡る I期 と12世紀から14世前後と見られる

Ⅱ期に細分できる。Ⅲ期は16世紀を中心とする時期で前半と後半の2小期に細分される。

この遺跡が城郭として機能したのはこの時期と考えられる。Ⅳ期は江戸時代以降に属し、

史料によれば萩原城は既に廃城となっている。

個々の遺構、特に掘立柱建物に関しては、所属時期を確定し得る材料が乏しかった。従っ

て、その時期決定については問題を残すが一応以下のように推定しておきたい。

3.I期の遺構と遺物

竪穴住居  調査地北西部で検出された、長径3.50m、 短径3。 10m、 深さ20cmの不整楕円形の竪穴住
居である (図 8)。 埋土中に焼上、炭化材が見られ焼失住居と考えられる。床面中央やや

西寄りに直径約 lm、 深さ20cmの上坑と、その周囲で計 5ケ所の柱穴を検出した。

サヌカイトチップが少量出土した以外、土器類は全くなく時期を決定する根拠に欠ける

が、周辺から縄紋時代の石器及び土器片が出土していることや、弥生～古墳時代の遺物が

全く検出されていない事から、 I期に所属するものと推定した。

遺物  (図 7・ 9)1は後述する近世のSX13から出土したもので、縄紋時代後期に属する波状

口縁深鉢の口縁部片である。外面に太い沈線が巡り、沈線内に突刺文が施される。

2は長さ8.78cm、 最大幅4.48cm、 最大厚2,Ocmの石斧で、刃部の形状及び破損状況から

判断して縦斧と見られる。石材は風化が激しく明確ではないが、結晶片岩と思われる。 3

～12は石鏃、13は石をである。 6・ 13がチヤート製であるほかは、全てサヌカイト製であ

る。 4はピット中から、それ以外は包含層などからの出土で遺構には伴わない。また、 4

についてもⅡ期以降に属すピットの混入品と考えられる。

O             scm

図 7縄 紋 土 器
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4.Ⅱ 期の遺構と遺物

Ⅱ期の遺構には、掘立柱建物・柵列・土坑・集石土坑がある。掘立柱建物はその主軸方

位により2群に分かれ、柱穴・土坑等からの出土遺物についても12世紀末～13世紀前半の

ものと13世紀後半～14世紀を中心とするものが認められるため、Ⅱa期 とⅡb期 に細分し

た。但し、掘立柱建物の主軸方位について言えば、Ⅱ期とⅢ期では大きく異なるが、Ⅱ期

内での変化はそれに比較して小さい。これはⅡa期 とⅡb期の間に断絶がなく、継続的に

集落が営まれた事を示しているのかもしれない。

a期 (図10) この期に属す遺構には、SB01～ 06、 SA01・ 02、 SK01・ 02及びSX01がある。

SB01 (図■)東西 9間 (8.84m)、 南北 4間 (4.66m)の掘立柱建物で束柱を持つ。主軸方位

はN8° Wである。面積は約41.2♂である。柱穴からの遺物は土師器細片のみである。

SA01 (図 11)SB01の北側でこれとほぼ平行する柵列で、長さ8.10mである。方位はW2° Nで

ある。出土遺物はない。

SB02 (図 12)東西 3間 (2.8m)以上、南北 5間 (5,Om)の掘立柱建物で、主軸方位はN5°

30′ Wである。面積は14♂以上である。出土遺物はない。

SB03 (図 13)東西 4間 (4.00m)、 南北 3間 (3。 20m)以上の掘立柱建物で、方位はN10° W

である。面積は約12.8ぽ以上である。出土遺物はない。

SB04 (図 14)東西 4間 (6.54m)、 南北 1間 (1.90m)の 掘立柱建物で、主軸方位はN6° 30′

Wである。面積は約12.4♂である。ピット1・ 2か ら東播系須恵器婉の小片が出上した

(図 15)。 14～ 17は 12世紀後半から13世紀のものと考えられる。

SB05 (図 16)東西 5間 (10。 94m)、 南北 3間 (6.80m)の掘立柱建物で、主軸方位はN5° W

である。面積は約74。 4♂で今回検出した建物中最大規模を有する。ピット3・ 4か ら東播

系須恵器小皿・鉢の細片が (図 17-18,19)、 また他のピットから土師器小皿、同鍋体部

の細片が出上した。

類

-18-
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SB06 (図 18)主軸方位は

N17° Eで、SB01～

05と は大きく異なり、

その位置する場所も

それらとは一定の距

離を置いているが、

柱穴配置にSB01と

共通する点が見られ、

また、その規模も東

西幅がやや縮小され

るが相似している事

からⅡa期 とした。

東西 4間 (4.Om)、

南北 7間 (8。 94m)

で、東柱を持つ。面

積は約35.8ぜである。

北側 中央の柱穴 は

ピット5に切られる

がこれからは後述す

る中国製染付碗の底

部 (図34-47)が 出

上した。この遺物か

ら判断 してSB06は

16世紀中頃以前であ

ると考えられる。
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SA02 (図 19)東西16.lm、 南北10,7mの L字状に直交する柵列である。SB04,05と 重なって

おり、これらと同時存在ではないのは明らかであるが、前後関係については遺構の切 り合

いがなく不明である。柱穴の 1つから東播系須恵器坑の細片が出土した。南北方向の方位

はN6° Wである。

SK01 (図 20)土娠墓と考えられるものである。東西0,9m、 南北2.Om、 深さ28cmの不整長方

形の土墳で北西部の底面近くで完形の東播系須恵器塊 1、 同小皿 3が出上した (図21-20

～23)。 12世紀後半と考えられる。

SK02 SK01の西でこれとほぼ平行してある不整長楕円形の上坑で、これも土崚墓の可能性が

ある。東西1.Om、 南北2.2m、 深さ40cmである。出土遺物はないが、SK01と の関係でこの

時期に属すものと考えた (図 20)。

Ｋ
「
円
日
Ｈ
ρ

Ｂ

1.暗灰色粘質土
2.灰茶色粘質土
3.暗黄灰色粘質土
4.暗灰黄色粘質土
5 灰黄色粘質土
6.茶灰色粘砂
o                           2m

図20 SK01・ 02

守 20 ~22

守 21

0                       20cm

図21 SK01出土遺物
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暗茶灰色礫混砂質土

-25-



SX01 (図 22)東西2.2m、 南北2.5m、 深さ20cmの集石土坑である。集石の間から土師器鍋と

東播系須恵器鉢が出上している (図23-24・ 25)。 24は その時期を今決定できないが、25

は13世紀後半と思われる。

一

151.50rn
0                          20cm

図23 SX01出土遺物

0                           2m

図22 SX01

Ⅱb期 (図24) この期に属す遺構には、SB07・ 08、 SA03・ 04、 SK03～ 10及びSX02・ 03がある。

SB07 (図 25)東西 4間 (6.8m)、 南北 4間 (5,4m)の掘立柱建物で、束柱を持つ。主軸方位

はN3° 30ノ wでぁる。面積は約36.7ドである。遺物は出土しなかった。

SA03 (図 25)SB07の北辺と西辺に平行するL字状の柵列で東西14.7m、 南北10.4mを 測る。

出土遺物はない。南北方向の方位はN3° 30′ Wである。

SB08 (図 26)東西 2間 (4.8m)、 南北 3間 (6.16m)の掘立柱建物で、主軸方位はN4° Wで

ある。面積は約29.6ポである。柱穴のとつから13世紀～14世紀代と思われる土師器鋼の口

縁部小片が出土した。

また、建物の南西隅で東西1.35m、 南北0,95m、 深さ20cmの長方形土坑が検出され (図

24)、 建物に伴う施設乃至墓壊とも思われたが、時期を特定する事ができなかったため、

図面等は省略する。

S大04 (図 27)東西3.6m、 南北5。 9mの L字状に直交する柵列である。出土遺物はない。南北

方向の方位はN2° Wである。
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SK03 (図 28)東西2.25m、 南北1.35m、 深 さ30cm

の長方形土坑で、東播系須恵器鉢の口縁部 (図

29-31)と 土師器細片が出上している。14世紀

代と思われる。

SK04  (図 29)SK髄～08(26～ 30)についてはⅡa

～09 期乃至それをやや遡る可能性があるが小片のた

め明確ではないため、ここに図示しておく。

SK09の上師器筒形容器32に ついては時期を

明確にできず、16世紀以降の遺物を伴っていな

い事から15世紀以前のものと判断した。丹波・

丹後の出土例を検討された杉原氏によれば、12

世紀後半～14世紀代の上師器筒形容器 (土筒)

は経筒、経筒外容器の他、骨蔵器の用途がある

と指摘されている。淡河地域ではこの他に、淡

01

ユ
⑬    O   ◎二

図27 SA04

L=152.Oom

会

(正 三 7暗 灰色粘砂

2.暗茶灰色粘砂
0                    2m

図28 SK03
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河町字経塚と字北別僧で鏡などと共に出土し、経筒または外容器と考えられている。また、

勝尾経塚の周囲で須恵質 。上師質の破片が出上しており、勝尾経塚以前に、経塚または墓

地が営まれていたものと推察されるが、当遺跡のものはその用途が明確ではない。

SK10  SK10は 、東西0,8m、 南北1,2m、 深さ10cmの小土坑で、小石と丹波甕の口縁部 (図29-

33)が出上した。33は 14世紀代で、他に13世紀後半と見られる同口縁部の細片がある。

6       釧

===三 =三
房F,30▼ 9

0                         20cm

図29 土坑出土遺物

SX02 (図 30)東西1.4m、 南北3.5m、 深さ15cmの長楕円形の集石土坑で、集石の間から土師

器鍋、須恵器鍋 (図32-34～36)の他、東播系須恵器甕体部 (綾杉タタキ)片、同外片と

滑石片が出土した。14世紀代と考えられる。

SX03 (図 31)東西2.5m、 南北2.6m、 深さ20cmの 隅円方形の集石土坑で、集石の問から土師

器鍋、東播系須恵器鉢底部 (図33-37～39)の他、東播系須恵器甕の体部片 (綾杉タタキ)

と同婉片が検出された。

この他、少量の遺物を出土した小土坑、ピットがいくつかある。以下15世紀以前と考え

られるものについて記述する。

ピット  図34-40～ 47は Ⅱ期に属すピットからの出土遺物である。東播系須恵器坑、同小皿、同

鉢、中国製青磁碗、同白磁皿と同染付碗の小片がある。東播系須恵器鉢の内41は 13世紀代、

42は 14世紀代と思われる。ピット11出上の45は 、横田・森田分類の龍泉窯系青磁碗 I-2

-a類で12世紀中頃～後半である。ピット5出上の47は小野分類の染付碗 C一 I類で (以

下、中国製染付の分類と編年は同氏に従う)、 見込に法螺貝を表す。15世紀末～1554年 に

編年されている。ピット5は Ⅱa期のSB05の北辺中央の柱穴を切つている。
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遺物出土状況

2m

図30 SX02

遺物出土状況

o                            2m

図31 SX03

-31-



34                                            37

o                         20cm

図33 SX03出土遺物
o                             20cm

図32 SX02出土遺物

号 1

;''I:4

0                         20Cm

図34 Pit出 土遺物

包含層  図35は 15世紀以前と考えられる包含層からの出土遺物である。上師器鋼 (48～ 50)、 同

小皿 (52)、 東播系須恵器婉 (55,56)、 同鉢 (51・ 57～ 59)、 中国製青磁碗の底部 (53)

及び同白磁皿口縁部 (54)等がある。

土師器鍋48は 14世紀代のものである。同49。 50は 13世紀～14世紀代と考えられる。同小

皿52は 12世紀後半～13世紀代と思われるが明確ではない。東播系須恵器婉55は 、12世紀後

半、56は 13世紀前半であろう。同鉢の内51は小片のため明らかではないが12世紀以降のも

のではなかろう。57は 12世紀後半、58は 13世紀後半～14世紀代、そして59は 14世紀～15世

紀前半と考えられる。青磁碗53は龍泉窯系で外面に蓮弁文がある。上田分類のB― Ⅱ類と

考えられ、14世紀～15世紀とされているものである。白磁皿54は森田分類のD群 (以下、

白磁の分類は主に同氏に従う)、小野分類のB群で14世紀後半から15世紀前半のものである。

―――一―
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戸
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＼ゝ
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~ 52豆 1

0                       20cm

図35 包含層出土遺物

注

(1)以 下、東播系須恵器の編年は主に下記の文献による。

丹治康明「東播系須恵器について」 F中近世土器の基礎研究』 日本中世土器研究会 1985

年10月

森田 稔「東播系中世須恵器生産の成立と展開」『神戸市立博物館研究紀要』第 3号 神

戸市立博物館 1986年 3月 31日

(2)杉原和雄「経塚と墳墓―丹波・丹後を中心とした筒形容器出上の遺跡について一」『考古

学雑誌』第74巻第 4号 日本考古学会 1989年 3月 31日

京都府立丹後郷土資料館『経塚 丹後とその周辺』 1997年 7月 1日

(3)森内秀造『兵庫の経塚』 前掲書

(4)山下史郎・松岡千寿『勝雄経塚』 前掲書

(5)横田賢次郎・森田 勉「太宰府出上の輸入中国陶磁器について一型式分類と編年を中心と

して一」『九州歴史資料館研究論集』4 九州歴史資料館 1978年 3月

(6)小野正敏「15、 16世紀の染付碗、皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究』第 2号 日本貿

易陶磁研究会 1982年 8月 28日

(7)上田秀夫「14～ 16世紀の青磁碗の分類」『貿易陶磁研究』第 2号 前掲書

(8)森田 勉「14～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究』第 2号 前掲書

(9)注 61こ同 じ
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5.Ⅲ期の遺構と遺物

Ⅲ期の遺構には、掘立柱建物 。柵列・土坑・集石土坑・集石遺構・石室・石組遺構・横

矢及び堀がある。Ⅲ期は16世紀代と考えられるものである。掘立柱建物は主軸方位及び柱

穴出土遺物から、その他の遺構は伴出遺物等から大きく前半、後半の 2小期に細分しそれ

ぞれⅢa期、Ⅲb期 とした。

Ⅲ a期 (図36) この期に属す遺構には、SB09～ 12と SK■・
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SB09 (図 37)東西 2間 (5,04m)、 南北 2問 13.88m)の掘立柱建物で、主軸方位はN13° W
である。面積は約19.6♂である。出土遺物はない。

SB10 (図 37)東西 2間 (5,32m)、 南北 2間 (4.32m)の掘立柱建物で、主軸方位はNユ
°W

L〓152.00m

d

SB09

L!lS2100m

十

１

ぃ

サ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

ｋ
７
１

１
１

Ｌ
ｒ

ｌ
ｌ

ｋ
ｒ

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

―
，
―
―
―
―
―
―
―
、
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
に
、
‐

●
‐

い

土

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

ｒ

ｌ

ｒ

ｌ

に

ｒ

い
|

ユ ③
pit 13

③

i        ③

③    志止
01

SttO

0                                  5m

図37 SB09・ 10

Ｅ

一
一
．Ｎ
い
ｒ
”
コ

-35-



である。面積は約23ぽである。北辺中央の柱穴 (ピ ット13)か ら丹波すり鉢の口縁部片が

出土した。丹波すり鉢 (図38)は 岡崎分類の a類で16世紀前半と考えられる (以下、16世

紀代の丹波すり鉢の分類と編年は同氏に従う)。

0                          20cm

図38 SB10柱穴出土遺物

SB■  (図 39)東西 2間 (6.6m)、 南北 l間 (2.84m)の掘立柱建物で、主軸方位はNll° Wで

ある。面積は約 18。 7ぜである。柱穴から須恵器の細片が出上した。

と=15200m

b

L=152.Oom

図39 SB■

SB12 (図 40)東西 4間 (11.24m)、 南北 2間 (5。 88m)の掘立柱建物で、主軸方位はN13° W

である。面積は約66。 1ぽである。柱穴から須恵器の細片が出上した。

SKll (図 41)東西1.6m、 南北1.8m、 深さ0.55mの 隅円方形土坑で、中国製白磁皿が出上 し

た (図42)。 61は皿D群で、小野編年で14世紀後半～15世紀前半、62は皿E群で15世紀末

～16世紀第 3四半期である。

SK12 (図 43)東西1,95m以上、南北0。 7m、 深さ10cmの長楕円形土坑で、土師器小皿と瀬戸・

美濃灰釉九皿が出土した (図 44)。 土師器小皿は磨滅が激しく、調整が明瞭ではない。63・

64の底部外面は回転糸切と思われる。瀬戸・美濃灰釉丸皿66は内タト全面に施釉が見られ、

内ハゲがなく口縁部がやや外反することから見て、藤澤編軍の第 2段階で1520年～1555年

(以下、瀬戸・美濃の編年は同氏に従う)、 井上編年の大窯I期～Ⅱ期前半で1530年～1550

年と思われる。底部外面に輪トチン痕がある。
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頂ξξ三三:三[]::[テ F:6
0                          20cm

図44 SK12出土遺物

0                            2m

図43 SK12

Ⅲb期 (図 45・ 46)こ の期に属す遺構にはSB13～ 18、 S貪05、 SK13～ 20、 SX04～ 08、 SD01～ 10、 ピット及

び横矢がある。

掘立柱建物ではその方位がⅢ a期 と大きく異なるのが注意される。これはⅢ a期 とⅢb

期の間に、ある程度の時間的空白が存在することを示すものかもしれない。

SB13 (図 47)東西 4間 (8,Om)、 南北 3間 (6.2m)の 東柱を持つ掘立柱建物で、東側に半間

分の庇がある。主軸方位はNl° Wである。面積は約55.6ぽである。柱穴から須恵器の細

片が出上した。

SB14 (図 48)東西 2間 (3.5m)、 南北 4間 (5.56m)の掘立柱建物で、内部北側に東西3.2m、

南北2,Om、 深さ20cmの長方形土坑を伴う。主軸方位はN30′ Wである。面積は約19.5♂で

ある。土坑から土師器細片と鉛製鉄抱玉が 1点出上した (図49)。

67は土師器すり鉢 c類 と考えられる (土師器すり鉢の分類と編年については後述する)。

鉄胞玉68は直径1.25cm、 重さ8.38gである。

SB15 (図 50)東西 2間 (7.36m)、 南北 3間 (4.12m)の掘立柱建物で、主軸方位はN30′ W

である。面積は約30。 3♂である。柱穴から須恵器の細片が出上した。

SB16 (図 50)東西 4間 (7.2m)、 南北 4問 (6.36m)の掘立柱建物で、主軸方位はNl° 30′

Wである。面積は約45.8♂である。出土遺物はない。

SB17 (図 51)東西 3間 (6。 2m)、 南北 4間 (8,3m)の 掘立柱建物で、主軸方位はN9° Eで

ある。北東隅のタト側に 1間分の張出部がある。面積は約54.7ポである。また北東隅に直径

約0。 8m、 深さ約25～ 45cmの 3基の円形土坑があり、埋甕設置遺構とも思われるが、遺物

が小片の状態でも出土せず、性格が明確ではない。
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SB18 (図52)東西 4間 (3。 2m)、 南北 6間 (5.56m)の掘立柱建物で北東隅の外側に 1間分

の張出部がある。内部北側に東西2.lm、 南北1.8m、 深さ10cmの長方形土坑を伴う。また、

建物南半に直径50cm、 深さ4 cmの 円形土坑があり、その中央に20cm X30cm、 厚さ約 4 cmの

焼上が残存していた。主軸方位はN6° Eで、面積は約22.0♂である。

土坑からE群の中国製白磁皿 (図53-69)と底部外面糸切の上師器小皿片が出土した。

SB17・ 18は 16世紀代と考えられるが、前半のⅢa期の建物とは大きく方位が異なるため、

Ⅲb期に属するものと仮定しておく。
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SA05 (図 54)東西10,6mの柵列で、

主軸方位はW2° Nである。

ユ
③

SB15。 16と 平行するため当期と考えた。出土遺物はない。

◎ ◎
二

L=152.00m

o                        5m

図54 SA05

SK13 (図 45)長径2.5m、 短径2.2m、 深さ10cmの楕円形土坑の中に、長辺1.3m、 短辺0。 7m、

深さ30cmの長方形土坑が検出されたもので、棺の可能性もあるが明確ではない。

土師萎ド皿片が 2個体出土し、内 1つ (図57-70)イま底部外面の調整が不明であるが、

他方は回転糸切痕が見られる。

SK14 (図 45)東西 3m、 南北4.5m、 深さ10cmの不整形土坑で、土師器小皿 (図57-71)の他、

同すり鉢片や中国製白磁碗の底部片などが出上した。

SK15 (図 45)東西0。 9m、 南北0。 8m、 深さ35cmの不整方形土坑で、 c類の上師器す り鉢 (図

57-72)が 出土した。16世紀後半と思われる。

SK16 (図 55)東西1.05m、 南北1.3m、 深さ40cmの隅円方形土坑で、埋土上層には自然石が投

棄されていた。えと焼土がこの上坑の北側に南北長1.4m、 東西幅0,7mの範囲で拡がって

いたが、SK14は この焼土を切って作 られている。問壁編年でV期 に属す備前鉢 (図57-

73)が出上した。16世紀後半以降のものである。

一
一

1.暗灰色粘砂 (炭多量に含む)
2.灰黄色粘砂
3.炭層 (細礫合む)
4.暗茶灰色細秒 (炭含む)
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SK17 (図56)直径1.35m、 深さ20cmの円形集石土坑で丹波壼と土師器すり鉢片が出上した。

丹波壼 (図57-雅)は 14世紀～15世紀と考えられるが、土師器すり鉢片が伴う事から、投

棄されたのは16世紀に入つてからと思われる。

図57 土坑出土遺物
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SK18 (図 58)東西2.05m、 南北1.3m、 深さ30cmの隅円方形土坑で、埋土上層から一石五輪塔

8個体と土師器小皿、瀬戸・美濃灰釉丸皿及び丹波す り鉢片が出土した (図 59～ 61)。 土

師器小皿75は底部外面が回転糸切のもので16世紀代であろう。瀬戸・美濃灰釉九皿76は第

2段階のものである。丹波すり鉢片はヘラすり日で、後述のSD03出上のものと接合した

(図81-124)。

一石五輪塔には安置式と埋立式があるが、77は安置式、図61の地輪は埋立式である。こ

れ以外のものについては地輪欠損のため明らかではない。いずれも砂岩製である。77は総

高52cm、 地輪の高さ16cm、 幅は15cmである。梵字・銘文ともに見られない。地輪の高さ :

幅の比 (1.07)、 及び各輪部の形状から見て16世紀の前半と考えられる。81の空・風輪の

形状は77の それに近いが、その他に関しては、風輪・水輪が偏平化している事や、全体の

調整が粗い事から、前 2者 より時期的に下るものかと思われるが断定は避けたい。

L=152.00 rn

0                            2m

図58 SK18

0                          20cm

図59 SK18出 土遺物
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図61 SK18出土一石五輪塔

SK19 (図 45)東西1.6m、 南北1.Om、 深さ 5 cmの長方形土坑で、土師器小皿、須恵器小皿 (図

62)が出上した。須恵器小皿87は 12世紀後半と思われる。土師器小皿85・ 86は 16世紀でも

後半と思われるが明確ではない。

SK20 (図 45)東西0.8m、 南北0.9m、 深さ30cmの 円形土坑で、土師器小皿 (図63)が出上 し

た。88の底部外面は回転糸切であるが、89は磨滅により不明である。

~88

くこ彊巨至亘堅E正三顧
'″

87

0           10cm

図62 SK19出土遺物

0             1ocm

図63 SK20出土遺物

横矢 1～ 3 (図 45)A区西・南辺部とE区南辺部には上面から一段下がった箇所に小規模な平坦面

が付加されている。この部分は「横矢掛け」を意図した施設と考えられる。以下この小平

坦面を横矢 1～ 3と仮称しておく。

横矢 1～ 3の内、E区南端の虎口に近い場所に設けられた横矢 3が最も広い。南辺と西

端に後世の破壊を被っているため、本来の規模は不明であるが、残存部分で東西6.Om、

南北1.5mで、北側の平坦面との比高差は約1,8mで ある。調査前にはここに農家の作業道

具小屋が建っており、平坦化されていることは疑いないが、昭和35年の航空写真から作成

した地形図でもこの平坦面を確認することができ、かつ後述するSX04が上面から検出され

たことからも、古い平坦面の可能性がある。
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横矢は千田氏によれば、永禄から天正初年には出現するものであり、萩原城の歴史を考

える上で重要な遺構である。

SX04 (図 64)横矢 3の上面で検出した東西2.2m、 南北1.7m、 深さ30cmの不整楕円形の集石

土坑で南半が一段深 くなる。底面近くから土師器鍋、東播系須恵器鉢、丹波すり鉢と陶器

塊が出土した (図 65)。 土師器鍋90・ 91、 東播系須恵器鉢92・ 93は 14世紀から15世紀、丹

波すり鉢94は c類で16世紀中頃と考えられる。95は胎土 。焼成等からみて丹波すり鉢と思

われるが口縁端部の形状や、浅く細いヘラすり目など特徴的なものである。陶器婉96・ 97

については、肥前系と見られ16世紀でも末頃のものであろう。この他、土師器すり鉢片や

平瓦片も出上している。

検出状況
0                  2m

遺物出土状況

図64 SX04

Ｅ

０
０
．冨
，
“
コ

／
　
／
／
　
／

797

0                          20Cm

図65 SX04出土遺物
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SX05 (図 66)東西4。 2m、 南北3.Om、 深さ0。 5mの長方形土坑の東に偏して構築された石室で

ある。石室は自然石を用い、残存状態の最も良い箇所で 4段を残している。内法での東西

長2,4m、 南北長1.9mである。石室床面から一石五輪塔と鉄器が、石室埋土から土師器す

り休、丹波すり鉢、土師器鍋片や東播系須恵器塊片が出上し、石室裏込め土からE群と思

われる中国製白磁小皿を検出した (図 67・ 68)。

土師器すり鉢98は b類である。丹波すり鉢99は後述のSD01出上のものと接合する。c類

で16世紀中頃と考えられる。中国製白磁小皿100は、小野編年で15世紀末から1573年頃で、

これらから見てSX05構築時期は16世紀中頃～後半頃と考えられる。

砂岩製の一石五輪塔101は地輪の長い埋立式で、完存するが出土時は空輪～水輪と地輪 と

に割れて前者は石室の床面北東隅で、後者は石室の床面中央で確認された。空～水輪の偏

平化が進んでいることや、地輪の調整が粗 く、各輪間に基痕を残すことなどから見て、SK

18の五輪塔より新しいものとも考えられる。総高51.5cal、 地輪の高さ28cm、幅は上端で14.7

cm、 下端で15,8cmである。

鉄器102は基と考えられる。現存長16.2cmで 、刃部幅は1.6cmである。

L=152.50m

0                           2m

茶灰色シルト (炭少量含む)

淡茶灰色粘性砂質土

黄褐色土 (地山土混)

灰黄色砂質土

淡灰色粘性砂質土

図66 SX05

とё′彎礁 Q
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0                            10Cm

図68 SX05出土遺物
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SX06 (図 69)SD08埋没後に構築された集石遺構で東西4.5m、 南北1.9mである。北・西と南

辺に40～ 50cm大の自然石をコの字形に配置し内部に小石を2～ 3重に敷いている。小石敷

を除去した段階で土師器抱烙、備前壷片と小柄 (図 70)、 一石五輪塔の地輪部を検出した。

土師器抱烙103は十河分類のB― Ⅱ類 (以下、胞烙の分類と編年は主として同氏に従う)、

吉識氏の小田城編年で、16世紀第 3～第 4四半期である。備前壷104は肩部外面に縦方向

のクシ描き沈線がある。小柄105は柄部が銅製のもので、全長21.93cm、 柄部長9,15cm、 同

幅1.5cm、 同厚さ0.67cm、 刃部長12.78cmで ある。

SX06は埋葬遺構とも考えられるが、調査段階では人骨などそれを裏付ける資料は得られ

なかった。

0                            2m

図69 SX06

SX08 (図 46)本九北側地区の北東で検出された東西幅4.Om以上、南北長7.Om以上、深さ1。 2

mの落ち込みである。14世紀代の土師器鍋 (図71-106)と b類の上師器す り鉢 (同図一

107)が出上した。

ピット  (図 72-108)E区 にある直径22cm、 深さ26cmの ピット14か ら出土した青磁碗で、後述す

る」・K区の近世集石部から出土したものと同一個体と考えられるため、図上で復元した。

口縁端部外面は肥厚し、厚い底部を持つ。底部外面を除く全面にオリーブ灰色の釉が施さ

れる。胎土はやや粗 く、灰白色だが底部下半部は浅責橙色を呈している。内面に 8弁の連

華文が印花で表現される。明代以降のものと思われるが明確でなく類例の増加を待ちたい。

Ｓ
Ｍ
槃
岬
К
楓
曽
　
出
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0                     10Cm

図70 SX06出土遺物
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図71 .SX08出土遺物

Ocm

図72 Pit14出土遺物
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SD01 (図 73)F区北側で検出された断面箱形と考えられる堀で、東西10.Om以上、南北2.Om

以上で深さ30cmである。遺物は細片が多いが土師器鍋、回転糸切底の同小皿、東播系須恵

器婉、同鉢や丹波すり鉢 (図74-109)が出土した。丹波すり鉢は c類で16世紀中頃のも

のである。SX05の もの (図67-99)と接合する丹波すり鉢片が出土している。

〈

くここ:こここラ
7:,,71。

9
L=152.00m

1.暗青灰色粘砂
2.灰責色粘土
3 灰茶色中砂
4.暗青灰色粘砂
5.責褐色砂礫

0            10cm

図74 SD01出土遺物

0                            2m

図73 SD01

SD02 (図 75・ 80)今回調査を行った堀の内、最大規模のもので西端は開口している。西端よ

り7.Omま では上端幅3.5m、 深さ2.3mの 断面V宇形を呈する。後述する近世の石橋SXll

から東側は上端幅8.Om、 下端幅3.5m、 深さ3,Omの 断面箱形の広い堀となる。その東端

でほぼ直角に屈曲して北側に廷びるが、近世の石橋SX12が築かれる付近では堀の断面下半

は再びV字形となっている。この付近での深さは約2.4mで ある。

SX12の南側で、この石橋構築前の土層中から柄穴を持つ柱の一部が出上した。柱は現存

長2.02m、 直径35cmで、 2ケ所柄穴が確認出来る。柄穴の間隔は58cmである。柄穴は柱の

主軸に平行して穿たれておリー方は縦■cm、 横 9 cm、 深さ 8 cmで他方は縦1lcm、 横 5 cm、

深さ 9 cmで ある。出土状況から萩原城に関係する可能性がある。

SX12か ら北約4,Omで さらに東へ折れ曲が り堀は続 くが、調査区外になり確認できた東

西長は約20mである。

なお、SD02の深さに関しては、この部分が後世の棚田造成によって段状に削平を受けて

いる事が明らかで、本来は 1～ 2mこ れより深かつたものと推定される。

(図77)は SD02が幅を広げる部分から出上したもので、110・ 111は埋土上層、■21よ SX

12の南側でその構築面より下の層で出土した。■0は土師器鋼で16世紀前半頃と思われる。

111は須恵器のすり鉢で時期などは不明である。体部内面にクシによるすり目を施している。

112は中国製と思われる白磁碗で、内面中央に浅い段があり、口端部はやや外反する。SD
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L=155.00m
1.赤褐色中砂
2.浅責色細砂～中砂
3.灰色礫層
4.浅責色粘砂
5.黄灰色礫層
6.灰白～灰色粘土
7.浅黄色シルト～細砂 (礫混)
8.浅責色砂礫
9.浅黄色砂礫混細砂
10.浅責～明黄褐色砂礫
11.浅黄色細砂
12.浅黄色シルト～細砂 (礫混)
13.灰白～灰色砂礫

L.154.500m

1.オ リーブ仄色中砂～細砂
2.褐色細砂
3.浅黄色粘砂
4.にぶい責橙色砂礫
5.青灰色細砂 (礫混)
6.黄褐色粘砂
8.浅責色砂礫 (地山崩壊土)
7.明黄褐色中砂～粗砂
9.にぶい責橙色細砂
10.明青灰色シルト

11.明青灰色シルト～粘土

12.暗灰黄色細砂 (礫混)
13.に ぶい黄橙色細砂 (礫混)
14.浅黄色細砂～中砂 (シルト塊含む)
15.青灰色細砂
16.に ぶい黄色細礫 (シルト塊含む)
17 青灰色粘砂 (礫混)
18.オ リーブ灰色粘砂 (礫混)

暗責掲色粘砂 (礫混)

責橙色粘土～シルト

にぶい責色粘土

明責褐色シルト

暗灰黄色礫層

黄灰色礫層 (粘土含む)

明黄褐色粘土 (礫混)

にぶい責～明黄褐色粘土

明黄褐色細砂～中砂

明黄掲色砂礫

褐灰色砂礫

明黄褐色粘砂 (礫混)

にぶい黄色砂礫

黒褐色砂礫

L=154.00m
‐９

２０

２．

２２

２３

青灰色粘砂

青灰色粘砂 (礫混)

明黄褐色粘砂

青灰色シルト

オリーブ色粘砂

仄～仄オリーブ色旅日砂 (礫混)

灰色粘土

にぶい責色細砂～中砂

にぶい責色シルト～細砂

浅黄色シルト

11.黄灰色細砂 (シルト塊含む)
12.明黄褐色中砂～粗砂
13.責灰色粘土～ンルト
14.にぶい黄色細砂 (礫混)
15.灰～暗灰色細砂 (炭多量に含む)
16.灰色粘土
17.に ぶい黄色中砂
18.浅黄色中砂 (礫混)
19,明責褐色細砂
20.明黄褐～責橙色砂礫

9.

10.

o                        2m

図76 SD05～ 07土層断面図

L=15300m
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02の北辺部の埋土上層からはこの他、瀬戸・美濃鉄釉天目婉や丹波すり鉢 (図78)が出土

している。瀬戸・美濃鉄釉天目婉113は、第 2段階のものと思われる。丹波すり鉢■5は a

類、114は分類不明だが16世紀でも前半であろう。

‰砥 4

0                        20cm

図77 SD02出土遺物

SD03 (図 79・ 80)SD02と 後述するSD04と の間にあるL字状の堀である。東西長約26m、 南北

幅約12mで ある。西端での上端幅4.8m、 下端幅3.5m、 東南端での上端幅3.4m、 下端幅

3.Omで 断面は箱形を呈する。土層断面から少なくとも 1回の掘 り直しが認められるが、

明確に分離して調査できる所は西端付近に限られていた。西端をSD07に よって破壊されて

いる。

土師器鍋、同小皿、同抱烙、同すり鉢、丹波すり鉢、備前すり鉢、陶器壷や中国製白磁

皿等が出上した (図 81)。 備前すり鉢はSD04埋土中～最上層出上の破片 (図83-134)と 接

合 した。■6の上師器鍋は16世紀初め前後、同lktL烙■7は B― Ⅱ類である。丹波す り鉢123

は a類で16世紀前半、同1241よ SK18出上のものと接合した。土師器すり鉢118・ 119は c類

で16世紀でも後半であろう。同小皿120の底部外面は回転糸切で、SD飩出土例と相似する。

121は 白磁の小皿で輪花の表現がある。122は陶器の壷で外面に責色の釉が掛かる。

SX07 (図 79・ 82)SD03の東半区でその北辺に接して構築された石垣遺構である。SD03底面に

若干の粘土層が堆積 した段階で作られている。東西長4。 15m、 南北幅1.Om、 現存高0。 7m

で、3段分が確認できる。SX07の南側で堀底に直径48cm、 深さ31cmと 、直径30cm、 深さ43

cmの柱穴が見られる。また、各柱穴の東に直径10cm、 深さ 5 cmの小ピットが伴う。SX07と

これら柱穴から考えてSD03に掛かる橋状の施設が存在した可能性がある。

o                       20cm

図78 SD02出土遺物
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L=15300m

仄オリーブ色粘土

明黄褐色細砂～中砂

にぶい責色粘土 (炭混)

黄灰色粘土 (礫混)

にぶい責色粘土

責灰色粘土 (礫・え混)

灰黄色粘土 (炭混)

L=154.50m

8.オ リーブ色粘土
9.灰黄色礫層
10.に ぶい責色砂礫
■ 明黄褐色粘土
12.灰色細砂 (近・現代耕土)
13.明黄褐色粘土 (現代耕土)

l.

13   2.
3.

4.

5。

6.

7.

8

9.

10,

明緑灰色粘土

浅黄色粘土

暗灰責色中砂～粗砂

青灰色粘土

にぶい黄橙色細砂～中砂

明青灰色粘土

青灰色細砂

明黄褐色礫混中砂

明黄褐色礫混細砂

灰色礫層

11.にぶい責色細砂

12.浅黄色シルト～細砂 (礫混)

13 責灰色粘土
14.仄色細砂 (礫混)
15.責灰色砂礫
16.黄灰～暗灰黄色細砂 (礫混)

17.暗灰黄色砂礫
18.明黄褐色細砂
19,黄灰色砂礫

m

13 灰色粘土
14.にぶい責橙色細砂
15.明黄褐色粘土

16.灰黄褐色粘砂
17.にぶい黄橙色粘土

18.灰色粘土

19.暗灰黄色粘土 (炭含む)
20.灰色粘土 (え含む)
21.黄灰色粘土
22.灰色粘土 (中砂混)
23.に ぶい黄橙色粘砂

2/4.灰色粘土

25 明責褐色粘土

1.橙色中砂 (礫混)
2.明青灰色粘土
3 明青仄色シルト～細砂
4.明青灰色粘上
5.灰黄色中砂
6.灰色粘土 (炭混)
7.灰色粘土
8.灰色粘土 (中砂混)
9.灰色粘土
10.灰色粘土 (炭混)
ユ.明責掲色粘砂
12 にぶい黄橙色シルト

26.明責褐色粘土

(灰色粘土塊含む)

27.明黄褐色粘土
28.にぶい黄橙色粘砂
29.にぶい責橙色砂
30.にぶい責橙色粘土

31.浅黄色細砂～粘土
32.灰色粘土
33.浅黄色粘砂 (礫混)
34.褐灰色粘土 (戊含む)
35。 浅責色中砂～粗砂

36 責灰色粘土
37.灰黄色粘砂

図80 SD02～ 04土層断面図

-61-



Ｐ
・
灘
瀾
耐
群
専

］
・
琲
渕
耐
菌
尋

∞
・
河
�
耐
謹
イ
廿
Ｓ

ヽ
・
溺
灘
蕊
耐
詳
肘

¨
・
�
渕
耐
畜
Ｓ
Ｐ
ぐ
）
ア

⇔
・
糾
瀬
岱
鉾
肝

『
・
溺
灘
�
耐
き
専

∞
・
灘
河
耐
華
卜

Φ
・
瀾
難
耐
ぐ
）
ア
ド
詳
ト

Ｐ９

瀾
耐
苦
ト

Ｆ
・
瀾
Ⅲ
耐
ぐ
）
ア

馬
・
温
灘
�
耐
菌
導
イ
■
専

―Z9-

°
(88国)平a Tf騨聯科普国善掌ヤ母普国

｀
Illl型軍国判勲

単諧回中
｀
響碗羊国澤単勤

(準
晩羊設冬

｀
零碗準譜財

《
零晩準国

｀
騨国
(4111W鵠
螂T

°
平ツ角暫華昌⑫里ヤマMEI営TttT喜

°
7マ似懸⑫狂■fl里蜘⑫IXX8・I

黒譲Ш`8・91卓督W`O・8割｀
⑫螂軍里単ワ平)q彫とつ4ツP｀ユ単⑫80CS(08。6と国) ラOCS

とOXS 乙8国

WE                    O

始事TFF80CIS[8□

ЩЭOτ                         O

＼
イo_∠_`ζ〔

`ミ

】】ささヽ

9卜}ヽ

延≧≧≦墓垂垂墾垂夕



土師熙澪皿125～ 127は回転糸切底のものである。同鍋129は姫路市加茂遺跡分類の土鋼Ⅲ

類、抱烙A― V類で16世紀中頃のものである。同すり鉢1301ま b類である。陶器すり鉢131

は土師器すり鉢と同形のもので調整・成形方法なども共通している。上師器の分類に従う

とb類に属する。最上層出上の上師器すり鉢片は、SD09最下層出上のものと接合した (図

88--150)。

丹波すり鉢128は a類で16世紀前半のものである。139は c類で最上層から出上し、SD07

出上の破片と接合 した。備前壺133は、 3片 を図上で接合したものである。肩部に 3本の

クシ描波状文がある。間壁編年のV期に属し、16世紀後半以降のものである。同すり鉢134

はSD03下層出上のものと接合する。SD04の 中～最上層から検出された。佐野編年のⅣ期

B(古)で 15世紀後葉～末に位置づけられる。

6

1知

瓜冠三己即F=歳7T136

37

働区5

0                         20cm

図83 SD04出土遺物

肱
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中国製青磁碗135はタト面に蓮弁文をもつ上田分類のB一 Ⅱ類で14世紀末～15世紀初かの

ものである。同白磁皿137は底部のみだが、E群 と思われる。同染付碗138は C一 Ⅲ類で15

世紀末～16世紀前半である。見込みに十字花文、外面に逆ハート形の小文を密に描く。染

付小杯136の外面は草花文と見られるが、小片のため明確ではない。最上層からの出上で

ある。

また、下層から「皇宋通賓」と思われる腐食の激しい銭貨が 1枚出土している。

SD05 (図 75,76)SD02に直行して南に延びる堀で、SD02に切られている。また、北半は後世

の棚田造成時に削平を受けている。南半部の最大幅4,Om、 深さ1.5mで南北長16.8mで あ

る。南端は東に短 く折れ曲がり、浅 くなって終わる。出土遺物はない。

SD06 (図 75,76)SD05の 東約 6m離れて平行して掘られた堀である。最大幅4.Om、 深さ1。 3

mで南北長10.Om以上である。出土遺物はない。

SD07 (図 75,76)SD06北側で南端が西に屈曲する堀である。屈曲して更に南に曲がるものと

思われ、SD06と繁がっていた可能性が高い。北端部はSD03の西端部を切っており、SD03

の埋没後に掘削された事が判明している。屈曲部付近はSD02に よって切られている。南北

長9,6m、 最大幅3.6m、 深さ1.4mである。

土師器小皿 (図訊 -140,141)と SD04出上のもの (図83-139)と 接合する丹波すり鉢

片が下層から出土した。

。 H%1
OCm

図84 SD07出土遺物

SD08 (図 85)東西長6,4m、 南北幅3.Om、 深さ0。 7mの浅い堀である。回転糸切底の土師器小

皿やSD10出上のもの (図87-152)と 接合する丹波すり鉢片が出上した。

SD09 (図 85,86)SD08の 南東にある。東西長11.2m、 南北幅4.8m、 深さ50cmの浅い堀である。

南西隅から西へ幅0,6m、 深さ1lcmの小溝が廷びる。また、南東隅からも幅0.6m、 深さ40

cmの小溝が延びてSD10と 繁がっている。回転糸切底の土師器小皿 (図88-142～ 146)、 同

胞烙 (同図-148)、 同す り鉢 (同図-149,150)と 瀬戸・美濃灰釉丸皿 (同図-147)が

出上した。148は、加茂遺跡分類の上鍋Ⅲ類、抱烙A― Ⅵ類で16世紀第 4四半期を中心と

する時期である。土師器すり鉢149は b類、150は c類である。149のすり目はヘラによる

もので底部内面は木の葉状に施されている。兵庫県多紀郡丹南町の初田館跡に類例がある。

150は最下層出土で、SD04最上層出上のものと接合 した。瀬戸・美濃灰釉丸皿は小片のた

め詳細不明である。

SD10 (図 85・ 86)SD09と 小溝によって連結する東西方向の堀である。南北幅5,2m、 東西長

7.Om以上で最も深い所で1.8mを 測る。B一 Ⅱ類の上師器抱烙 (図87-151)と 、SD08出

上のものと接合する丹波すり鉢 (同 -152)が出土した。
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以上のほか、遺構に伴わない遺物が包含層や流土中などから出土している。そのうち16

世紀代と見られるものについて以下記述する (図 89)。

土師器小皿、同すり鉢、丹波すり鉢、備前甕、唐津筑、瀬戸・美濃灰釉九皿、中国製白

磁皿と同染付皿がある。土師器小皿は、磨減のため調整不明の157を除いて、回転糸切底

である。同す り鉢158は c類である。丹波す り鉢159は a類である。備前壺160は短い頚部

と端部外面が肥厚する口縁を持つ水屋甕で,間壁編年のV期に属する。161は口縁端部が

やや外反する唐津の坑である。162は見込に圏線と菊文を押印する、碁笥底の瀬戸・美濃

灰釉丸皿である。

163～ 165は E群 と思われる中国製白磁皿である。165は全面施釉で、畳付部に釉剥ぎが

ある。また163と共に漆継ぎの痕が残る。166は染付碗 C群と考えられる。見込に二重圏線

とSD04出土磁器碗の外面文様と共通するハート形の小文様が見られる。

。 o 。 ◎ 。

◎

図85 SD08～ 10
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L=15S.00m

1.明褐色中砂
2.青灰色粘土
3 黄褐色粘砂
4.黄灰色粘砂 (細砂混)
5.暗灰～黒色炭・灰層
6.明掲色中砂

L=lss_00m

7.明黄褐色粘土
8.にぶい黄色砂礫
9.灰色礫混粘土
10。 明褐色中砂

11.仄白～灰色粘土

12.に ぶい黄色粘砂 (礫混)

浅黄色礫混シルト～粘土

灰色礫混粘土

黄褐色粘砂

灰色礫層

明黄褐色粘土

L=155.00m

13.

14.

15。

16.

17.

l.にぶい黄色細砂 (災混)
2.にぶい責色シルト～細砂 (礫混)
3.暗灰色礫層
4.明責褐色細砂～中砂
5.黄灰色粘土 (礫混)
6.灰責色礫層
7.にぶい黄色粘砂
8.黄灰色礫層
9,灰色礫層
lo.浅黄色中砂 (礫混)

11.明黄褐色シルト～粘土

にぶい黄褐色細砂～中砂

暗灰黄色細砂 (礫混)

にぶい責褐色シルト～細砂

責仄色細砂～中砂 (礫混)

暗灰色礫層

黄灰色粘土 (礫混)

灰黄色礫層

にぶい黄色粘砂

灰黄色礫層

灰色礫層

且.浅黄色中砂 (礫混)
12.灰黄色礫層

13.明黄褐色シルト～粘上

14.灰白色礫層

15.灰白色中砂 (礫混)

16.灰色細砂～中砂

17.灰色礫層

o                        5m

図86 SD09。 10土層断面図

0                         20cm

図87 SD10出土遺物
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0                    20cm

図88 SD09出土遺物
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図89 包含層出土遺物
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注

(1)岡 崎正雄『中尾城跡―近畿自動車道舞鶴線関係埋蔵文化財調査報告 XI―』兵庫県文化財

調査報告書第67冊 兵庫県教育委員会 1989年 3月 31日

(2)藤澤良祐「瀬戸大窯発掘調査報告」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』V 瀬戸市歴史民
俗資料館 1986年 3月 31日

藤澤良祐「城館出上の瀬戸・美濃大窯製品」『中世の城と考古学』 (株)新人物往来社 1991

年12月 25日

(3)井上喜久男「美濃窯の研究 (―)一十五～十六世紀の陶器生産一」F東洋陶磁』第15。 16号

東洋陶磁学会 1988年 8月 20日

(4)間壁忠彦・間壁漠子「備前焼研究ノート (2)― 中世備前焼の推移―」F倉敷考古館研究
集報』第 2号  (財 )倉敷考古館 1966年 11月 30日

間壁忠彦 F備前焼』考古学ライブラリー60 ニュー・サイエンス社 1990年 1月 20日

伊藤 晃「15世紀から17世紀の備前焼」F中近世土器の基礎研究』 日本中世土器研究会
1985旬三loサ弓25日

(5)安置式一石五輪塔の地輪の高さ :幅の比が年代が下るにつれて大きくなる事については、
田岡香逸・赤松秀雄・天岸正男・奥村隆彦の各氏によって既に指摘されている。

表 1は兵庫県と大阪府で知られている年号が刻まれた安置式一石五輪塔の内、地輪部の法

量が公表されているものの中で、手元にある資料を集計したものである。縦軸は15世紀から

17世紀までを四半世紀毎に分け、横軸は地輪の高さ:幅の比を表現している。15世紀代の資

料が少なく、様相が明確ではないが、資料数が増加する16世紀以降で四半世紀ごとにその第

1位と第 2位 (表中二重線で示す)に注目すると年代が下るに従って、段階的に2.01こ近づ

く事は明らかである。従って15世紀代ではこれとは逆に、高さ:幅の比の中心は0。 99以下に

なる事が想像できる。

安置式一石五輪塔の地輪の高さ:幅の比が1.0を越える (高 さが幅を凌駕する)の は、例

外を除き、集計表を見れば明らかなように16世紀以降である。16世紀第 1四半期では比0,9

～1.09が大半を占め、第 2四半期になると比1,10～ 1.19に 中心が移っている。

従って、萩原城遺跡出上の安置式五輪塔はこの比率のみで判断すれば、16世紀でも前半に

属す可能性が高いものと判断される。

田岡香逸「金石文資料調査記録」『西宮市史』第 7巻資料編4 西宮市役所 1967年 3月 25日
赤松秀雄「一石五輪塔雑感 (上)(下 )」 『史述と美術』第431・ 432号 史逃美術同孜会
1973年 1月 1日 ・2月 1日

天岸正男・奥村隆彦『大阪金石志一石造美術』 1973年 6月 1日
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表 1 兵庫県 。大阪府の一石五輪塔集計表

ト
ナ

年代

0,70

1

0,79

0.80

1

0.89

0.90

1

0,99

1.20

1

1.29

1.30

1

1.39

1.40

1

1,49

1.50

ど

1.59

1,60

1

1.69

1,70

1

1.79

1.80

1

1.89

1.90

1

1.99

2.00

1

2.09

2.10

1

2.19

2.20

1

2.29

2.30

1

2.39

計

1401～

1425
2

つ
々

1426～

1450
2

０
じ 1 6

1451～

1475

つ
０ 1

つ
々 6

1476～

1500
1 2

1501-

1525

1
つ
０ 9 6 2 1 22

1526-

1550

1 1 7 20 6 l 36

1551～

1575

1
９

営 18 19 7 3 1 1 63

1576-

1600

つ
υ 1 10 31 つ

々 1 1 91

1601～

1625

1 4 5 6 ９

， 13 17 3 2 1 1 81

1626～

1650
1 1

1651～

1675
1 2

1676-

1700

つ
々 1

つ
０

計 3 20 つ
々
な
∪

つ
々
刀
仕

つ
υ 25 20 5 2 2

つ
け 1 318
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一石五輪塔集計表作成に当たっては下記の文献を参照した。

田岡香逸「美嚢郡史料採訪」『みなぎの通信』創刊号 美嚢野郷土会 1961年 11月

藤原良夫「三木市内中世在銘石造遺品」『三木史談』第43号 三木郷土史の会 2000年 1

月20日

鈴木 武「摩耶山の一石五輪塔群資料」『歴史考古学』第 9号 歴史考古学研究会 1982
年9月

田岡香逸「金石文資料調査記録」F西宮市史』第 7巻 前掲書
田岡香逸・福沢邦夫 (協力)「第 2章」『尼崎市史』第10巻 尼崎市役所 1974年 12月 25日

田岡香逸「尼崎市円受寺の在銘一石五輪塔二基―尼崎市史の補遺―」F地域史研究』第 9

巻第 1号 尼崎市立地域研究史料館 1979年 6月 30日

福澤邦夫「尼崎市中世石造美術の現況―阪神・淡路大震災後の調査結果一」『地域史研究』

第29巻第 1号 尼崎市立地域研究史料館 1999年 10月 31日
田岡香逸「川西の中世石造美術」『かわにし』ナ|1西市史第 7巻文化遺産編 川西市史編集
専門委員会 1977年 3月 30日

田岡香逸・福沢邦夫「第 2章第 1節」『伊丹市史』第 6巻 伊丹市史編纂専門委員会 1970
年3月 31日

田岡香逸「石造美術編」『宝塚市史』第 7巻別編 I(文化遺産編)宝塚市史編集専門委員
会 1980年 12月 10日

増田重信「別章二・三節」F御津町史』第 4巻 御津町史編集専門部委員会 1999年 9月
30日

田岡香逸「四一」随臣路市史』第15巻中 別編文化財編 1 1995年 3月 28日
田岡香逸「第 4章石造美術」『加古川市史』第 7巻別編 I(民俗・文化財編)カロ古川市史

編さん専門委員 1985年 6月 15日

五色町教育委員会『五色町の石造文化財』五色町文化財資料第 1集  1995年 3月 31日

岡本 稔「第二編第四章第七節」『一宮町史』 一宮町史編集委員会 1999年 12月 1日

福沢邦夫「石造文化財・美術工芸品 (梵鐘・鰐口)」 『能勢町史』第 4巻 (資料編)能勢町

史編纂委員会 1981年 12月 20日

藤井直正「第 1章石造遺物」F寝屋川市史』第 2巻 寝屋川市史編纂委員会 1993年 3月
土山健史『堺市環濠都市遺跡・翁橋遺跡発掘調査報告』堺市文化財調査報告第46冊  1990

年 1月 31日

野田芳正・張 洋一『堺市環濠都市遺跡発掘調査概要報告―堺市櫛屋町東 2丁20。 21呑地
SKT359,362地 点―』堺市文化財調査概要報告第31冊 堺市教育委員会 1992年 3月 31日
野田芳正『堺市環濠都市遺跡発掘調査概要報告―界市材木町東 1丁 SKT361地点』界市

環濠都市遺跡発掘調査lll要報告第40冊 堺市教育委員会 1993年 3月 31日
土山健史『堺市環濠都市遺跡発掘調査概要報告』堺市文化財調査概要報告第55冊 界市教
育委員会 1996年 3月 31日

嶋谷和彦「第 3章SKT663地点の調査」『界市環濠都市遺跡発掘調査概要報告 平成 8年度
水道管布設工事に伴う立会調査』堺市文化財調査概要報告第73冊 界市教育委員会 1998年
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3月 31日

小谷正樹『堺市環濠都市遺跡発掘調査概要報告―SKT655地′点・戎之町西 1丁 30』 堺市文

化財調査概要幸R告第77冊 界市教育委員会 1998年 10月 30日

梅田正之 。三好慶和・南川孝司『熊取町の石造物』熊取町教育委員会 1981年 3月 1日

摂河泉地域史研究会「貝塚市橋本斎場墓地遺跡の現状と踏査報告」『摂河泉』第20号 摂

河泉地域史研究会 1992年 5月 1日

福澤邦夫『千早赤坂の石造文化財 I』 千早赤坂村文化財調査報告第 4集 千早赤坂村教育

委員会 1994年 3月

富田好久「第 9章第 4節」F新修池田市史』第 1巻 池田市史編纂委員会 1997年 3月 31

日

池田市史編纂委員会『池田市史』史料編 1原始・古代 。中世 1967年 3月 31日

また、安置式と埋立式でいずれがより古い形態であるのかに関しては、まったく異なった

2つの見解が提出されている。 1つ は藤沢典彦氏の安置式から埋立式へ主流が移っていくと

する意見で、他方は木下浩良氏の埋立式 (埋込式)が早期における型式であるとするもので

ある。今回の調査では両氏の見解を検討する資料に恵まれず、両氏とも安置式と埋立式が並

び行われる期間の存在を否定しているものでもないので、SK18出土の 2型式の五輪塔の時期

差を論じるのは避けておきたい。

藤沢典彦「第 1章第 4節石造遺物」 F高野山発掘調査報告書』考古学研究室調査報告第 3

冊 (財 )元興寺文化財研究所考古学研究室 1982年 3月 21日

本下浩良「高野山最古の在銘一石五輪塔」『史逃と美術』第557号 史速美術同孜会 1985

年8月 28日

木下浩良「高野山一石五輪塔の概要について」『関西近世考古学研究』Ⅱ 関西近世考古

学研究会 1991年 11月 30日

(6)千田嘉博「中部 。近畿地方の畝状竪堀」『第 3回全国城郭研究会セミナー資料』 城郭談話

会・中世城郭研究会 1986年 未見。

千田嘉博「中世城郭から近世城郭ヘー山城の縄張り研究から一」『月刊文化財』305号 第
一法規出版株式会社 1989年 2月 1日

多田暢久氏も「播磨における横矢掛けの使用は、永禄末から天正初年にかけて一般化する

であろう。」と述べられている。

多田暢久「播磨野村城の縄張りについて」『歴史と神戸』第30巻第 6号 前掲書

村田修三氏は「横矢掛かり」に伴う「折れ」の導入と展開は天文・永禄期とされている。

村田修三「戦国期の城郭―山城の縄張りを中心に一」『国立歴史民俗博物館研究報告』第

8集 国立歴史民俗博物館 1985年 12月 20日

(7)十河良和「堺環濠都市遺跡出土の土師質土器・胞烙について」『関西近世考古学研究』Ⅳ

関西近世考古学研究会 1996年 11月 9日

(8)吉識雅仁「第 5章第 1節小田城関係の遺物」吉識雅仁・甲斐昭光編『小田城跡発掘調査報

告書―中小河川 (東条川)改修事業に伴う発掘調査報告―』兵庫県文化財調査報告第145冊
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兵庫県教育委員会 1995年 3月 31日

(9)16世紀代の小柄出土例は余り管見に触れないが、兵庫県初田館跡、広島県薬師城跡や同吉

川元春館跡などで検出されている。また、17世紀代以降の小柄と比較すれば、戦国時代のも

のは柄部の長さが10cmを越えるものがないことが半」る (表 2・ 3)。

小柄の大きさは、長さ三寸三分 (約9,7cm)、 幅約四分五厘 (約 1.4cm)ほ どで古いものは

大抵小形であるとされている。

桑原羊次郎『日本装剣金工史』日本文化史叢書 (株 )藤森書店 1982年 7月 22日

福永酔剣『日本刀大百科事典』第 2巻 雄山閣出す振株式会社 1993年 11月 20日

(10)秋枝 芳・山本博利「第 4章第 2節遺物の検討」 Fカロ茂遺跡―小寺・太ノ前地区』姫路市
文化財調査報告V 姫路市教育委員会 1975年 3月 31日

(11)佐野 元「備前窯」『六古窯の時代』 (財 )瀬戸市埋蔵文化財センター企画展図録 (財)瀬
戸市埋蔵文化財センター 1998年 11月 28日   ｀

(12)岡崎正雄「第 5章第 4節」岡崎正雄編『初田館跡―近畿自動車道舞鶴線関係埋蔵文化財調

査報告書 (XⅨ )』 兵庫県文化財調査報告書第116冊 兵庫県教育委員会 1992年 3月 31日

(13)岡崎正雄「第 5章第 4節」岡崎正雄編『初田館跡』 前掲書

(14)松井和幸「V遺物」渡邊昭人編『薬師城跡』広島県埋蔵文化財調査センター報告書第142

集 (財 )広島県埋蔵文化財調査センター 1996年 3月 29日

(15)武知秀樹「Ⅳ-4-(5)金 属製品類」小都 隆・尾崎光伸編『史跡吉川氏城館跡 吉川
元春館跡―第 1次発掘調査概要―』中世城館遺跡保存整備事業発掘調査報告 6 広島県教育
委員会 1996年 3月 29日

(16)沢元保夫「Ⅱ-3-(5)金 属製品類」小都 隆・尾崎光伸編『史跡吉川氏城館跡 吉川
元春館跡一第 2次発掘調査概要―』中世城館遺跡保存整備事業発掘調査報告 7 広島県教育
委員会 1997年 3月 31日

表 2 各地遺跡出上の小柄柄部一覧表 (16世紀代)    (法
量の単位はcm)

遺 跡 名
法 里

注 遺 跡 名
法 里

注

長 さ
百
Ｈ 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

初 田 館 跡 9.6 0.5 つ
０ 吉川元春館跡 8.4 1.4 0。 4

薬 師 城 跡 8.7 ワ
′ 0.5 (14) 8.7 1.4 0.5

吉川元春館跡 不 明 8.3 1.3 0.45 ７
ｒ
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(17)沢元保夫「Ⅱ-4-(3)金 属製品類」小都 隆。平川孝志編『史跡吉川氏城館跡 吉川
元春館跡―第 5次発掘調査概要―』中世城館遺跡保存整備事業発掘調査報告10 広島県教育

委員会 2000年 3月 31日

表 3 各地遺跡出上の小柄柄部一覧表 (17世紀代以降)
(法量の単位はcm)

(18)吉田 寛『府立城三ノ丸北口跡一大分中央警察署本部別館庁舎新築工事に伴う埋蔵文化財
発掘調査報告書―』 大分県教育委員会 1996年 3月 31日

遺 跡 名
法 量

注 遺 跡 名
法 量

注

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

府  立  城 13.6 つ
々 0.6 (19 名 古 屋 城 10.0 1.4 不明

つ
υ
つ
ね

小  倉  城 11,0 1.45 0.65 (1の 9.9 1.6 不明 同上

9。 9 1,4 1.0 (20) 9,7 1.5 不明 同上

9.8 1.0 同上 9,45 0,9 不明 (24)

10.4 1.4 同上 9.75 1.4 不明 同上

9,75 1.3 0。 7 同上 6.95 1.25 不明 同上

Ｏ
υ
ワ
！

つ
々 0.7 同上 10.3 1.3 不明 同上

10,0 つ
々 1.0 同上 吉  田 城 10.0 1.5 0.5 (25)

9,8 不明 (21) 南山伏町遺跡 9。 46 1.38 0。 58 (26)

名 古 屋 城 9.8 1.6 不 明 (22) 尾張藩上屋敷 1,4 0.3 ワ
′

9.8 0.6 同上 9.8 0.4 同上
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(19)前田義人『小倉城跡 1-勝山公園地下駐車場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 1-』 北

九州市埋蔵文化財調査報告書第150集  (財 )北九州市教育文化事業団坦蔵文化財調査室

1994年 4月 30日

(20)山手誠治「第 3章第 6節」ナキ1上秀秋編『小倉城御蔵跡―小倉城跡第 2地点の発掘調査報告

―』北九州市埋蔵文化財調査報告書第228集  (財 )北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室

1999年 3月 31日

(21)高 山京子『小倉城跡V―下屋敷跡の調査―』北九州市埋蔵文化財調査報告書第85集 北九

州市教育委員会 1999年 3月 31日

(22)小澤一弘「Ⅲ-2」 梅本博志編 F名古屋城三の九遺跡 (Ⅱ )』 愛知県埋蔵文化財センター

調査報告書第16集  (財 )愛知県埋蔵文化財センター 1990年 3月 31日

(23)八木佳素実「Ⅲ-3」 金子健一編『名古屋城三の九遺跡 (Ⅲ )』 愛知県埋蔵文化財センター

調査報告書第37集  (財 )愛知県埋蔵文化財センター 1992年 3月 31日

(24)古橋圭子「Ⅲ-4-3-(2)」 松田訓編 F名古屋城三の九遺跡 (V)一 旧名古屋営林支

局の調査』愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第60集  (財 )愛知県埋蔵文化財センター

1995年 3月 31日

(25)小嶋廣也「Ⅳ-2」 小嶋廣也編『吉田城遺跡Ⅱ一愛知県東三1可事務所地点の調査―』愛知

県埋蔵文化財センター調査報告書第59集 (財 )愛知県埋蔵文化財センター 1995年 3月 31日

(26)初木真他編『南山伏町遺跡―警視庁中込警察署改築に伴う緊急発掘調査報告書―』 警視

庁 。新宿区南山伏町遺跡調査団 1997年 3月 31日

(27)並木 仁「Ⅳ-4-g」 (財 )東京都教育文化財団編『尾張藩上屋敷遺跡Ⅲ』東京都埋蔵文
化財センター調査報告第53集 東京都埋蔵文化財センター 1998年 3月 31日

6.Ⅳ期の遺構と遺物

江戸時代以降のものをⅣ期とした。Ⅳ期の遺構には、土坑・集石土坑・石室・石橋 。石

垣及び溝がある。

SK21 (図90。 91)東西の最大幅1.5m、 南北2.7m、 深さ0.55mの長方形土坑で、SX10を切っ

て作られている。北端の床面近くから寛永通賓が 7枚銹着した状態で検出された。墓壊の

可能性がある。寛永通賓の内 1枚は新寛永、 1枚は背「元」の新寛永であるが、他は不明

である (図 92)。 銭貨から1697年以降のものと判断される。

SK22 (図90,93)直径1.5m、 深さ0.85mの円形土坑で底面から唐津片口鉢が出上した。唐津

片口鉢 (図94-171)イよ家田編年のⅣ期 (1690～ 1780年代)、 長谷川編年では17世紀後半で

も末頃とされるものである。底部に穿孔が 1ケ所ある。

SK23 (図90)直径0。 75m、 深さ15cmの 円形土坑で底面から備前徳利形瓶の体部のみ出土した

(図 95-172)。 体部外面の下半にヘラケズリが見られる。間壁編年のV期で16世紀後半に

遡る可能性もあるが確定が困難で、この期に含めた。

SK24 (図 90)長径1.Om、 短径0.9m、 深さ0.8mの 円形土坑で、丹波壺の底部片と共に丹波す

り鉢片が検出された。丹波すり鉢 (図96-173)は 長谷川分類のⅣA類で17世紀末から18

世紀中頃のものである (以下、17世紀以降の丹波すり鉢の分類と編年は同氏に従う)。
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図93 SK22

SK25 (図 90)東西1.8m、 南北2.3m、 深さ0。 7m

の不整方形土坑である。土師器鍋、丹波すり

鉢、肥前系磁器の紅皿と同皿が出土した (図

97)。 土師器鍋174は 、14～ 15世紀代、丹波す

り鉢175は a類で16世紀前半のものである。肥

前系磁器の紅皿176は 野上編年で1780～ 1820

年代、同皿177は 内面蛇ノロ釉剥 ぎで、二重

斜格子文を描 く。波佐見窯産のものとすれば、

中野編年のV-2期 (1750～ 1770年代)であ

る。
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検出状況

o                          10m

図98 SX09

SX09 (図 90。 97)東西2.Om、 南北

2.6m、深さ15cmの 集石土坑であ

る。底面近 くから丹波すり鉢、

同盤、唐津皿と平瓦片が出上し

た (図 99)。 丹波盤180は 17世紀

代であろう。同す り鉢181は、

IBl類 で17世紀中頃までのも

ので、大坂城で文藤 3(1594)

年の木簡が出土したSE520出土

例と同じ型式と思われる。唐津

皿178・ 179は 同一型式の溝縁皿

で見込に砂 目が 3ケ所残る。外

面は口縁端部以下を露胎とし、

高台内に兜巾を残す。盛編年の

Ⅱ期で1610～ 1650年代のもので

図99 SX09出土遺物

ある。平瓦片は小片で燻し焼きされたものである。

SX10 (図 90・ 91)東西2.2m以上、南北2.4m、 深さ0.5mの長方形土坑内に、自然石による石

室を構築 している。西半部は、SK21に よって破壊されている。北半は後世の削平のため 2

段程度しか残らないが、南半は4段が残る。石室内法長は東西1.8m以上、南北1.4mで あ

る。

埋土から二重網目文の肥前系磁器碗 (図 100-182)、 土師器小皿 (同図-183)と キセル

の雁首 (同図-184)が 出上した。磁器九形碗は波佐見窯産とすれば、中野編年のV-2

期 (1750～ 1770年代)である。キセルは古泉編年の第 6段階で、18世紀後半のものである。
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図100 SX10出土遺物

図1 01 SXll

SXll (図 101・ 102)堀SD02がその幅を拡張する変換点に築造された、石橋である。東西幅約

2.7m、 南北長約3。 6mである。西側と東側でSD02の深さが異なっており、そのため石垣の

高さが異なる。SX■を挟んで、その西側で約2.3m、 東側で約 lmである。

SXllは その東側の堀が埋められた後に構築されたものと思われる。石橋の上面から京焼

婉 (図 1髄 -186)と丹波す り鉢が出上した。丹波す り鉢 (同図-187)イまⅣA類で17世紀

末から18世紀中頃とされるものである。

SX12 (図 90。 103)SD02の下半部が埋まった段階で作られた石橋である。北側の石垣が大きく

崩れSD02内 に落ち込んでいた。南北の幅約 3m、 東西の長さ約5,7m、 高さ1.5mである。

石垣の裏込め土から肥前系磁器の筒型湯飲み碗 (図 104-185)が 出土した。外面は七宝文、

日縁部内面に四方欅文がある。18世紀第 2四半期以降のものである。

SX13 (図 90)石橋SXllの西側は、近世になって埋め立てられ、平坦面は耕作地として利用さ

れていた事が土層観察から明らかとなった。この部分をSX13と した。造成上中の出土遺物

が図105である。図 7-1の縄紋土器片もここから出土した。

上師器地烙、東播系須恵器鉢、陶器鉢、肥前系の京焼風陶器坑、肥前系磁器の紅皿、中

国製染付皿と寛永通賓がある。土師器胞烙188は外面に格子タタキのある、B― Ⅱ類である。

東播系須恵器鉢189。 190は 13世紀～14世紀代のものである。陶器鉢191は外面に黒褐色釉

が掛かるものであるが、時期等の詳細は不明である。京焼風陶器塊192は 17世紀後半～18

世紀と思われる。紅皿193は野上編年で1780～ 1820年代のものである。中国製染付皿1941よ

Bl群で、15世紀末から16世紀前半に位置付けられる。

寛永通賓195は 、新寛永で1697年以降のものである。
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図104 SXll・ 12出土遺物
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0             5cm

SX14 (図 90。 107)SD03の 北側で検出した弧状の石垣である。東西の現存長8.7m、 現存の高

さ0,5mで 2段分が残る。石垣北側の床面から、丹波すり鉢片が出土した (図 106-196)。

IB2類で、17世紀中頃から17世紀末のものである。この石垣の性格は不明であるが、棚

田造成に関係するものとも考えられる。

が三 6

0           10cm

図106 SX14出 土遺物

図105 SX13出 土遺物
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SDll (図 90。 108)本丸の周縁部には、幅約 8m、 高さ約 3mの上塁が良好な状態で残ってお

り、北と南の 2ケ所に開口部を設けている。現在、北側の開口部から北西方向に斜めに下つ

て行 く細い道がある。この道を降りきって北の二の九 (K区)に出る地点の両側に掘られ

た溝がSD■である。東西長8.5m、 南北幅1.5mで ある。SDllは東西に分かれその中間、

幅 lmが通路となっている。東の溝の西面には石垣が残る。本丸から下る小道の北面にも

石垣が築かれており、その石垣とSDllと の関係を把握するためにその一部を調査した。そ

の結果、SD■内の石垣と、本丸開口部に取 りつ く小道の北面に見られる石垣とは一連のも

のであると判断された。

SD■からは肥前系磁器碗。同皿と、丹波と思われる奏の底部片などが出上した (図 109)。

197は外面に青磁釉を施す丸形碗で、口縁内面に四方欅文、見込に二重圏線と、コンニャ

ク印判による退化した五弁花文とがある。野上編年のⅣ期で1750～ 1780年代である。198

は外面に二重網目文を描 く。1680年以降のもので、おそらく18世紀後半と思われる。199

は仏飯器である。外面にコンニャク印判による蔦の葉様の文様がある。高台内の判 り込み

は浅 く、無釉である。川福編年のⅣ期 (1690～ 1780年代)に属する。200は内面蛇ノロ釉

剥ぎで、177よ り崩れた二重斜格子文を描 く。波佐見窯産であれば、中野編年のV-2期

(1750～ 1770年代)である。

SD■内の石垣とそれと一体的に構築された本丸北側の石垣、及び出土遺物から考えると、

二の九と本丸を繋ぐ小道も、18世紀後半以降に何らかの手が加えられた可能性が高い。

L=155.00m

o                            2m

図103 SDll
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図109 SDll出土遺物

7。 その他の遺構と遺物

」・K tt  J・ K区の東半、SD03・ 08・ 09及び10よ り北東部分は一段低 くなっており、SX14に類

北東部分 似する弧状の石垣がみられ田地と判断された。旧耕作土除去後に小溝とピット、土坑を検

出した。ピツトはほぼ一面に分布し、柵列と考えられるものは認められたが建物としては

纏まらなかった。16世紀代に遡る可能性もあるが、この段状地によってSD03の東辺部が削

られているものと考えられる事や、遺構に伴う遺物もないため遺構の詳細については割愛

する。17世紀末以降この地区は、拳大～直径 5、 60cm大の多量の自然石と土砂で埋められ

るが、この自然石の集積部分で出上した遺物が図■0で これ以外のものが図■1である。

202は瀬戸・美濃灰釉九皿で見込みに菊文の印花がある。全面施釉で底部外面に輪 トチ

ン痕が残る。第 2段階のものである。203は E群の中国製白磁皿で、小野編年で15世紀末

から1573年のものである。204は丹波すり鉢で、 IB2～ B3類に属し17世紀中頃から17

世紀末頃のものである。

205は加茂遺跡分類の土鍋Ⅱ類、
lk●LttB~Ⅱ 類である。206は瀬戸・美濃灰釉丸皿で第 2

段階のものと思われる。207は E群の中国製白磁皿である。208は初期伊万里の皿で、簡略

化された松 と′鳥と思われる文様を描 く。高台畳付部分を釉剥ぎ処理し、砂目積みで焼成さ

れている。野上編年のⅡ-1期で1610～ 1630年代のものと考えられる。
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209は、鎧の胸板の高紐に取 り付け、肩上の高紐に取 り付けた責峠が作る輪部に通 して

両者を連結させるための笠峠である。長さ3.44cm、 幅0.90cm、 厚さ0。 34cm、 子L径0.49cmで

ある。平面形は両端の尖る紡錘形で、南北朝期以後のものである。青銅製で鍍金・文様な

どは確認できない。笠峠と責幹はこれ以外に脇板と立挙、肩上と籠手や弓具の空穂蓋の連

結など様々な用途があるが、その具体的な大きさの差異が報告者には不明のため鎧の付属

品と考えておく。笠峠はこの他、京都府長岡京市勝龍寺城遺跡、大阪府大阪市大坂城遺跡、

同堺市堺環濠都市遺跡、和歌山県那賀郡岩出町根来寺坊院遺跡、福井県福井市一乗谷朝倉

氏遺跡、同勝山市平泉寺遺跡、広島県広島市有井城遺跡、鳥取県米子市尾高城遺跡、福岡

県北九州市小倉城遺跡、千葉県光市篠本城遺跡などで出土している。

図112-2101よ 、近世以降の棚田造成土中から出上した土師器JktL烙である。18世紀代の物

と思われる。

0                            20cm

図110 K区北東部出土遺物

0                          20cm

図11l K区北東部出土遺物

⇔
|

209

B

0           10Cm

-86-



M～ O区

O___           20Cm

図112 K区出土遺物

本丸西側には、東西幅約20m、 南北長約250mの谷があり、本九・南九・二の九地区と

その西側の家臣屋敷地区を分けている。現在南半は溜池に、北半は田地になっている。田

地の部分 (M・ N区)は耕上下に約 lm～ 1.5mの盛上があり、南半は盛土下が地山面 と

なっていたが、北半については更に多量の砂礫によつて谷を埋めていた。

旧地形を把握する目的で、北半 (M区)に 3本のトレンチを設定し調査を実施した (図

46)。 その結果、南端の第 3ト レンチでは既に地山面に達していたことが確認されたが、

第 2ト レンチでは約 lm掘削したが地山に達せず、第 1ト レンチではL=147.8mま で掘 り

下げたが地山面を確認できなかった。これよりこの谷は、北端近くで急激に深 くなり、お

そらく横矢 3の南側で開口していたものと推断される。

谷が埋められ田地になった時期については、第 2ト レンチで少量の中野編年でV-1～

2期 と思われる肥前系磁器碗や同皿などが検出されたので18世紀以降と考えられるが、そ

れ以前は本丸西側の堀の機能を果していたものと考えられる。

O区は後世激しい削平を受けており、明確な遺構や遺物は検出されなかったが、北辺部

に地山の落ち込みが検出され、横矢 3の南狽Jの東西方向の小道の南肩部とも考えられる。
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金属器  鉄器には刀、釘、円錐形品があり、鉛製品には鉄抱玉がある。銅製品としてはキセル、
銭貨と板状品がある。これらはいずれも包含層ないし表土層中からの出上で、一部を除い

て時期の決定は困難なものが多い。刀211は現存長26.7cmで柄部を欠いている。釘212～215

は、全て断面が方形乃至長方形のものである。円錐形品2161よ用途不明で頭部中央が円形

にやや窪んでいる。鉄胞玉217は直径1.19cm、 重さ7.64g、 218は直径1.25cm、 重さ10.01

gでSB14に伴う土坑から出土したものとほぼ同大である。キセル219。 220は古泉分類の第

5～ 6段階で18世紀から19世紀のものである。221は北未の「元豊通賓」で1078年の初鋳

である。222は古寛永で1668年以前のものである。223～227の銅製板状品は容器の破片と

も思われるが詳細不明である (図■3・ 114)。

~釧がと巧2節 餞21畿22
一疹至チ〕万を3 (IIデ~

224ウ
   彰

＝

――

ヽ
一

1    225

V

0                        1ocm

図114 金 属

板碑  (図■5-228)近世以降の棚田の石垣に転用されていた板碑である。高さ1.17m、 最大

幅0.65m、 厚さ0。 36mの平面三角形に近い板状の石の上半に、種子を4ケ所彫り込んでい

る。最上のものは「キリーク」、その下右が「サ」左が「サク」で阿弥陀如来。観音菩薩・

勢至菩薩の阿弥陀三尊を表現する。最下は「タラーク」で、どの仏尊を示すか不明である。

阿弥陀三尊のみの板碑は多くみられるが、それにもう一仏尊を加えるのは、県下では揖

保郡御津町室津の浄逗寺の阿弥陀三尊と「バイ」を刻む、暦応二年銘の板碑以外余り管見

に触れない。

種子は小さく月輪がなく、彫りも浅いので室町時代のものと考えられる。

器
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図115板     碑

注

(1)家田淳―「陶器の編年2.橋鉢・鉢・片口。水指・茶入・土瓶・水注・灯火具」『九州陶磁

の編年』九州近世陶磁学会10周年記念 九州近世陶磁学会 2000年 2月 11日

(2)長谷川員『伊丹郷町発掘調査報告書』兵庫県文化財調査報告書第123冊 兵庫県教育委員

会 1998年 3月 31日

(3)長谷川員『伊丹郷町発掘調査報告書』 前掲書

(4)野上建紀「磁器の編年 (色絵以外)1.碗・小杯・皿・紅皿。紅猪口」F九州陶磁の編年』

前掲書

(5)中野雄二「波佐見」F九州陶磁の編年』 前掲書

(6)森  荻「第Ⅲ章第7節豊臣氏大坂城期の遺構と遺物」八木久栄編 F難波宮址の研究』第

9(財 )大阪市文化財協会 1992年 6月 15日
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(7)盛  峰雄「陶器の編年 1.碗・皿」『九州陶磁の編年』 前掲書

(8)古 泉 弘「江戸の街の出土遺物一その展望一」『季刊考古学』第13号江戸時代を掘る 雄

山閣出版株式会社 1985年 11月 1日

キセルの編年についてはこの他、小川望「出土遺物からみた江戸の喫煙風習」F考古学と

江戸文化』江戸遺跡研究会第 5回大会発表要旨 江戸遺跡研究会 1992年 2月 1日 を参照し

た。

(9)盛 峰雄「陶器の編年 1.碗・皿」『九州陶磁の編年』 前掲書

(10)川 副麻理子「磁器の編年 (色絵以外)4.仏飯器・水滴 。人形・灯火具・緒締玉・戸車
『九州陶磁の編年』 前掲書

(11)山上八郎『日本甲冑の新研究』 (株 )歴史図書社 1972年 11月 20日

笠間良彦『日本甲冑大鑑』 (株)五月書房 1987年 7月 31日

山岸素夫・宮崎員澄『日本甲冑の基礎知識』雄山閣出版株式会社 1990年 7月 20日

上記書によれば、南北町期以前は両端を切つた形であるという。獣骨製ではあるが、広島

県草戸千軒町遺跡SD1290出土の13世紀後半の笠幹は、両端の切れたタイプで、これが南北町

期以前の形態であることを証明している。

福島政文「第Ⅳ章 5骨角製品」平林国治・岡邊洋一編『草戸千軒遺跡発掘調査報告 北部

地域南半部の調査』Ⅱ 広島県草戸千軒遺跡調査研究所 1994年 3月 30日

(12)後に提示している「笠幹一覧表」を参照しても知られるように、各地の遺跡から出土した

笠峠は最小長2.6cm(紐穴径0。 3cm)か ら最大長6.3cm(紐穴径0。 8cm)ま で、その大きさには

かなりの差異が見られる (表 4)。

山岸・宮崎『日本甲冑の基礎知識』前掲書によれば、「肩上と胸板をつなぐ高紐に設ける

峠は、甲冑に設ける峠中、一般に最も大き」く、鎌倉時代頃までは長さ4.5～ 5 cmであった

が時代が下ると小形化し、室町時代頃は長さ4 cm前後となると言われている。

「笠峠一覧表」中、南北町期以降の形態であるB形式についてみると、長さ2.6～ 3.2cmの

小型、長さ3,4～4.Ocmの 中型、長さ5 cm代の大型に分類でき、萩原城例は中型に属している。

(13)岩崎 誠「第 3章 1勝龍寺城期の遺物」岩崎 誠編『勝龍寺城発掘調査報告』長岡京市埋

蔵文化財調査報告第 6集 (財 )長岡京市埋蔵文化財センター 1991年 3月 30日

(14)(財 )大阪府文化財調査研究センター『大阪府警察本部棟新築工事に伴う大坂城跡の発掘調

査』 1999年 11月

(15)嶋谷和彦「第 3章」嶋谷和彦編『堺環濠都市遺跡発掘調査概要報告一堺市中之町東 1丁

SKT200地点―』堺市文化財調査概要報告第13冊 堺市教育委員会 1991年 3月 31日

(16)佐伯和也『根来寺坊院跡一広域営農団地農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』

和歌山県教育委員会 。(財 )和歌山県文化財センター 1994年 3月

(17)「第31次調査報告」「第36次調査報告」藤原武二他編『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 県道鯖

江・美山線改良工事に伴なう発掘調査報告書』 福井県教育委員会・福井県朝倉氏遺跡資料

館 1983年 3月 31日

南洋一郎「Ⅲ-3」 吉岡泰英編『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告』Ⅲ 福井県立

朝倉氏遺跡資料館 1990年 3月 31日
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水村伸行「Ⅲ-3」 佐藤 圭編『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告』Ⅵ 福井県立

朝倉氏遺跡資料館 1997年 3月 31日

(18)宝珍伸一郎・笠松雅弘 。山形裕之・中原義史 Fよ みがえる平泉寺 中世宗教都市の発掘』
特別展図録 勝山市 1994年 8月 12日

(19)稲葉瑞穂「Ⅳ遺物」稲葉瑞穂編『有井城跡発掘調査報告』 (財)広島市歴史科学教育事業

団調査報告書第 8集  (財 )広島市歴史科学教育事業団 1998年 3月

(20)小原貴樹「Ⅳ章 6」 刻ヽ原貴樹編『尾高城址―′鳥取県米子市尾高城址発掘調査報告―』尾高

城址発掘調査団・米子市教育委員会 1978年 3月 30日

(21)谷口俊治「遣物編第 1章第 8節」谷口俊治・川上秀秋編『小倉城跡 2-勝山公園地下駐車

場建設に伴う埋蔵文化財調査報告 2-ロヒ九州市埋蔵文化財調査報告書第196集  (財 )北九州

市教育文化事業団埋蔵文化財調査室 1997年 3月 31日

(22)道澤 明「篠本城跡の調査成果」『シンポジウムよみがえる篠本城跡―戦国動乱期城郭の

謎にせまる一(篠本城に見る房総の中世)』 (財 )東総文化財センター・光町教育委員会 1995

年10月 14日

(23)なお、 2つのリングが連結したような形態の責峠は界環濠都市遺跡、一乗谷朝倉氏遺跡、

平泉寺遺跡や大分県安岐町安岐城遺跡などで検出されている。

堺環濠都市遺跡と朝倉氏遺跡第31次例が長さ1.4cm～ 1.6cm、 1つのリングの内径が0.5cm。

朝倉氏遺跡第36次例は長さ3.3cm、 リングの内径は1.Ocm。 安岐城例は長さ2.Ocm、 リングの

内径は0.8cmを測る。萩原城出上の中型の笠峠の紐穴径は0.5cmで、これからすれば長さ1.4

cm～ 1,6cmの 責峠とセットになるものと考えられる。

嶋谷和彦「第 3章」嶋谷和彦編『堺環濠都市遺跡発掘調査概要報告―堺市中之町東 1丁

SKT200地点―』 前掲書

「第31次調査報告」「第36次調査報告」藤原武二他編『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡』 前掲

書

吉岡泰央・岩田 隆「Ⅱ-3」 岩田 隆編『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告』V
福井県立朝倉氏遺跡資料館 1995年 3月 31日

宝珍伸一郎他『よみがえる平泉寺』 前掲書

小林昭彦「Ⅲ-2」 玉永光洋・小林昭彦編『安岐城跡下原古墳 一般回道213号線安岐バ

イパス関係埋蔵文化財報告』大分県文化財調査報告第76輯 大分県教育委員会 1988年 3月
(24)218は戦国時代の可能性があるが、217については不明で近世以降の可能性もある。葉山禎

作氏によれば秀吉の刀狩りを経て江戸時代になっても、農業生産の安定を目的に害獣の被害

をさけるため、鉄胞所持は幕府取締りのもと在方百姓に許されていたとされる。

葉山禎作「鉄砲の伝来とその波紋」葉山禎作編『日本の近世』 4生産の技術 中央公論社
1992年 1月 25日

(25)「金石文一石造物 播磨揖西地区 73板碑 揖保郡御津町室津浄運寺」『兵庫県史』史料編
中世4 兵庫県史編集専門委員会 1989年 3月 31日
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(法量の単位はcm)

遺 跡 名
法 量

紐穴

直径

形

式
遺 跡 名

法 塁

紐穴

直径

形

式
長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

勝  龍  寺 2.9 0.8 0.2 0。 4 B 一乗谷朝倉氏 3,0 0,9 0,3 0.5 B

堺 環 濠都 市 2.6 0,8 0.4 0。 3 B 6.3 1.8 0.6 0.8 A

2.8 0.9 0.5 0.4 B 5。 2 1.5 0.5 0。 7 B

2.8 0.9 0.4 0。 4 B 4.0 1.0 0。 4 0.5 B

3.2 1.2 0,4 0。 5 B 2.9 0。 9 0,6 0.5 A

3,8 1.0 0.5 0.6 B 有  井  城 (3,7) 1.1 0.3 0.6 (B)

根  来  寺 2.9 0.9 0。 7 0,3 B 小  倉  城 2.6 1.0 0。 2 0。 4 B

尾  高  城 3.9 0。 9 0.5 0,4 B 2.6 1.0 0。 4 0.4 B

T~R 本  城 3.5 l,0 0.4 0。 4 A 4,0 0。 4 0.5 B

草 戸 千 軒 3。 9 0.6 0,6 A 4.0 0,2 0.5 B

※( )は欠損。

※両端の切れるタイプをA。 両端が尖るタイプをBと した。

※草戸千軒例は角骨器。

※各法量には報告書掲載図から計測したものがあるので、多少の誤差が含まれる。

-92-



Ⅳ。まとめ

平成 5年から7年に亘る発掘調査の結果、萩原城遺跡は縄紋時代から江戸時代に及ぶ遺

跡であることが確認できた。縄紋時代を除き12世紀末から16世紀までの長期に及ぶ遺跡の

存続期間の中で、城としての性格を持ったと判断されるⅢ期の遺構の具体的な変遷過程に

ついて以下記述を試み、今回の調査のまとめとしたい。

既述のとおり、Ⅲ期は出土遺物から判断して大きく前半のⅢa期 と、後半のⅢb期に細

分したが、Ⅲa期の遺構には掘立柱建物と土坑があるだけで、城の性格は認められない。

よって考察の中心は皿b期 という事になる。ただ、城の機能を表現するものとしては曲輪。

堀や虎口などがあるが、この内、虎口については後述するように不明確な点が残っている

し、萩原城は残存状態の非常に良好な「本丸」で知られているが、今回の調査ではこの本

丸部分に関して何らの発掘も実施しておらず、その築造時期を決定する材料を欠いている。

従って、今回検出した遺構のなかで確実に城郭の機能を表現するものは堀であり、堀の掘

削時期と順序を確定することが、城の築造時期と変遷過程を明らかにするものと考えた。

以下、堀の殆どが属すⅢb期に焦点を絞って検討を加える。

1.文献史料からみた萩原城築造の契機

まず、堀の掘削・変遷過程を明らかにする前に、萩原城が位置する淡河地域に関する文

献史料をできるかぎり列挙し、遺跡を取 り巻く環境と築城の背景を確認した上で遺構・遺

物の考察に進みたい。

1.淡河荘、仁平年 (■ 51～ 54)中、金峯山道回寺領となる。

「金峯山古今全蹄記回、一、営山勅願寺之事、道回寺、仁平中建立、寄附播磨國淡河荘、」

「美嚢郡淡河荘」F荘園志料』上巻

2.石峯寺、安元年 (1175～ 76)中、神田谷を寄進される。

「岩峯寺衆徒等申、一分給人位田慶三郎背安元寄進状、令押妨営寺領神田谷云々、 (中略)建武武

年後十月十八日 大炊助政守 (力 )在判 位田慶三郎殿」 F徴考録』

3.承久 4(1222)年、右近将監成正、淡河荘預所となる。但し当時の領家は不明。
「下幡磨國淡河御庄内 石峯寺 奉免御庄家使者可留乱入事 右奉免志者且本家先法眼之奉免

下文顕然也、 (中略)承久四年二月 日 預所右近脂監成正 (花押 )」 『徴考録』

4.建長元 (1249)年、平某、淡河荘預所莱地頭代となる。
「奉免 石峯寺本尊地歳薩錘御寄進田万雑役事 右早任衆徒訴状之旨奉免之畢、(中略)建長元
年六月 日 預所兼地頭代平 (花押)」 F徴考録』
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5.弘安元 (1281)年 2月 、領主平時俊、西大寺僧叡尊が石峯寺にて菩薩戒を授けた時、領内

の殺生禁断を行う。

「十八日。著播磨岩峯寺。十九日。講始十重行布薩。三月四日。於本堂。一千八百五人授菩薩

戒。捧禁断殺生等之状二通。一通領主平時俊状。一通代官等状。領内東西三里許。南北十四五町云々。

五日。於同所。七十七人授菩薩戒。六日。堂供養。中法含。」『金岡↓佛子叡尊感身學正記』

下

6.正應 2(1289)年 8月 22日 、粟河殿の女房、一遍から最後の念仏札を授かる。

「同日播摩粟河殿云人女房参而。奉受月限侍。凡十五年之間。入目録人敷。二十五億一千七百

十四人也。」『一遍上人綸詞偉直談妙』巻之13

7。 この頃、摂津国山田荘と播磨国淡河荘との間で境相論おこる。両荘ともに武家領のため、

六波羅に訴え出る。

「差事不候之間、久閣筆候、(中略)抑当社領摂津国山田庄□件か播磨国淡河庄堺相論井喧嘩沙

汰候、両庄共、依為武家所□(領か、於六波羅、雖致沙汰候、山田庄ハ摂□ (州か北端、淡河

庄ハ播州南端にて候□□、」「隆恵書状」『勘仲記 (兼仲卿記)弘安元年 (1278)十月～十二

月記紙背文書』

8.元弘元年 (1331)、 淡河右京亮時治、越前大野郡牛原で自殺する。

「さる程に、北国の探題淡河右京亮時治、京都の合戦の最中、北国の蜂起を静めんがために、

越前国に下って、大野郡牛原といぶ所にぞ御座しける。」 「北回探題淡河殿自害の事」『太

平記』巻11

「時治 佐介四郎右京進 牛ガ原ニテ自害」『北條系固』
「北条時房の子時盛は佐介氏を称したが、その子時治は播磨国美嚢郡淡河荘を領して淡河氏を

称した。「一遍聖絵」にみえる一通から最後の念仏札を授かった く淡河殿と申す女房〉は時

治の妻女らしく、(以下略)石田菩人」「淡河氏」属兵庫大百科辞典』

9.建武 2年 (1335)、 位田慶三郎の押妨を止めるため、石峯寺に大炊助の執達状が与えられる。

「岩峯寺衆徒等申、一分給人位田慶三郎背安元寄進状、令押妨営寺領神田谷云々、 (中略)建武武

年後十月十八日 大炊助政守 (か 在判 位田慶三郎殿」『徴考録』

10。 南北朝の初め頃、南朝方の金谷経氏が近隣の山田庄丹生山に布陣したので、淡河氏もこれ

に呼応した。そのため、淡河・石峯寺などが戦場となった。

「金谷治部大輔経氏は播磨国の東条より起って、吉川・高田が勢を付けて、丹生の山に城郭を

構へ、山陰の中道を支え塞ぐ。」「春宮柳営宮禁殺の事」『太平記』巻19

「□亀菊丸代岸田少輔房隆覺申軍忠事、右去月三日馳向東條之城、 (中略)令燒梯城内、同七日於

淡河荘、□ (致)合戦之忠勤畢、 (中略)建武三年九月八日 中原助兼 (裏判)進上 御奉行所
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承候了 (花押)」 『辻文書』

「目安 嶋津周防五郎三郎忠兼軍忠事 右忠兼、去九月五日馳向播州下端 (明石郡)之城郭、致至
極合戦、 (中略)今月十日於丹生山合戦、 (中略)建武三年十月 日 承候詑、(花押)(赤松貝↓村)」
「島津忠兼軍忠状」F越前島津家文書』

「嶋津周防三郎左衛門尉忠兼軍忠事 播磨国為山田丹生寺御敵対治、大将軍御発向之間、今年
七月十三日馳参志染軍陣、同八月 (中略)同十九日赤松律師坊相共破却淡河・岩峯・三田城、九

月一日於櫨谷城数剋合戦之状、 (中略)暦応二年十月九日」「島津忠兼軍忠状」『越前島津家文

書』

「播磨国広嶺山肥塚六郎範重申軍忠之事、去四月二日、摂津国丹生山田丹生寺之凶徒御退治、

左馬頭殿 (足利直義)属御手、尽軍忠 (中略)暦応三年四月、賜御証判」「月巴塚範重軍忠状案」『広

峯神社文書』

11.興国2年 (1341)、 寺領安堵に関する後村上天皇の綸旨が石峯寺に与えられる。

「営寺領神田谷等知行不可有相違者 天気如此、悉之、以状、興國二年十一月十五日 右中脂
(花押)岩峯寺衆往等中」「後村上天皇綸旨」『石峯寺文書』

12.康永 3年 (1344)、 平政氏石峯寺に制札を下す。

「禁制 條々事 岩峯寺 一不可取寺領池魚事 (中略)一可任寺領御寄進等先例事 (中略)康永三年
甲申卯月十六日 平政氏 (花押)」 「平政氏禁制」『石峯寺文書』

13.観応元年 (1350)、 赤松円心死去に伴い足利尊氏、赤松範資に淡河荘内下村を含む所領安

堵状を下す。

「御判 (尊氏)下 赤松美作権守範資 可令早領知播磨国佐用庄内赤松上村・三川村、 (中略)同
国淡河庄内下村、 (中略)右、以亡父円心遺領、連枝等、各所支配也者、 (中略)観応元年十二月

五日」「足利尊氏袖判下文案」『森川文書』

14.文和 2年 (1353)、 平政氏、石峯寺に淡河荘内野世村の水田を寄進する。

「奉寄進 石峯寺大般若経料足田畠 淡河庄野世村内(中略)跡事、(中略)文和武年癸巳二月一日
遠江守平 (花押)(政氏)」  「平政氏田畠寄進状」F石峯寺文書』

15。 永和元年 (1375)、 淡河政宗、石峯寺本尊地蔵菩薩を造顕する。

「覚阿弥陀仏淡河遠江入道政宗之□ 六十五才 永和元年乙卯五月三日 播州石峯寺」「本堂

地蔵菩薩胎内銘」『重要文化財石峯寺薬師堂修理工事報告書』

16.永和 3年 (1377)、 駿河守、石峯寺に淡河荘内北畑内の土地を寄進する。

「奉寄進 石峯寺西金堂常行三昧衆僧膳米料足田事 合重段 (中略)北畑内(中略)永和三年丁巳十
二月 日 駿河守 (花押)」 「駿河守田地寄進状」『石峯寺文書』
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17.応永33年 (1426)、 淡河荘や人多荘屏風村などが摂津国山田荘との間で違乱・押領の事件

を起こした。

「六条八幡宮領摂津国山田庄堺事、去応永五年四月十一日御下知状分明也、 (中略)同国人多庄屏

風村、押部・淡河地下人等令押領云々、太不可然、 (中略)応永汁三年八月十三日 在御判 (足利
義持)右京大夫入道殿 (イⅡナ|1満元)」 「足利義持御判御教書柔」『醍醐寺文書』

18.嘉吉元年 (1441)、 嘉吉の乱起こる。文安 2年 (1445)有馬持家と細川勝元との間で合戦

が起こる。

「十四日、 (中略)今夕有前代未聞弥事、赤松彦次郎教康、 (以下、割注略)依諸敵御退治嘉礼成申渡御、

近日人 有ゝ此経皆之故也、未斜、室町殿渡御彼宿所、諸大名御相伴也在其席、猿築三呑・盃

酌五献之時分、開御座後障子、着甲冑武者敷十人筒し入之、奉就之、」「嘉吉元年六月条」『建

内記』

「廿人 、ヽ山名殿播州へ下向、百四十二騎、」「文安元年11月条」『東寺執行日記』

「廿 、ヽ播州合戦了、」「文安 2年正月20日 条」『東寺執行日記』

「同 (ヽ24日 )、 於有馬郡、丹波勢 卜合戦、有馬方三百七十人被打之、」「文安 2年 3月 24日 条」

『東寺執行日記習

19.嘉吉の乱後、当地は山名氏の支配下になる。山名持豊、文安元年 (1444)石峯寺に制札を

下し、教豊文安 3年 (1446)同寺の寺領を安堵する。

「禁制 石峯寺 右軍勢甲乙人等乱妨狼藉事所令停止也、若有違犯之輩者可虎罪科之、如件、
文安元年十月日 (花押)」 「守護制札」『石峯寺文書』

「播磨囲三木郡岩峯寺事、為祈願寺早速再興於堂舎長日可被致懇祈、褥営知行之地不可有相違

状如件、文安三年十月五日弾正少弼 (花押)営寺衆徒中」『徴考録』

20。 応仁元年 (1467)赤松政則、播磨国の支配を回復し、龍野城主政秀石峯寺に兵糧米免除の

執達状を与える。

「栗河庄積父寺兵根米諸御公事以下令免除者也、初執達如件、應仁元 十一月十七日 政秀
(花押)積父寺寺僧」「赤松政秀奉書」『石峯寺文書』

21.康正元年～2年 (1455・ 56)、 淡河荘と摂津国山田荘で争論起こる。

「目安 播州淡河庄御百姓等謹言上 右子細者、当庄之内三津田村二作和谷と申山候、 (中略)昔
より今二至まて、三津田村之知行無相違候処二、近年山田の庄より、おさゑて山木をきり取

候間、法二まかせて、 (中略)粗謹言上 康正元年九月 日 播州淡河庄御百姓等 進上 御奉
行所」「播磨国淡河荘百姓等申状案」『醍醐寺文書』

「堺証文 (端裏書)摂津国丹生山田与播州三木郡三田村山境相論事、 (中略)康正三 四月十日
道円 (花押)(郡司田原入道)進藤安芸守殿」「田原道円奉書」『醍醐寺文書』
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22.文明 6年 (1474)、 淡川越後守、石峯寺に臨時課役を課したため僧離山する。播磨守護赤

松政則の守護代浦上則宗、帰山を命じる。

「播州三木郡岩峯寺事、為勅願所代々御判明鏡候庇、淡川越後守方毎々依相懸臨時課役、既寺

僧等悉退散云々言語道断次第也、所詮早可踊住旨可有成敗、 (中略)文明六 三月五日 則宗
(花押)浦上美作守殿也 下野守殿」 F徴考録』

23。 文明14年 (1482)、 平 (淡河)政盛、石峯寺に土地を寄進する。

「宛御管絃講田之事 合離拾苅宣段者 (中略)右彼下地者石峯寺為管絃講田、限永代宛行庭実也、
此下地者上山四郎大夫雖為名田内、以別儀寄進いたすなり、 (中略)文明十四年十二月廿五日

平政盛 (花押)淡川殿也」『徴考録』

24.別所氏美嚢郡で勢力を持つ。淡河弥次郎、文明頃、別所氏に属する。

「岩峯寺諸公事以下、自堅承事侯之間、拾置申候、巨細面舞之時可令申候、恐々謹言 十一月
十八日 則治 (花押)淡河弥次郎殿 御陣所」 F徴考録』

25.永正元年 (1504)、 淡河村範生まれる。

「村範 淡河弾正 三木郡淡河城主 永正元年生 永録六年死ス六十歳 江見又次郎祐春聟」
『赤松諸家大系図』

26。 天文 2年 (1533)、 有馬則頼生まれる。

「天文二亥巳誕生、播州三木郡淡河城主、」「御家系譜」『米府紀事略』巻之17

「重則十三歳時大永三年生。 (中略)則頼ハ生播州満田城及壮年築同国淡川ノ城移住ス」『赤松

諸家大系図』

27.天文 4年 (1535)、 淡河定範生まれる。

「定範 淡河弾正 天文四年生淡河城二代相続也 別所長治執権ナリ」『赤松諸家大系図』

28.正親町院 (1557～85)頃、淡河弥三郎、別所村治 (就治)に属する。

「岩峯寺諸役以下事、承儀侯間閣申候、恐々謹言、九月廿九日 村治 (花押)淡川弥三郎殿
御宿所」 F徴考録』

29。 天文23年 (1554)9月 1日 、別所 。淡河両氏と有馬氏との間で車し靭が生じ、有馬重則は三

好長慶に助けを求める。

「八月十九日に有馬殿月合力。長慶より三好日向守大脂にて掃津囲衆播州へ打立。九月一日に合

戦あり。三好方打勝て三木の別所方の城城七ッ落也。然ば九月十二日婦陣也。」『細川両家記』

「天文十三年 (中略)同八月播州三木ノ別所ノ城主冷泉家三木次郎殿 卜有間原 (源か二郎度々合戦

アリ三好日向守政康大脂ニテ掃州上下者引率有馬方危合力播州工打立九月一日合戦アリ三木

方打負籠城ス日向守九月十二日蹄陣也」「丹州播州工三好勢遣之事」『足利季世記』巻 5
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30.永藤 8年 (1565)5月 19日 、将軍足利義輝、三好義継・松永久秀に斌せられる。将軍の警

備についていた有馬重則も打死する。

「十九日、 (中略)辰刻三好人敷松永右衛門佐等、以一高計俄武家御所へ筒し入取巻之、戦暫云々、

奉公衆敷多討死云々、大樹牛初離御生害云々、不可説不可説、先代未聞儀也、 (中略)討死人敷

大樹、鹿宛寺殿、慶壽院殿、(中略)有馬源次郎、」「五月小」『言絶卿記』

31.元亀元年 (1570)8月 27日 、有馬則頼、三好衆に対するため信長方に加わり摂津国の中島

内天満森に陣取る。別所氏も信長方に加わる。

「去程二四國ノ逆徒野田福島へ出張ノ由注進頻り成ケレハ信長承り(中略)有馬源一郎殿和泉衆

以下悉ク信長工馳加り中島内天浦森工陣取ル此有様フ見テ同八月汁日二三好下野守弟烏三入

道ハ野田城ヨリ降参シテ信長ノ手二加ハリケル(中略)四 日播州三木ノ別所孫右衛門尉百四十

騎ニテ尼崎ヨリ信長方二成テ天王寺ノ勢二加ハリケル」「野田福島合戦之事」『足利季世記』

巻 8

「一信長一味方十七日に三好左京大夫殿。同松永山城守。 (中略)有馬。畠山。和泉の國衆の輩の

勢。中嶋の内天浦森へ悉く陣取由候也。 (中略)一同四日に播州三木別所孫右衛門。百五十計に

て尼崎より出。信長ヘー味にて天王寺へ被越由候也。」『細川雨家記』

32.天正 5年 (1577)4月 23日 、毛利氏軍、宇喜多直家等と共に播磨室津に著陣する。三木、

明石、高砂の諸氏、毛利氏に与する。

「ホ茶御無音之条、被成下 御内書候、 (中略)雖然、如令兼約候、此1/・之儀、去十六日令出張、
近日至播州表撃越候、其表之儀、急度至越江御筒し入肝心候、不可有御油断候、 (中略)(天正五年)

卯月朔日 右馬頭輝元 (花押)謹上 上杉弾正少弼入道殿」「毛利輝元書状」『上杉家文書
之二』

「就御行之儀、御手合段、度 被ゝ仰出候、定而可痛参着候、栂去十三日、至播州室津兵船悉被

差上候、陸路之儀者、始宇喜多、其外中国軍士出張候、 (中略)(天正五年)卯月十八日 (一色)昭

秀 (員木嶋)昭光 河田豊前守殿 鯵坂清介殿」「員木嶋昭光・一色昭秀連署奉書」『歴代古

柔』第 1

33.天正 6年 (1578)2月 23日 、羽柴秀吉播磨書写山に陣する。別所長治、毛利氏に通じて挙

兵する。

「戊寅二月十三日、羽柴筑前守秀吉、播州へ相働く。別所与力、嘉古川の賀須屋内膳の城を借

り、羽柴筑前人数入れ置き、秀吉は書写山に取り上り、要害を構え、居陣なり。然る間、別

所小三郎存分を申し立て、三木城へ楯籠るなり。」「磯野丹波・磯貝新右衛門の事」『信長公

記』巻11

「其表着陳 (陣 )由、誠忠節之段感悦候、今度三木以下引付味方之間、輛入精、輝元隆景相談無

油断、急度至播州、 (中略)(天正六年)三月十九日 (花押)(義昭)吉川駿河守とのへ」「足利義昭御

内書」『吉川家文書之―』
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34.天正 6年 (1578)3月 7日 、羽柴秀吉播磨下向。有馬則頼、現三本市久留美慈眼寺山上に

陣する。

「秀吉都を立玉ふは天正六年三月四日軍勢七千五百騎 同月七日に播州に下向し玉ふ (中略)三

木城寄衆次第 天正六年三月上旬 (中 略)一 同村 (久留美村)慈願寺山上一本松ノ所二 有馬

法印」「三木郡古城跡」『播磨鑑』

35。 天正 6年 (1578)3月 29日 、羽柴秀吉、石峯寺に禁制を下す。

「禁制 石峯寺 一軍勢甲乙人乱妨狼藉事 一放火事 一伐採竹木事
於違犯輩者、速可庭罪科者也拇如件、天正六 三月十九日 筑前守
録』

右条々堅令停止詑、若

(花押)(秀吉)」 『徴考

36。 天正 6年 (1578)8月 15日 、羽柴秀吉、道場川原 (現神戸市北区道場町)と 三本松 (同北

区八多町屏風)に付城を築鷲
)。

「羽柴筑前守に相加へ、佐久間、惟任、筒井順慶、播州へ差し遣はされ、有馬郡の御敵さんだ

の城へ差し向かひ、道場河原・三本松、ニケ所足懸かりttFへ、羽柴筑前守秀吉、人数入れ置

き、是より摂州へ相働き、別所居城、三木への取出城 へゝ兵根・鉄抱・玉薬・普請等申し付

け、帰陣候なり。」「丹波国波多野館取り巻くの事」『信長公記』巻11

37.天正 6年 (1578)10月 頃、淡河定範、摂津国丹生山に陣する。

「なおも丹生山に取出を構え淡河弾正、同新三郎尉人数二千有余楯籠り、志染川より南方敵地

に候なり。屯所小屋を相掛け長陣の覚悟仕り候。」「播州三木城責めの事」『武功夜話』巻 8

38。 天正 7年 (1579)4月 30日 、淡河城攻撃のための付城を築く。

「四月十八日、有馬郡まで、中将信忠卿御馬入れられ、是れより直ちに野瀬郡へ御働き、耕作

薙ぎ捨て、四月十九日、古池田まで御帰陣。 (中略)次の日、岐阜に至りて御帰城。越前衆、惟

住五郎左衛門、御敵城おうごうの城へ差し向かひ、御取出申し付け、古池田へ帰陣候て、様

子言上のところ、越前衆御H限下され、帰国候なり。」「二条殿・烏丸殿・菊庭殿・山科左衛

門督殿・嵯峨策彦・武藤弥平衛、病死の事」『信長公記』巻12

「先淡河弾正城へ御取掛、秀吉公御下知、東西南三所付城被仰付、西の付城には杉原七郎左衛

門、東長松寺之上なる附城ニハ有馬法印様、南の附城には浅野弾正様、此三ケ所何れも山の

高ミより城内を見下し、段 仕ゝ寄を被附、依之淡河弾正助不及防戦、夜中に堀にはしこ材木

等渡し、其上畳なと敷せ、忍ひ出、三木の城に一所につほミ、」「元禄十四巳年四月十五日

播州二雨森伝兵衛罷越候節之覚書」『米府紀事略』巻 1

39.天正 7年 (1579)5月 26日、淡河城落城し、淡河定範、三木へ逃れる。

「五月廿五日、夜中、羽柴筑前守秀吉、播州海蔵寺の取出へ忍び入り、乗っ取り候。これに依

つて、次の日、並びおふごうの城も明け退くなり。J「同上J『信長公記』巻12

-99-

言己』



「当方表別所に構え海手路次を塞ぎ候べく取り詰め候。城内兵糧の蓄え、次第に事欠き手弱に

相成り候。霜月頃には是非とも責め落し討ち果すべく、舎弟小一郎、蜂彦右先懸け、摂津守

の付城一塞ぎ、丹生山、海竜寺、御ふいの城取り押さえ侯 (中略)(天正七年)六月十一日 筑前
御判 前野将右衛門どのへ」「羽柴筑前守より丹波陣中の前野長康に宛てたる手紙の事」『武
功夜話』巻 8

40,天正7年 (1579)6月 28日 、秀吉、淡川市庭に制札を下す。

「掟条  々淡川市庭 一当市毎月五日・十日・十五日・十日。十五日・晦日之事、一らくいち
たるしやうはい(中略)―はたこ銭、たひ人あつらへ次第たるへき事、(中略)天正七年六月十八

日 秀吉御判」『村上正弥家文書』18番

41.天正 7年 (1579)9月 10日 、大村合戦で淡河弾正定範卒し、淡河氏滅ぶ。

「灸二淡河弾正ハ今日ノ軍二手痛ク営ケル故主徒五騎二打ナサレ。我身モ深手負。(中略)敵ノ首

ヲ面々ノ膝ノ上二抱腹切タリ。名誉ノ打死也。」「大村合戦」F別所長治記』

42.天正 8年 (1580)正月17日、別所長治、三木城にて自害する。

「十七日 早天二焦中二入給ヘバ。 (中略)是ヲ見テ長治モ三歳ノ男子引寄一刀二刺殺シ。 (中略)
長治。友之此由ヲ聞給。心閑二生害アリケルヲ。三宅治忠後へ参介錯仕①」「長治。友之自

害」『丹U所長治記』

43.天正10年 (1582)8月 28日 、秀吉、有馬則頼に淡川谷3260石を与える。

「三木郡之内、淡川谷三千式百六拾石進之候、全可有領知候、恐々謹言 天二十 八月十八日
筑前守 秀吉 (花押)有馬中務入道殿」『有馬文書』

44.天正13年 (1585)9月 16日 、秀吉、有馬則頼に計4550石 を与える。

「就播州三木郡内三千弐百石、河易内三百石、為加増播易神東郡中田原村千五十石、都合四千

五百五十石、相添目録別希、令扶助畢、全可領知者也、天正拾三 九月十六日 (花押)(羽柴
秀吉)有馬中務入道殿」「羽柴秀吉領知判物」『有馬文書』

45.天正15年 (1587)3月 1日 、有馬則頼、秀吉に従い九州へ出陣する。

「天正十五 (中略)三月朔日、秀吉公九州御進菱之翻、諸士出陣日限人敷之事、 (中略)前備 (中略)百

五十 有馬刑部卿法印」『営代記』巻 2

46.文禄元年 (1592)、 有馬則頼、子の豊氏と共に文禄の役に出陣する。

「然間、小西に与力せし壱岐侍従、有馬刑部卿法印、木村新入郎、 (中略)其勢二万余騎、小西が

要害を大将陣と定め、真中になし、六ケ所の要害を構えたり。」「小西於平安道振猛威事」

F太閤記』巻15

-100-



47.文禄 3年頃の有馬則頼の知行高、 1万石となる。

「文禄三甲午、自春伏見普請として、日本國之衆上洛、 (中略)惟時伏見普請役之帳 (中略)三高五

千餅 有馬玄春 (中略)童高石 有馬法印」 F営代記』巻 2

48.文禄 4年 (1595)、 有馬豊氏、遠江横須賀 3万石を秀吉から与えられる。

「是迄御折帯祝著之至候、横須賀御界領之由承候間、(中略)七月廿国 家康 (花押)有馬玄春
(豊氏)頭殿」 F菅文書』

49.慶長 4年 (1599)、 有馬則頼、伊達政宗より家康に対する誓書を受け取る。

「敬白(起脱か請文前書之事 ―内府 (家康)へ惣別御用之儀、頼入付而、虚意表裏毛頭有間敷事
(中略)一自勿論無二無三内府公江申合候間、 (中略)一筋二内府御手前を守り、可奉一命候 (中略)

卯月五日 羽柴大崎少脂 (伊達)政宗 血判 有馬中書 (貝↓頼)殿  (今井)宗薫老」『伊達政宗
記録事蹟考記』14

50.慶長 6年 (1601)、 有馬則頼、有馬郡三田城に居住する。

「三成誅罰の後、本領掃州有馬郡の内二万石をくハヘ給ハリて、同郡三田城に住す。」『寛永

諸家系国偉』第13

「六年正月十八日喜領掃津固有馬郡のうちにをいて三高石をたまひ、三田城に住す。」『寛政重

修諸家譜』第 8

51.慶長 7年 (1602)、 有馬則頼死去する。

「同年 (慶長7年)七月下旬に卒す。」『寛永諸家系固偉』第13

「(慶長)七年七月十七日卒 八十余歳」「有馬」F落翰譜』
「七年七月二十八日三田において卒す。年七十。剣甫宗知梅林寺と琥す。播磨囲淡河の天正寺

に葬る。のち筑後國久留米の梅林寺に改葬す。」 F寛政重修諸家譜』第 8

「慶長七年七月十八日逝、壽七十八、葬天正寺、」 F筑後将士軍談』巻第21

「城主三 (中略)父子福知山入部也 然而慶長七年壬寅歳七月十八日隠居父刑部卿卒去 大呂村
天寧禅寺葬 后筑後国久留米改葬 法名梅林寺殿前刑部卿法印剣甫宗知大居士 位牌存之」『福
知山支略』

以上の史料から、淡河地域の在地勢力の動向を大略まとめると、次のようになる。

平安時代の状況については不明な点が多いが、鎌倉時代の前半には、平氏のち淡河氏と

称する勢力が現れ、16世紀末まで淡河荘を領していた。鎌倉時代の後半以降には、摂津国

山田荘との間で境相論が起こるようになる。この時平氏・淡河氏の名は文献上に登場しな

いが、同氏が相論に係わった事は疑いない。

南北朝に至り、当初は南朝方に属していたが、乱後北朝方となっている。おそらく、こ

の動乱期を経て赤松氏との関係が深まったものと思われる。嘉吉の乱によって、赤松氏の
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影響が後退し、一時は山名氏の支配下となるが、応仁の乱の頃には再び赤松氏の勢力下と

なっている。南北朝から応仁の乱に至る間にも淡河氏は石峯寺に寄進を続けており、当地

の領主の地位を確保していたものと思われる。

15世紀の末頃になると、三木に拠点をもつ別所氏の勢力が淡河に及び、これ以降淡河氏

は別所氏と命運を共にすることとなる。

一方、16世紀中頃になると、三木と淡河の中間地に位置する三津田 (満田)を基盤とし

て有馬重則が台頭してくる。当時畿内の実質的支配者といわれる三好氏に有馬氏は属する

が、16世紀終わりに信長・秀吉方となり別所・淡河両氏を討つことになる。

城郭築造  次にこの淡河関連の史料を一覧し、当地域が戦禍に巻き込まれる可能性を考えると、以

の契機  下の 4時期が注目されよう。

a.南北朝の内乱期 (1389年頃)。

南北朝期の初期に、南朝方が近隣の摂津国山田荘丹生山を拠点としたため、南朝方

に属した淡河・石峯寺が合戦の舞台となった (文献陥 10)。

b.嘉吉の乱期 (1441年～1445年 頃)。

嘉吉元年 6月 24日 、赤松満祐・教康は将軍義教を暗殺。乱後播磨守護となった山名

持豊と、東播三郡の領有を認められた赤松満政との間で軋蝶が生じた。山名氏との合

戦で敗退した満政を助けるため挙兵した一族の有馬持家も、丹波守護の細川勝元と

戦って破れた。F東寺執行日記』に文安 2年 3月 、近接する有馬郡において丹波勢と

合戦があり有馬方に多数の死者が出たと記されている (文献No 18)。 持家は自家保全

のため満政を逆に討つことになる。

c。 別所氏 。淡河氏と有馬重則・三好長慶との戦い (1554年 )。

別所城の三木次郎が、15世紀終わりには別所氏に属していた淡河氏と共に勢力を拡

張してきたので、地理的に両者に挟まれた三津田城を拠点として新興してきた有馬重

則との間で合戦があつた。重則は、 2年前に危機を救った三好長慶に助けを求めたた

め、長慶は三好長逸を出陣させて別所方の城を落城させた。やがて長慶自ら明石の太

山寺に布陣したので別所方は降伏し長慶は帰陣した (文献No 29)。

d。 天正 6年～ 8年の羽柴秀吉による播州攻め (1578～ 80年 )。

天正 7年 4月 末乃至 5月 、別所方の淡河氏の居城である淡河城を取 り巻 く付城が築

かれ、 5月 26日 には淡河城が落城する。萩原城にいた有馬則頼は、淡河城の東に位置

する長松寺の付城に布陣した (文献No 33～ 42)。

この内、 bの嘉吉の乱期に関しては、直接的に淡河地域が合戦の場となったという記録

はないが、石峯寺三重塔・薬師堂の焼損した礎石や地盤で確認された焼土層、再建された

建築の様式等から、この寺も兵火にかかったと言われており、乱後、山名教豊が石峯寺に

対 し寺領安堵と共に堂舎の再興を指示していることからみて、戦乱の影響はあったものと

考えられる。従ってこの 4時期を当該地域に於いて城が築造される契機となり得るものと

考えておきたい。
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2,「堀」SD02～ 10の掘削順序

本九北側で検出されたSD02～ 10は出土遺物の接合関係や、遺構の切 り合い関係からみて、

すべてが同時に機能していたのではなく、掘削と埋没が繰 り返し行われたものと考えられ

る。

まずSD04で は、中層～最上層から出上した備前すり鉢が、SD03下層出上の破片と接合

し、SD04最上層出上の丹波すり鉢はSD07下層のものと接合関係にある。SD03は SD07に

よってその西端を破壊されているので、これよりSD04→ SD03→SD07(及 びSD06)の順

で掘削されたと考えられる。

また、SD04最上層出上の土師質すり器が、SD09最下層出土のものと接合する事から、

SD04→ SD09の順が確認される。SD03・ 08・ 09及び10はその配置や小溝によって連結する

状況から判断して同時期と思われるし、出土層位について把握できておらず問題点を含ん

ではいるが、SD08出上の丹波すり鉢の破片がSD10か ら出上し接合している。さらにSD03

を切るSD07は、その一部をSD02に よって破壊されており、SD05も その北端をSD02に よっ

て切られている。

以上の検討から、SD04→ SD03・ 08・ 09

推定される。SD05に ついては遺物もなく、

SD02以前である事は疑いない。

なお、F区北端で検出したSD01に関しては、他の堀との切り合い関係を持たないため遺

物から判断して16世紀後半の掘削という以外、時期的に限定は困難である。

3.出土遺物の検討

前節の検討から最初に掘削されたのは、SD04で ある事が明らかとなった。次に遺物につ

いて再度確認するとSD04か らは土師器抱烙A― V類 (16世紀中頃)、 丹波すり鉢 a類 (16

世紀前半)、 同 c類 (16世紀中半)、 中国製白磁皿E群 (15世紀末～1573年 )、 同染付碗 C

―Ⅲ類 (15世紀末～16世紀前半)、 備前すり鉢Ⅳ期B(古)(15世紀後葉～末)と土師器す

り鉢 b類が出上している。これらは15世紀末頃から16世紀中頃のものが主体を占める。

最上層から出土した中国製染付小杯については、石山本願寺期の大坂城などで出土例が

あり、F小倉城』の報告でも天正年間頃のものとされているが、ここでは土師器すり鉢 c

類 (図88-150)と 共に、SD04の最終埋没時期を示すものと考えておく。

SD03・ 09。 10か らの遺物を見ると、土師器胞烙B― Ⅱ類 (16世紀第 3～第 4四半期)、

同A―Ⅵ類 (16世紀第 4四半期中心)、 丹波すり鉢 a類 (16世紀前半)と土師器すり鉢 c

類が出土している (SD09出 上のb類の上師器すり鉢149は、上面検出であり混入の可能性

があるためここでは検討に加えない)。 これらは16世紀第 3～第4四半期のものが主体と考

えて良いだろう。なお、土師器小皿に関しては未だ当地の編年が確立されておらず、今回

の調査でも資料的には恵まれなかったため今後検討を加える必要がある。

上師器すり鉢  SD04と SD03・ 09両者に含まれる土師器すり鉢については、近年、播磨地域に於ける16

世紀代の遺跡からの出土例が増加してきているが、その多くは包含層や、流土中の出上で

時期的な位置づけが困難なものが大半を占めている。ただ、最近になって断片的ながら年

10→ SD06・ 07→SD02の順で掘削された事が

時期的位置づけの根拠を欠くが、少なくとも
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代の推定ができる資料も散見されるよ

の掘削時期を検討する資料としたい。

特徴  土師器すり鉢は、同時代の丹波す

り鉢と比較して口径の割に器高が低

く、体部内面に粗いヨコハケを施し

た後、ヘラまたはクシ状工具によっ

て間隔を置いたすり目を加える。体

部外面にナデ調整をし、下端に横方

向のヘラケズリを加える事などがそ

の特徴である。体部内面下半は大抵

使用によって著しく磨減し、平滑な

面となっており、見込のすり目が僅

かに残るものが一般的である。

分類  今回の調査では、いくつかの全形

を知 りうる資料に恵まれたが、他の

遺跡ではその一部が出土する場合が

殆どであるので、分類は回縁部の形

状に重点を置いた。

土師器すり鉢は、口縁端部の外面

直下に凸帯を巡らす a類 と、凸帯が

段に変わるb類、そして段が消滅す

る c類に分類される (図 116)。

神戸市北区淡河町東畑遺跡のSG

2か らは、土師器鍋、同小皿、備前

すり鉢と共に土師器すり鉢が出土し

ている。土師器鍋は十河分類のA―

I類乃至Ⅱ類で15世紀末から16世紀

前半のものである。備前すり鉢は佐

野編年のⅣ期B(新)と思われ、16

世紀初～中葉に位置づけられている。

土師器小皿は手づくねのものと底部

外面に回転糸切痕のあるものとが出

うになったので、以下ある程度の見通しを記して堀

1.北区淡河町東畑遺跡  2,多 可郡中町思い出遺跡
3～ 5.北区淡河町萩原城遺跡  6.姫 路市本町遺跡
(1.2.6.は 各報告書よリトレース)

図116 土師器すり鉢分類図

土している。土師器すり鉢は口縁端部外面に凸帯のある a類である。

b類の土師器すり鉢については、今のところ伴出遺物を特定できるような資料に恵まれ

ていないが、段が消失する次の段階の c類については、いくつかの例が知られている。

姫路市御着城跡の井戸 2か らは、土師器す り鉢 c類 と、土師器抱烙、同小皿、備前すり

鉢、同甕、同水屋甕と瀬戸・美濃天目婉が出上している。土師器抱烙は十河分類のA― Ⅵ

類とB― I類で、16世紀の第 4四半期を中心とするものである。備前すり鉢は、佐野編年

ａ
　
類

b

類

C

類

o                        20cm
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のV期 (中 )以降のもので、甕はV期 (古)と考えられる。報告者の秋枝氏はこの井戸を

1580年以前のものとされている。

大坂城跡 (大阪市中央体育館地域)の SK506か らは中国製染付碗、同小郭、同皿、瀬戸・

美濃鉄釉天目婉、同灰釉天目婉、土師器小皿、同土釜と共に土師器すり鉢 c類が出土して

いる。SK506は 豊臣氏大坂城期の前期で、天正11(1583)年 から慶長 3・ 4(1598,99)

年に属する。同時期のSK515も 土師器すり鉢 c類 と共に、瀬戸・美濃天目塊、同九塊、同

筒形坑、同丸皿、同折縁皿、ヒダ皿、唐津皿、備前徳利形瓶、同壼、同すり鉢、同大奏、

青磁、白磁のほか李朝陶磁器などが出上している。

平成11年度に神戸市教育委員会が調査を実施した、兵庫区の兵庫津 (七官)遺跡の第 8

生活面は、慶長大震災 (1596年 )頃のものであるが、この面から小片ではあるが c類の上

師器すり鉢が検出された。また、第 7生活面は出土陶磁器や銭貨から17世紀中頃の面と思

われるが、この面でも土師器すり鉢 c類が砂目の唐津皿と共に出土した。

大坂城跡 (大阪市中央体育館地域)の SK589は豊臣氏大坂城期の後期で1599年から1615

年までの遺構で、土師器すり鉢 c類 と共に瀬戸・美濃天目婉、同筒形塊、志野九婉、絵志

野蓋、唐津婉、同徳利形瓶、同壼、同沓形境、丹波平鉢、備前すり鉢、青磁、白磁のほか

優頭心の青花碗などが出土している。

年代  以上からa類は16世紀の前半頃、 c類は16世紀の第 4四半期から17世紀の中頃と考えら

れる。従って、 b類は16世紀の中頃を中心とする時期と推断される。

土師器す り鉢の回縁端部外面の凸帯が段となり、消滅するという変化の過程は、十河氏

の土師器勉烙の型式変化とも一致しており、さらに、土師器抱烙の凸帯が段へ変化する時

期を同氏が16世紀中頃とされていることも、土師器すり鉢の編年を考える上で大きな示唆

となる。

土師器すり鉢の口縁部の変化は緩やかで a類 とb類、 b類 とc類の中間的形態を示すも

のが存在することは他の追物と異ならない。その意味でよリー層の型式分類の必要性を感

じるが、今回は変化の大筋を示すに止め今後より良好な資料が得られた段階で再検討を加

えたい。

SD04及びSD02の掘削時期について

SD04  前節 3の結果、堀の中で最初に掘削され、土師器すり鉢 b類などを出土したSD04は 16世

紀中頃に、土師器すり鉢 c類などを出土したSD03・ 09,10は 16世紀第 4四半期にその機能

を果たしていたと考えられる。既述したように、堀の掘削開始をもって城の成立と仮定す

るならば、萩原城の築造は16世紀でも中頃と推定され、本章 1で検討しておいた 4つの城

成立の契機の内、 aと bは時期的に整合せず第 3の天文23(1554)年 がその候補としてあ

げられよう。埋上の最上層ではあるが、SD04が炭を多 く含む事を考慮すれば『細川両家

記』が「三木の別所方の城城七ツ落也」と記すところの落城した城の 1つ にこの萩原城が

含まれていたとも想像される。

SD02  -方、今回検出した堀のなかで最大規模を有するSD02に 関しては、出土遺物が少なく且

つ、時期が判明するものは16世紀の前半のものであるが、他の堀との関係からみても16世
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有馬則頼

『米府紀事略』

紀第 4四半期以降に掘削されたことは確実である。

さて、萩原城は別所・淡河両氏と戦つた有馬重則の子、則頼 (法印)の居城とされてい

る。この城は天正 7(1579)年 5月 に別所氏に与する淡河弾正定範の居城、淡河城を秀吉

勢が攻め落とした後、則頼が淡河城主となったため廃城になったと言われている。萩原城

の堀の中でSD02が最後に掘削されたという調査結果から判断して、SD02は則頼に関係す

る可能性が最も高いと考えられる。従って、則頼の萩原城入城の時期の確定がSD02の掘削

時期を確定する上で 1つの根拠を与えるものと思われる。

そこで、有馬則頼に関する記録の中に、その糸回がないか検討してみよう。まず萩原城

に則頼が居していた事については、1677年の『足利国慶氏所蔵文書』の「国次先祖遺書之

事」に「有馬玄番頭有馬法印 卜申由、営庄木津在城之剋」との記載がある。「木津」は現在、

本九と小谷を挟んだ東側の地区を指しているが、木津地区の調査では鎌倉時代の遺構は確

認されたものの、現時点では城郭遺構は認められず、現在の「萩原」がかつで「木津」で

あった可能性も含めて、この「木津在城」は「萩原城」在城の事と考えられる。

1762年成立の『播磨鑑』にも「有馬法印居城 在南萩原村 (中略)長十六間 横十五間此有

馬法印 中務少輔則頼卜云 重則ノ子也 三木ノ城ノ出生」とあり、さらに1853年の『筑

後将士軍談』にも「初襦源次郎則頼改中務少輔、後琥刑部卿、居萩原城、天正中偏播州淡

河城主、」との記述が見られる。

以上から、少なくとも1677年には、則頼が萩原城を居城としていた事が伝えられていた

ものと考えられる。

ところで、有馬則頼は天正 7年または8年 (1579'80)萩原城から淡河城に移った後、

慶長 6年 (1601)には兵庫の三田城主となり、翌年死去する。子の豊氏がその遺領を受け

継ぐが元和 6年 (1620)九州久留米に所領替えとなり、その後有馬家が代々久留米落主と

なり幕末を迎えることになる。

この久留米藩が元禄14(1701)年 4月 に、雨森伝兵衛を使者として播磨淡河に遣わし則

頼や父重則関係の位牌、石塔及び居城跡を調査させており、その時の記録が久留米市民図

書館と篠山神社に伝わる『米府紀事略』に1え録されている。F米府紀事略』は町奉行など

を勤めた杉山清兵衛正仲と子工徳が藩の記録を、安永 6年 (1777)か ら文政12年 (1829)

にかけて執筆したものである。

その雨森の「覚書」の淡河城について述べた中に、「一 淡河の城地、 (中略)元此城は淡

河弾正之助居城にて、天正の比、三木の城主別所小三郎と一味たるより、弾正親族此城え

楯籠、下向の敵を支へんとす、秀吉公被向御馬、其節、法印様には三津田の城より、淡河

の東に当たり、萩原村の古城へ御移、御在城被遊、太閤様淡河表御出陣之節、 (中略)無二の

御味方可被成段被仰上候処、秀吉公御満悦思召、播州表之案内可致のよし被蒙御意、」と

の記述がある。

また巻之16の「法印様覚書 有馬主膳殿蔵書」には「一 法印様御若年之時分ハ阿州三

好実休 (義賢)二御属し被成、方 御ゝ陣御勤候而、実休御討死之後御法赤被成候事 一 其後

播州二而別所小三郎殿二御属し被成、小三郎殿御伯父別所志摩守殿の御聟二被為成候、又

其後小三郎殿と御不和に被為成、太閤様え御属シ被成候由承り候事」と記載されている。
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さらに、江戸中期頃の記述とされる、兵庫県赤穂郡上郡町の宝林寺が蔵する『播州諸城

交替連綿之記』の三津田城の条には「有馬筑後守重則此処二居ス、其子中務大輔則頼天文

年中此城ヲ築ク (天正八年淡河城移居隠居ス)、」とある。

以上の史料は全て江戸時代のものでその点問題もあるが、今この記述を信じるならば、

有馬則頼は天文23年 (1554)に 父重則が三好長慶の助力を得て別所
。淡河両氏と戦つた時

は、父と共に三津田 (満田)城におり、三好実体の死 (永禄 5。 1562年 )の後もこの三津

田城に在城して今度は別所氏の庭下に属したが、秀吉の播州攻めに呼応して「萩原村の古

城」へ移つたと読むことができる。この解釈が正しければ則頼が三津田城から萩原城に移っ

たのは、秀吉勢が淡河城を攻撃する直前に近い、天正 6～ 7年 (1578～ 1579)頃の時期で

あったと推定できるのではないだろうか。従って、萩原城のSD02の掘削時期は、16世紀第

4四半期でも前半と推沢1さ れる。

横矢 1～ 3  また、横矢の出現も永禄から天正初めと考えられており、これも則頼入城時に設けられ

た可能性が考えられよう。ただ、横矢 3に関して言えば、上面で検出したSX04か ら肥前陶

器 (唐津系)婉 と考えられる破片が出土している (図65-96・ 97)。 肥前陶器の出現は現在、

1580年以降とされるのが一般的なので、SX04は則頼が淡河城へ移る時期に作られたもので

あり、萩原城築城時期とは時間的差異があるということになる。

しかしここでは、問題の肥前陶器の破片は周辺にあつた年代の異なる様々な土師器・須

恵器や瓦などを投棄した最終の時期を表現するものと考え、SX04が作られる以前に平坦面

(横矢 3)が既に存在した可能性の方を、より重視しておきたい。

5。 結語と残された問題

萩原城の築造時期、城主などについては以下のような見解が今までに提示されている。

① 「有馬法印則頼が居城したもので、始め有馬氏は三津田城 (中略)に父重則の代から居

城していたのであるが、永禄 2年 (1559-引用者)、 淡河城主弾正少輔元範卒し、そ

の間隙に乗じ、淡河庄南萩原村の古城を4笏築し住した。」『城』第62号

② 「淡河荘の領主であった淡河氏の分立による居城であろうと思われる。 (中略)長 く淡

河氏が居城していたらしいが、天文二十三年 (1554)に有馬郡の有馬氏は三好長慶に

従って東播磨の三木城を攻め、この時、淡河城や萩原城も落城し、城主は淡河城 (マ

マ)へ敗走したので、その後、有馬重則の居城となった。」『日本城郭大系』

③ 天文23年 (1554)以前の築城で、城主は淡河氏である。『兵庫県の中世城館・荘園

遺跡』

④ 「近江国愛智郡 (滋賀県愛智郡)に住し、播磨国淡河荘地頭職を併せ所領していた

中嶋豊前守が (中略)建治 2年 (1276)2月 に築城したのにはじまるといわれ、以降長く

淡河氏と共存していた。天文 7年 (1538)尼子晴久の播磨乱入の時、中嶋経範は晴久

に加担していたが、同 9年尼子氏が播磨より去るに及んで萩原城を引き揚げ西播に

移った。この間隙に乗じ三津田城の有馬則頼が萩原城に移住した。」 F兵庫大百科事

典』
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萩原城築造

の時期

今回の調査で12世紀末～14世紀と考えられる掘立柱建物、土坑等が検出された事は、上

記④の推定築城時期を裏付けるものとも解釈され、『ネ申戸市埋蔵文化財年報』にもこの事

実を踏まえて萩原城の築造時期などを紹介してきた。

しかし、 3ケ年にわたる発掘調査の成果を纏めるに当たって、調査を行わなかった本九

以外で城郭の機能を確実に表現するものとして堀に注目して考察を進めた結果、当城は16

世紀でも中頃 (天文23年を含む)以降の築造という結論に達した。

但し、この結論も過去発表された築造時期を全く否定し得るものではなく、今後、本丸

部分などの調査が実施されれば、再度検討の必要性が生じるものと考えている。本章 1で

検討した当該地域における城郭成立の契機の内、堀の掘削時期から判断して除外した、南

北朝期と嘉吉の乱期もその意味で、萩原城の築城時期として可能性は残していると思われ

る。

また、城郭の最重要部分の 1つ とされる出入口部 (虎口)に関しても、今回はその部分

が現在の生活道路として使用されていることもあって、発掘調査を行うことができず、そ

の構造や構築時期を明確にする事ができなかった。現在、虎回は横矢 3の南側を通る東西

方向の小道が、この横矢の東側で屈曲して北へ廷び、再び屈折して東に向かうものと考え

られており、過去発表された縄張図もそのように復元されている。

しかし、調査の結果から見れば、横矢 3の南側の小道はそのまま東に進めば、SD02に繁

がっており、SD02が通路的役害J乃至敵兵を誘導するための堀切であつた可能性が考えられ

る。横矢南側の小道はSD02開 口部の手前で本九西側にある南北方向の深い堀状部分に続い

ていた可能性も高く、この堀底を通って本丸と南丸の間に出る道も想定できる。SD02に関

して言えば、これがもし通路的な堀切であるとすれば、 2度以上屈曲して城内に入ること

になり、「横矢掛け」を狙う機能を保持するものと言える。この場合でもSD02か ら本丸や

掘立柱建物群へ向かうための施設が必要であるが、今回の調査では検出されていない。

さらに、SD02が一般的な堀切であつたとすれば、現在虎口と考えられている部分が西端

に開口部を持つSD02と 同時期に機能しているとは考えがたい。SD02以前の堀としたSD03

～10の配置を見れば、現在虎口と考えられている部分が存在し得る時期は、SD02掘削以前

または城郭とは全く関係の無くなった時代であろう。

いずれにせよ、現在虎口と想定されている部分の調査が実施できない以上、解決の糸口

を見つけることは困難である。

△～F区で検出した掘立柱建物群に関しては、その帰属時期の決定に問題を残している

が、16世紀後半と考えたⅢb期の建物は、 2棟を除き主軸方位をほぼ正確に真北方向に揃

える傾向が明らかで、Ⅲa期のものとは大きく異なっている事を指摘できる。

これら前代とはやや異なる様オロを持つ掘立柱建物の出現は、16世紀中頃以降にこの遺跡

が城としての性格を帯びるようになった事と関わりを持つものとも考えられるが、これも

虎口の復元問題と共に今後の課題として提示するに止め、今回の調査の結語にかえておき

たい (図 117)。

出入口部

(虎口)

掘立柱建物
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図118 周 辺 地 形 図 (昭和35年撮影写真からの地形図)

-110-



注

(1)「第七篇近國六 播磨國美嚢郡淡河荘」 清水正健編『荘園志料』上巻 (株)角川書店 1965

年12月 20日

(2)「徴考録」『石峯寺文書』 木南 弘・落合重信他『神戸市文献史料』第 2巻 神戸市文化

財調査報告書25 神戸市教育委員会 1979年 3月

(3)同上

(4)同上

(5)「 (弘安)同四年幸巳八十一歳」『金剛佛子叡尊感身學正記』下 奈良国立文化財研究所史

料第 2冊 西大寺叡尊偉記集成 奈良国立文化財研究所 1956年 3月 25日

時俊の名は『北條系図』に見える。

餓 即 ~畷
工 鼈

船

堺

三

:ζζ± 博ご

=プ「系国部汁五 北條系固」『績群書類徒』巻第140 続群書類従完成会 1977年 5月 20日

(6)「一通上人給詞俸直談妙巻之十三」『大日本仏教全書』第69冊 仏書刊行会 1981年 9月 30

日

「淡河殿というのは(中略)淡河時俊のことである。時俊は鎌倉幕府の執権である北条氏一族

で、北条時房の系統である。 (中略)他阿弥陀仏真教から最初の名号札を与えられたのは、右の

淡河時俊である。」 今井雅晴『捨聖 一通』歴史ライブラリー61(株 )吉川弘文館 1999年

3月 1日

(7)「勘仲記紙背文書 九 隆恵書状」『兵庫県史』史料編中世8 兵庫県史編集専門委員会

1994年 3月 31日

(8)「北国探題淡河殿自害の事」 長谷川端校注・訳『太平記』巻第■ 新編日本古典文学全集

54 小学館 1994年 10月 10日

「系国部汁五 北條系国」F績群書類徒』巻第140 前掲書

注 (5)系図参照。「時俊」と「時治」の記載には年代的な錯乱がある。

石田善人「淡河氏」『兵庫県大百科事典』 神戸新聞出版センター 1983年 10月 1日

(9)「徴考録」『石峯寺文書』 前掲書

(10)「春宮柳営宮禁殺の事」 長谷川端校注・訳『太平記』巻第19 前掲書

「辻文書」『大日本史料』第 6編之3 東京大學史料編纂所 1969年 1月 1日

「越前島津家文書 八 島津忠兼軍忠状」『兵庫県史』史料編中世 9古代補遺 兵庫県史編

集専門委員会 1997年 3月 31日

「越前島津家文書 一九 島津忠兼軍忠状」『兵庫県史』史料編中世 9古代補遺 同上

「広峯神社文書 三 肥塚範重軍忠状案」『兵庫県史』史料編中世 2 兵庫県史編集専門委

員会 1987年 3月 31日

(11)「17.後村上天皇綸旨」『石峯寺文書』 前掲書

(12)「18.平政氏禁制」『石峯寺文書』 同上

(13)「森川文書 一 足利尊氏袖判下文案」『兵庫県史』史料編中世 9古代補遺 前掲書

(14)「 19.平政氏田畠寄進状」『石峯寺文書』 前掲書
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(15)「第二章第一節 石峯寺の沿草の調査」『重要文化財石峯寺薬師堂4笏理工事報告書』 重要文

化財石峯寺薬師堂修理委員会 1968年 12月

(16)「 21.駿河守田地寄進状」『石峯寺文書』 前掲書

(17)「醍醐寺文書 一〇二 足利義持御判御教書案」『兵庫県史』史料編中世7 兵庫県史編集

専門委員会 1998年 2月 25日

(18)「伏見宮本第五巻 嘉吉元年六月十四日」『大日本古記録』建内記3 東京大學史料編纂所

1987年 1月 16日

「五〇五 東寺執行日記 文安元年一一月条」 三宅克広「第二章 上郡町の中世史料」『上

郡町史』第 3巻史料編 I 上郡町史編纂専門委員会 1999年 6月 30日

「五〇九 東寺執行日記 文安二年二月条」 三宅克広「第二章 上郡町の中世史料」 前掲
圭

「五一〇 東寺執行日記 文安二年三月二四日条」 三宅克広「第二章 上郡町の中世史料」

前掲書

(19)「23.守護制札」『石峯寺文書』 前掲書

「徴考録」『石峯寺文書』 前掲書

(20)「27.赤松政秀奉書」F石峯寺文書』 前掲圭

(21)「醍醐寺文書 一一六 播磨国淡河荘百姓等申状柔」『兵庫県史』史料編中世7 前掲書

「醍醐寺文書 一一人 田原道円奉書」『兵庫県史』史料編中世7 同上

(22)「徴考録」『石峯寺文書』 前掲書

(23)同 上

(24)同 上

(25)「赤松諸家大系図 赤松諸家大系譜上之巻第七」 藤本哲『赤松氏の史料と研究 (三 )』 講

談社出版サービスセンター 1986年 5月 30日

(26)「御家系譜」F米府紀事略』巻之17『久留米市史』第 9巻資料編 (近世Ⅱ)久 留米市

1993埜F10ナ]31日

「赤松諸家大系図 赤松諸家大系譜上之巻第七」 藤本哲『赤松氏の史料と研究 (三 )』 前

掲書

(27)「赤松諸家大系図 赤松諸家大系譜上之巻第七」 同上

(28)「徴考録」『石峯寺文書』 前掲書

(29)「合戦部十二 細川雨家記」F群書類徒』巻第380 績群書類徒完成含 1959年 8月 20日

「足利季世記巻之五」 近藤瓶城編 。近藤圭造校訂『改定史籍集覧』第13冊  (株)臨川書店

1990年 12月 15日

『績應仁後記』には「摂州ノ有馬源二郎重則 卜播州衆卜取合起テ重則頻二長慶ヲ頼ム」と

ある。

「畿内近國所々退治事付長慶威勢事」『績應仁後記』巻6 近藤瓶城編 。近藤圭造校訂『改

定史籍集覧』第 3冊  (株)臨川書店 1990年 10月 31日

(30)「永藤八年五月小十九日条」 山科言縫著『言縫卿記』26 國書刊行会 1914年 12月 25日

(31)「足利季世記巻之人」『改定史籍集覧』第13冊 前掲書
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「合戦部十二 細川雨家記」『群書類徒』巻第380 前掲書

(32)「一二九 員木嶋昭光・一色昭秀連署奉書」『歴代古案』第 1 史料纂集 (古文書編)25

(株)続群書類徒完成会 1993年 12月 25日

「上杉家文書之二 六五三 毛利輝元書状 (切紙)」 『大日本古文書』家わけ12-2 東京

大學史料編纂所 1971年 2月 20日

(33)「磯野丹波・磯貝新右衛門の事」 大田牛一著・桑田忠親校注『新訂信長公記』巻■ 慶長
15(1610)年成立 (株)新人物往来社 1997年 5月 15日

「吉川家文書 九二 足利義昭御内書 (切紙)」 『大日本古文書』家わけ9-1 東京大學

史料編纂所 1970年 9月 20日

『中國兵筒し記』には「播州別所小三郎長治は織田信長卿へ恨有て遂防戦由、自今随御幕下

指軍義昭公御上洛の節御先陣可仕候間、戦毛利家御不潜申上候段御赦免被下候様にと、淡河

弾正を以て小早川隆景へ申達す。」とある。

中島元行著「中國兵筒し記」 田中誠一編『吉備群書集成』第 3輯 吉備群書集成刊行会 1922

年 1月 25日

(34)「三木郡古城跡」 平野庸脩著・橋本政次校注『地志播磨鑑』 宝暦12(1762)年成立 播

磨史籍刊行会 1958年  (株 )歴史図書社 1969年 11月 25日  覆刻

慈願 (眼)寺山城については、発掘調査が実施されている。

小網 豊「三木城攻めの陣跡」『日本歴史』第559号  日本歴史学会 1994年 12月 1日

仁尾一人・長浜誠司「慈眼寺山城跡の調査」多賀茂治編『三木市 加佐山城跡・慈眼寺山

城跡一山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書XⅧ―』兵庫県文化財報告第144冊

兵庫県教育委員会 1995年 3月 31日

(35)「徴考録」『石峯寺文書』 前掲書

(36)「丹波国波多野館取り巻くの事」『新訂信長公記』巻11 前掲書

(37)「播州三木城責めの事」 吉田孫四郎雄響者・吉田蒼生雄訳『武功夜話』巻8(株 )新人物

往来社 1987年 5月 10日

(38)「二条殿・烏丸殿・菊庭殿・山科左衛門督殿・嵯峨策彦・武藤弥平衛、病死の事」F新訂信

長公記』巻12 前掲書

「元禄十四巳年四月十五日播州二雨森伝兵衛罷越候節之覚書」『米府紀事略』巻 1 前掲書

(39)「二条殿・烏九殿・菊庭殿・山科左衛門督殿・嵯峨策彦・武藤弥平衛、病死の事」『新訂信

長公記』巻12 同上

「羽柴筑前守より丹波陣中の前野長康に宛てたる手紙の事」『武功夜話』巻8 前掲書

松浦 武『「武功夜話」検証一信長・秀吉戦跡実地踏査報告』 新人物往来社 1996年 1月

8日  では「然れば当方表、別所 (の )構え、海手路次塞げ塞げ取り詰め候。城内兵根の蓄
え、次第に事欠き手弱く相成り候。霜月頃には是非とも責め落し討ち果たすべく、舎弟ガヽ一

郎、蜂彦右、先懸け、摂津守付城塞ぐべく、丹生山、海蔵寺、御ふ郷の城、取り押さえ候。

(下線引用者)」 と校訂されており、「御ふ郷」は「淡河」であると記されている。

(40)桑 田 優「近世淡河町の成立過程」『神戸市史紀要 神戸の歴史』第12号 神戸市市長総

局 1985年 7月
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(41)「大村合戦」『新校別所長治記』 三木文庫編『固説三木戦記』 1968年 4月 1日

(42)「長治。友之自害」『新校別所長治記』 前掲書

(43)「有馬文書」『兵庫県史』史料編中世 9古代補遺 前掲書

(44)「有馬文書 二 羽柴秀吉領知判物」F兵庫県史』史料編中世 9古代補遺 同上

(45)「営代記巻二」『史籍雑纂』第2 國書刊行会 19■年■月30日

(46)「小西於平安道振猛威事」 月ヽ瀬甫庵者・檜谷照彦 。江本裕校注『太閤記』15巻 新日本古
典文学大系60(株 )岩波書店 1996年 3月 15日

(47)「営代記巻二」『史籍雑纂』第2 前掲書

(48)「有馬豊氏に遺れる書状 (文禄四年七月二十日)」 中村孝也『新訂徳川家康文書の研究』

(中巻)日本學術振興含 1980年 3月 28日

(49)「伊達政宗より有馬則頼 。今井宗薫に遺れる書状 (慶長四年四月五日)」 中村孝也『新訂

徳川家康文書の研究』 同上

徳川義宣氏は、文禄 4年 4月 26日付の則頼宛の家康書状の解説の中で、則頼は文禄年間頃

から家康と呪近となり慶長 4年頃には、家康側近の位置を占めるに至ったと考えられるとさ

れている。

徳川義宣『新修 徳川家康文書の研究』 (財 )徳川黎明会 1983年 6月 20日

(50)「寛永諸家譜 村上源氏二巻之内」 林 羅山編・齋木一馬他校訂『寛永諸家系国偉』第13

寛永20(1643)年 9月 成立 (株 )続群書類徒完成会 1990年 9月 20日

「寛政重修諸家譜第四百六十九 村上源氏 赤松支流」 林述斎編『寛政重修諸家譜』第 8

文化 9(1812)年■月成立 高柳光寿他編 (株 )続群書類徒完成会 1980年 4月 25日

(51)「寛永諸家譜 村上源氏二巻之内」『寛永諸家系国俸』第13 前掲書
「有馬」 新井白石著『新編落翰譜』第 3巻 元禄15(1702)年 2月 成立 (株 )人物往来社
1967年 12)弓 30日

「開原一筒し始末大IRA之事」 矢野一貞考『筑後脂士軍談』 嘉永 6(1853)年成立 宮崎茶

城他校閲『校訂筑後國史 筑後脂士軍談』上巻 筑後遺籍刊行會 1926年 10月 10日

関 三蔵「福知山支略」『福知山市史』史料編3 福知山市史編さん委員会 1990年 3月 31日

(52)注 (25)や注 (51)に掲げる系譜では有馬重則は応永28(1421)年 に死去したとされる有

馬義祐を祖としているが、天文・弘治頃 (1532～ 1557年)の摂津国の城主を列記した『荒木

略記』に「有馬郡三田之城に有馬出羽守。是は有馬玄春頭一家にては無之候。有馬玄春頭は生回播磨赤松にて御

座侯。有馬を名乗と申侯共。播磨侍にて御座侯。」とあり、有馬郡を本拠とし、兵庫県三田市の三田城に居

城する有馬氏と有馬則頼 (や、その父重則)と は出自が異なるものと考えられていたことが

判る。

「荒木略記」『群書類徒』巻第398 績群書類徒完成含 1960年 5月 20日

また、天文 。弘治頃に「有馬出羽守」と称された人物は諸系譜に現れないが、風早拘氏は

「天文弘治の頃は、民部少輔村秀の時代である。有馬出羽守とも称したのであろうか。」と

されている。

風早 拘「赤松有馬氏の史料展望」『ネ申戸史談』234 神戸史談会 1974年 1月 1日

有馬氏の年譜を纏められた高田義久氏は、天文23年に全場する有馬源次郎はこの村秀のこ
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とであるとされているが、ここでは従来の説に従っておく。

高田義久『有馬郡主 赤松有馬氏年譜』 1997年 3月

長江正一『三好長慶』人物叢書 (株 )吉川弘文館 1994年 11月 20日

(53)重要文化財石峯寺三重塔修理委員会『重要文化財石峯寺三重塔修理報告書』 1955年 1月

重要文化財石峯寺薬師堂修理委員会『重要文化財石峯寺薬師堂修理工事報告書』 1968年

12月

(54)池元啓子「遺物編第 1章第 4節」谷口俊治・川上秀秋編 F小倉城跡』2 前掲書
(55)後述するもの以外で土師器すり鉢を出上している遺跡としては以下のものがある。

(a類 〉

① 神戸市北区淡河町萩原城遺跡
岩崎直也・松下智義『萩原城遺跡発掘調査報告書』 阪神文化財調査会 1997年 9月 20

日

② 神戸市北区淡河町勝尾遺跡
西岡巧次『勝尾遺跡 I』 神戸市教育委員会 前掲書
③ 神戸市北区淡河町西北遺跡
阿部敬生『南僧尾』 ネ申戸市教育委員会 前掲書
④ 神戸市西区玉津町枝吉城遺跡
神戸市吉田片山遺跡調査団『吉田南遺跡周辺の遺跡』現地説明会資料 2 1980年 10月 12

日

⑤ 神戸市西区玉津町日輪寺遺跡
2000年 神戸市教育委員会調査
⑥ 兵庫県西脇市比廷前田遺跡
岸本一郎 F比廷前田遺跡 西脇市比延小学校改築に伴う発掘調査報告書』西脇市文化財
調査報告書第8集 兵庫県西脇市教育委員会 2000年 3月 31日
⑦ 兵庫県多可郡中町段ノ城遺跡
安平勝利『段ノ城遺跡』中町文化財報告13 兵庫県多可郡中町教育委員会 1997年 3月

31日

③ 兵庫県多可郡中町思い出遺跡群
宮原文隆 F思い出遺跡群 I―第 1区～第 5区の文化財発掘調査―』中町文化財報告17

兵庫県多可郡中町教育委員会 1998年 3月 31日

⑨ 兵庫県姫路市英賀城遺跡
秋枝 芳・山本博利『加茂遺跡』 夕臣路市教育委員会 前掲書

〈b類〉

① 神戸市北区淡河町西北遺跡
阿部敬生『南僧尾』 ネ申戸市教育委員会 前掲書
② 神戸市北区淡河町淡河城遺跡
1977年 神戸市教育委員会調査
③ 神戸市西区玉津町吉田南遺跡
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西口圭介編『吉田南遺跡 (足田地区)・ 北王子遺跡』兵庫県埋蔵文化財調査報告第149冊

兵庫県教育委員会 1995年 3月 31日

④ 神戸市垂水区垂水日向遺跡
木戸雅寿・横田明「垂水日向遺跡 (天ノ下地区)」 F平成 9年度神戸市埋蔵文化財年報』

神戸市教育委員会 2000年 3月

⑤ 兵庫県小野市小田町小田城遺跡
吉識雅仁・甲斐昭光『小田城発掘調査報告書』 兵庫県教育委員会 前掲書

⑥ 兵庫県小野市金鐘城遺跡
岸本直文「第二章小野市の考古資料」『小野市史』第4巻史料編 1 1997年 10月 30日

⑦ 兵庫県三田市釜屋城遺跡
岡田章―「第 6章第4節」 井守徳男編『北摂ニュータウン内遺跡調査報告書』Ⅱ 兵

庫県文化財調査報告書第16冊 兵庫県教育委員会 1983年 3月 31日

③ 兵庫県高砂市高砂町遺跡
清水一文『高砂町遣跡―高砂私立高砂中学校体育館改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書―』高砂市文化財調査報告11 高砂市教育委員会 1996年 3月 31日

⑨ 兵庫県西脇市野村町野村構居遺跡 (b類またはc類の小片)
別府洋二『野村構居跡一一級河川加古川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告―』

兵庫県文化財調査報告書第111冊 兵庫県教育委員会 平成3年度

⑩ 兵庫県西脇市比廷前田遺跡
岸本一郎 F比廷前田遺跡』 前掲書

〈c類〉

① 神戸市北区淡河町西北遺跡
阿部敬生『南僧尾』 神戸市教育委員会 前掲書
② 神戸市西区伊川谷町太山寺坊院遺跡
植山 茂『神戸市西区太山寺坊院跡発掘調査報告』 阪神高速道路公団。(財 )古代學協

會・平安博物館 1984年 10月 31日

③ 神戸市西区玉津町吉田南遺跡
西口圭介編『吉田南遺跡 (足田地区)。 北王子遺跡』前掲書

④ 兵庫県姫路市本町遺跡
姫路市教育委員会『本町遺跡』 1984年11月 30日

⑤ 兵庫県高砂市高砂町遺跡
清水一文『高砂町遺跡』 高砂市教育委員会 前掲書

⑥ 大阪府堺市堺環濠都市遺跡
土山健史『堺環濠都市遺跡発掘調査概要報告一SKT356・ 車之町東 1丁 4呑所在梅栄堂

ビル建設工事に伴う事前調査』界市文化財調査概要報告第33冊 堺市教育委員会 1992年
10月 31日

〈型式不明〉

① 神戸市北区八多町屏風遺跡
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神戸市教育委員会が平成 3年 5月 ～7月 にかけて調査を実施し、体部片のみ出土した。

なお、平成12年度に神戸市教育委員会が実施した西区玉津町の日輪寺遺跡の発掘調査で、

堀状遺構が検出され、多量の上器類が出土した。この中から備前すり鉢や土師器鍋などと

共に、土師器すり鉢が出土した。整理作業が未完のため土器類の正確な時期等を決定でき

ないが、15世紀代に遡る可能性もある。土師器すり鉢の口縁部の型式はa類である。

発掘調査担当の山本雅和氏から御教示を得た。謝意を表します。

(56)岩崎直也 F東畑 。南浦遺跡発掘調査報告書』 阪神文化財調査会 1999年 3月 25日

(57)秋枝 芳「姫路城昭和大修理の成果と展望 (1)一考古資料の再検討一」『城郭研究室年

報』第 1号 姫路市立城郭研究室 1992年 3月 30日

秋枝 芳「姫路城昭和大修理の成果と展望 (Ⅱ )一考古資料の再検討―」『城郭研究室年

報』第 2号 姫路市立城郭研究室 1992年 12月 28日

(58)森  毅「第Ⅲ章第 7節豊臣氏大坂城期の遺構と遺物」『難波宮l■の研究』第9 前掲書

(59)同上

(60)神戸市兵庫区七宮町 2丁目で神戸市教育委員会が平成11年 6月 ～10月 にかけて調査を実施

した。

(61)注 (58)に同じ

(62)十河良和「堺環濠都市遺跡出土の上師質土器・胞烙について」『関西近世考古学研究』Ⅳ

前掲書

(55)で も触れたようにa類は15世紀代から始まる可能性もあるが、中心となる時期は、

16世紀前半と思われる。

(63)「足利国慶氏所蔵文書」 木南 弘・落合重信他『神戸市文献史料』第 2巻 前掲書

(64)内藤俊哉・中村大介「淡河木津遺跡第 1次調査」F平成 9年度神戸市埋蔵文化財年報』 前

掲書

(65)明本東海『神戸市淡河の歴史』 1968年 6月 20日

(66)「 (淡河)同組古城蹟」『地志播磨鑑』 前掲書

(67)「開原一儲し始末大Ill之事」 矢野一貞著『筑後脂士軍談』 前掲書

(68)貞享 3(1686)年の村上正弥氏所蔵文書に「一古へ淡河上山之城 (淡河城、引用者)主淡

河弾正殿 (中略)天正年中太閤様三木之城御責被成候節、上山之城ハ有馬法印・同四郎治郎殿江

従太閤様被仰付御責、 (中略)其跡有馬法印 。同四郎治郎殿御城主」とある。

「二一 淡河町由緒につき書上」『兵庫県史』史料編近世3 兵庫県史編集専門委員会 1993

年3月 31日

(69)注 (50)に同じ

『米府紀事略』では天正18年の小田原の陣の後、『筑後脂士軍談』では文禄 4年 8月 に有馬

則頼は静岡県横須賀城に移り、 3万石を領したと記載されている。『備前老人物語』にも則

頼が渡瀬繁詮に従い横須賀城にいたととれる箇所があり、『兵庫県の地名』はこの為に淡河

城は廃城となったと考えられるとしている。ただ、横須賀 3万石を領したのは子の豊氏であ

ることは豊氏宛の家康書状で確認できるが (注48)、 則頼が横須賀城に在城した事や 3万石

を領したことは他の史料で確認することが出来なかった。
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杉山仲正・正徳 (正篤)「米府紀事略」『久留米市史』第9巻史料編 (近世Ⅱ)前掲書

矢野一貞『筑後指士軍談』 前掲書

「有馬玄春殿家茶格津壱岐暇申時の書付」「備前老人物語」 近藤瓶城編『史籍集覧』 近藤

出版部 1926年 5月 15日

加藤隆久・木南 弘・小芝光弘「神戸市」F兵庫県の地名』日本歴史地名大系第29巻― I

平凡社 1999年 10月 20日

鈴木東洋「横須賀城」『日本城郭大系』第 9巻 (株)新人物往来社 1979年 6月 15日

(70)「元禄十四巳年四月十五日播州二雨森伝兵衛罷越候節之覚書」『米府紀事略』巻之1 前掲

書

(71)「法印様覚書 有馬主膳殿蔵書」『米府紀事略』巻之16 前掲書

(72)「 (2)播州諸城交替連綿之記 (宝林寺蔵)」 藤本 哲『赤松氏の史料と研究 (― )』 講談

社出版サービスセンター 1976年 12月 20日

(73)盛 峰雄「陶器の編年1.碗・皿」F九州陶磁の編年』 前掲書

(盈)下田 勉「萩原城」『城―淡河特集―』No 62 関西城郭研究会 1969年 11月 21日 (奥付に

イよ「機関誌 城 第五十七号」とある。)
(75)下田 勉「萩原城」 石田菩人他編 F日本城郭大系』第12巻  (株)新人物往来社 1981年

3月 15日

(76)「萩原城」F兵庫県の中世城館・荘園遺跡―兵庫県中世城館・荘園遺跡緊急調査報告―』

兵庫県教育委員会 1982年 3月 30日

(77)下田 勉「萩原城」『兵庫県大百科事典』 神戸新聞出版センター 前掲書
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番

号

土

所

出

場
器 種

量

御
詢
働

法

仰
鶴
伝

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

1 SX03 縄紋・深鉢
長石・石英の中砂多

量に含む

橙7.5YR6/6～ 明褐7.5YR5/6
近世埋土中

H区
SX06

14
SBM
P-1 須恵・婉

15.7

微砂粒含む
灰白7.5Y8/1

ク

D区
P-38

同 上 同 上

一

一

５

．

６

同 上
灰白N7/1

同 上

SB04

P-2
同 上

15.2

微砂粒若干含む
灰N6/0～ 5/0 D区

P-42

同 上 同 上
一

一

５

，

０

l llull程 度の砂粒含む
灰白N8/0

底部外面回転糸切り 同 上

18
SB05

P-3
須恵 小皿 微砂粒含む

灰白N5/0

灰白N6/0

D区
P-30

SB05

P-4
須恵 。鉢

長石の細粒多く含む

粗 Vヽ

灰白5Y8/1

(胎)灰オリーブ5Y6/2

E区

P― ユ

20 SK01 須恵・小皿
8.0

1.65

4.6

l null～ 311111程度の砂

粒含む

灰白7.5Y8/1 底部外面回転糸切 り

ロクロ回転右まわり

B区

SX06

同 上 同  上

7.85

1.75

5.0

同 上
灰白7.5Y8/1

ク
同 上 同 上

同 上 同 上
8.0

1.75

4.6

l llun～ 211m程度の砂

粒含む

灰自5Y8/1
同 上 同 上

同 上 須恵・婉

15。 4

4.5

6.0

同 上
灰白7.5Y8/1

底部外面回転糸切 り 同 上

SX01 土師 ,鍋
16.8

l lnln～ 4 null程度の砂

桂含む

にぶい橙5YR6/4～橙5YR6/6

橙税R6/6
外面 2条/cmのタタキ

B区
SX04

同 上 須恵・捏鉢

29.4

微砂粒含む
灰N6/0

灰N5/0～ 4/0
口縁部自然釉 同 上

SK04 須恵・婉

13.4

長石の細粒若千含む
灰N5/0

回縁部自然釉
E区

SK13

27 SK05 須恵・鉢 微砂粒若千含む
灰N5/0

灰白N7/0～ 6/0
口縁部自然釉

B区

SK19

SK06 須恵・鉢 微砂粒含む
灰N8/0～ 70

回縁部自然釉
C区
SK15

表 5 1・ Ⅱ期遺物観察表 (石器以外 )
(法量の単位はcal)
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番

号

土

所

出

場
器 種 燿∽的ｍ

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

つ
々 SK07 須恵・坑 長石の極粗砂含む

明青灰5PB71～青灰6/1 E区
SK14

30 SK08 須恵 。捏鉢 l llun程度の砂粒含む
灰N6/0

口縁部自然釉
B区
SK25

SK03 同 上
25.2

微砂粒含む
灰白N7/0

ク

口縁都自然釉
D区

SK32

SK03
土師・筒形

容器
10.2

微砂粒多く含む

浅黄橙7.5YR8/4

浅黄橙10YR8/3

～にぶい黄橙lCIYR7/3

B区
SK22

33 SK10 丹波・甕

28,0 長石の中砂多く含む

黒・茶色の砂泣多く

含む

灰褐5YR4/2

灰N6/0～灰黄2.5Y6/2

F区

SK08

34 SX02 土師・鍋

23.8 長石・石英・赤色粒

子の細砂～中砂多 く

含む

橙5YR76
淡黄橙7.5YR3/4

E区
SX02

同 上 同 上
19.2
長石・石英の極粗砂

多く含む

にぶい赤褐5YR5/4

淡黄橙7.5YR8/6

体部外面 4条 /cmの
タタキ

外面煤付着

同 上

同 上 須恵・鍋

18.0

長石の中砂多く含む
オリーブ黒5Y3/1

灰5Y5/1～ 4/1

体部外面 4条 /cmの
タタキ

同 上

SX03 土師・鍋

24.0
長石・石英 。赤色粒

子の細砂若干含む

橙5YR76
淡黄橙7.5YR8/6

E区

SX03

同 上 須恵・捏鉢
9.4

長石の中砂多く含む
灰白7.5Y71～ N70

ク
同 上

同 上 同 上

11.2

長石の中砂多く含む

粗い

青灰5B6/1
同 上

40 P-6 須恵・婉

16.0

微砂粒含む
灰自7.5Y71 D区

P-59

41 P-7 須恵 。捏鉢

長石・石英の細砂～

中砂多く含む

粗 ヤヽ

灰白N7/0
口縁部自然釉

E区
P-23

42 P-8 同 上
長石の細砂～中礫多

く含む

粗い

灰白N7/0
//

口縁部自然釉
E区
P-7

43 P-9 須恵・婉 長石の細砂多く含む
青灰5PB5/1～暗青灰5PB4/1

口縁部自然釉
E区
P-46

44 P-10 須恵・鉢
長石・黒色粒子の細

砂～中砂含む

灰白N7/0～ 6/0

ク
口縁部自然釉

E区
P-44
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番

号

土

所

出

場
器 種

量
御
副
徊

法

伽
鶴
は

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

45 P-11 青磁・碗 やや粗い
胎

釉

明青灰5PB71
灰オリーブ7.5Y5/2

全面施釉

外面下半ロクロケズ

リ

E区

P-39

46 P-12 白磁・皿
5.2

精良
胎

釉

灰白2.5Y8/2

灰白7.5Y7/1

畳付無釉

釉に貫入あり

B区

P-19

47 P-5 青花・碗

一

一

５

．

６

精良
胎

釉

灰自N8/0～ 9/0

青味がかる

全面施釉

畳付無釉

蓮子碗

B区

P-20

48 包含層 土師・鍋

23.0
微砂粒含む

9 mln程度の砂泣含む

橙7.5YR76
外面煤付着 A区

49 同 上 同 上
16.6

l oM4～ 2 mln程度の砂

粒含む

にぶい黄橙7.5YR7/3

にぶい黄橙10YR7/3～ 6/3

体部外面 3条 /cmの
タタキ

D区

同 上 同 上
18.8
長石の細砂～極粗砂

多く含む

褐灰5YR5/1

程:2.5YR7/6～ 6/6

体部外面 3条 /cmの
タタキ

体部外面下半に煤

E区
横矢上面

同 上 須恵・鉢 1剛程度の砂粒含む
灰N6/0

B区

同 上 土師・小皿

っ
々
　

刀
生
　

（
）

７
１

１

４

l mln程度の砂粒含む
浅黄橙7.5YR8/4～ 8/6 底部回転糸切 り

回転台右まわり
B区

同 上 青磁・碗

4.4

精良
(胎)灰白5Y7/1
研由)灰オリーブ5Y6/2

蓮弁文 C区

同 上 白磁・皿

13.0

精良
胎

釉

灰白N8/0

明緑ジ■OGY8/1

全面施舶

体部外面下端に露胎

著Б

」区

同 上 須恵・婉

15.6

4。 4

5.6

長石の細砂～中砂多

く含む

やや粗い

灰白7.5Y7/1～灰7.5Y6/1 底部外面回転糸切り
ロクロ回転右まわり

E区

同 上 須恵・婉

15.2

3.35

6.0

微砂粒含む
灰白N7/0～灰N6/0

底部外面回転糸切り D区

同 上 須恵・捏鉢
30.2

14m～ 3m14の砂粒含

む

灰N6/0
口縁部自然釉 D区

同 上 同 上

28.0

l mln程度の砂粒含む
オリーブ灰2.5GV6/1

A区

同  上 同 上
25。 2

8.4

9.0

長石・チャートの中

砂～中礫多 く含む

粗い

灰N6/0～ 5/0

ギ子瘍〔5PB5/1

底部外面回転糸切 り

底部外面粗砂付着
K区
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番

号

土

所

出

場
器 種

量
徊
耐
徊

法

ｍ
鶴
は

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

60
SB10

P-13
丹波・悟鉢

27.2
長石・黒色砂粒多く

含む

明褐7.5YR5/6～ 褐7.5YR4/6

にぶい褐7.5YR5/4
～明褐7.5YR5/6

ヘラ悟目
E区

P-11

SKll

下 層 白磁・皿

9.6

精良
胎

釉

灰白7.5Y7/1～ 灰白N8/1

灰白N8/0～ 2.5GY8/1
全面施釉

D区

SK31

同 上 同 上
11.1

精良
胎

釉

灰白5Y8/1

灰白色
全面施釉 同 上

SK12 土師・小皿
9,3

2.2

4.5

長石・石英・チヤー

トの細砂～中礫多く

含む

浅黄橙10YR8/3 底部外面回転糸切 り

(力 )

E区

SK17

同 上 同 上
10.0

2.2

4.8

長石・石英・チャー

トの中砂多く含む

灰白2.5Y8/1～ 8/2 底部外面回転糸切 り

(力 )
同 上

同 上 同 上
13.4

2.5

5.0

長石・石英・チヤー

トの中砂多く含む

浅黄橙10YR8/3

浅黄橙10YR8/4
手づくね系 同 上

同 上
瀬戸美濃

皿

10,6

3.0

5。 9

やや粗い
胎

釉

灰白5Y8/1

暗オリーブ7.5Y4/3

灰釉丸皿

全面施釉

輪 トチン跡

同 上

SB14 土師・橋鉢

27.7

長石の中砂多く含む
灰黄褐10YR5/2

オリーブ黒5Y3/ユ

D区

SK29

下層

SB18 白磁・皿

13.6

3.8

7.8

精良
胎

釉

灰白N8/0

灰白色

全面施釉

高台畳付部ヘラ面取

り高台畳付部釉剥ぎ

D区

SK28

SK13 土師・小皿

12.0

1,95

6.7

微砂粒含む
にぶい黄橙10YR7/3～ 6/3

灰N6/0～ 5/0

体部外面下半に指頭

圧痕

B区
SX03

SK14 同 上
12.3

2.3

5.0

微砂粒含むが精良
灰白10YR8/2 B区

SX05

SK15 土師・橋鉢

24.4

微砂粒含む
浅黄橙7.5YR8/4～ 橙5YR7/6

橙5YR7/6
クシ悟 目

C区

SK13

SK16 備前・鉢

23.6

7.3

15。 5

長石の中砂多く含む

長石の中礫あり

にぶい赤褐2.5YR5/4
～明赤褐2.5YR5/6

にぶい赤褐2.5YR5/4

E区
SK23

Й SK17 丹波・壷

16.0

(推定44.0)

22.0

長石の中砂多く含む

長石の中礫若干あり

褐7.5YR4/4

黄褐2.5Y5/3～褐7.5YR4/4

(胎)灰白N7/0～灰N6/0

F区

SX04

SK18

下 層
土師・小皿

9.7

2.05

4.2

微砂粒含むが精良
灰自2.5Y8/2

底部外面回転糸切 り
D区
SK33

上

層

同

上

瀬戸美濃・

皿

10.8

2.5

6.0

精良

9台)灰白7.5Y8/1
(釉)浅黄7.5Y7/3
～オリーブ黄7.5Y6/3

灰釉丸皿

底部外面露胎
同 上

表 6 Ⅲ期遺物観察表 (金属器以外 )
(法量の単位はcm)
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番

号

出 土

場 所
器 種

量

御
副
御

法

仰
鶴
は

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

85 SK19 土師・小皿 微砂粒含む
灰白2.5Y8/1～ 8/2

底部外面回転糸切 り
B区

SK20

同 上 土師・小皿
9.6

2.45

4.6

l nun程度の砂粒含む
灰白2.5Y8/1

同 上

同 上 須恵・小皿
7.6

1,7

4.8

l llln～ 3 mln程度の砂

粒含む

灰白5Y7/1 混入品

底部外面回転糸切 り
同  上

88 SK20 土師・小皿

4.0

精良
灰白2.5Y8/2

ク

底部外面回転糸切 り

回転台右まわり

F区
SK04

同 上 同 上
13.4

2.4

8.8

長石・チャー トの中

砂～極粗砂含む

灰白10YR8/2
ク

摩滅のため調整等不

明
同 上

SX04 土師・鍋

21.2 長石・石英の極粗砂

多く含む

赤色粒子含む

程:5YR6/6～ 6/8
//

体部外面 3～ 4条
/cmの タタキ

外面煤付着

E区
SX10

同 上 同 上
19,2
長石

む

石英の中砂含
橙5YR7/6

にぶい黄橙10YR74
～明黄褐10YR76

体部外面 2条 /cmの
タタキ

外面煤付着

同  上

同 上 須恵・捏鉢

25.2
長石の中砂多 く含む

やや粗い

青灰5B5/1
同 上

同 上 同 上
511m大の砂粒含む

粗い

灰N6/0～ 5/0
口縁部自然釉 同 上

同 上 丹波・橋鉢
31.4

長石の中砂多く含む

にぶい赤褐2.5YR5/4
～明赤褐2.5YR5/6 ヘラ橋目 同 上

同 上 同 上
長石・石英の粗砂～

中礫多く含む

橙7.5YR7/6 ヘラ橘目

体底部の境不明瞭
同 上

同 上 陶器・婉

4.0

精良
胎

釉

橙税R7/6～ 78
灰オリーブ7.5Y6/2

体部外面下半～底部

外面露胎

肥前系

同  上

一
′ 同  上 同  上 精良

胎

釉

灰白5Y8/1～71
灰オリーブ5Y6泡

全面施釉

釉に貫入あり

肥前系

同 上

98
SX05

石室埋土
土師・橋鉢

４

８

２

長石・石英の中砂多

く含む

赤色粒子多く含む

橙5YR7/6～ 7/8
9本 1組のクシ糖目

G区
SX05

同  上 丹波・橋鉢

６

　

５

　

４

２９

‐５

‐４

長石の中砂～粗砂多

く含む

橙2.5YR7/8
～にぶい赤褐2.5YR5/4

にぶい赤褐2.5YR5/4
～にぶい黄橙10YR7/4

ヘラ枯の窯印一部残

る

ヘラ橋目

同  上

100

同 上
石室裏

込め土

白磁・皿

11.0

精良
(胎)灰白2.5Y8/1

同 上

-123-



番

号

土

所

出

場
器 種

量

御
働
徊

法

仰
鶴
は

ム
ロ 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

SX06 土師・抱烙

23.4

11.4

長石 。石英・赤色粒

子の細砂～中砂多 く

含む

橙7.5YR7/6

にぶい橙7.5YR7/4

体部外面中央に格子

タタキ

K区

SX25

SX06 備前・壼 精良

灰5Y6/1

褐灰7.5YR4/1

(胎)灰赤2.5YR4/2

外面クシ描沈線

外面ロクロ成形痕顕

著

K区
SX25

SX08 土師・鋼

20.2

長石の中砂若千含む
黄橙7.5YR8/8～ 78
橙7.5YR7/6

体部外面 3条 /cmの
タタキ

」区

東端落

ち込み

同 上 土師 橋鉢

23.0

9,7

8,8

長石・石英の中砂、

赤色粒子の中砂～中

礫多 く含む

橙5YR7/8～ 6/8
クシ橋目

底部に長石の中砂付

着

同 上

P-14 青磁・碗
やや粗い

須恵質に近い

(胎)灰白5Y8/1～ 7/1
(釉)オ リーブ灰10Y6/2
(底部下半)浅黄橙10YR8/4

内面印花文

底部外面露胎の他、

全面施釉

E tt P-46

B区包含層
K ttSX01
集石部

SD01 丹波・橋鉢
長石の細砂～中砂多

く含む

橙2.5YR7/8～ 6/8

にぶい橙5YR6/4
ヘラ悟目

F区

長方形

段落ち部

SD02 土師・鍋

25.8
長石・赤色粒子の中

砂多く含む

橙5YR7/6～ 6/6 H区

SX09

同 上 須恵・橋鉢
19.4
長石の粗砂～極粗砂

多く含む

灰N6/0

灰M/0～ 暗灰N3/0
8本 1組のクシ橋目 同 上

同 上 白磁・碗

17.6

やや粗い
胎

釉

灰自N8/0～ 7/0

透明

釉の厚さ極めて薄い

全面施釉
同 上

同 上
瀬戸美濃・

天目婉

12.0

7.0

4.4

砂粒殆ど含まないが

粗い

(胎)灰白5Y8/1
(釉)灰黄褐10YR4/2

～黒褐10YR3/1

底部外面に化粧掛け

内反 り高台

2丈メ由

I区
SX13
K区
東部盛土

同 上 丹波・橋鉢
長石の中砂～粗砂多

く含む

黒褐7.5YR3/1

灰褐7.5YR5/2～ 4/2
ヘラ橋目

I区

SX13

同 上 同 上
長石の粗砂多く含む

やや粗い

にぶい赤褐5YR4/3
ヘラ悟目

SD03の 123と 同一個

体の可能性高い

同 上

SD03

中～下層
土師・鍋

23.0

長石の細砂やや多い

にぶい赤褐5YR5/4

にぶい赤褐5YR5/4
～明赤褐5YR5/6

焼成良好

陶器に近い

」区

SD01

上

層

同

下
土師 胞烙

21.8
長石 。石英・赤色粒

子の細砂多く含む

灰黄褐10YR6/2 体部タト面格子タタキ

体部外面に煤付着
同 上

上

層

同

中
土師 橋鉢

長石・石英の細砂～

中砂、赤色粒子の細

砂多く含む

程:2.5YR6/6

程:2.5YR6/6～ 6/8

S D04上 面検出の も

のと同一個体の可能

性がある。

同 上

同 上
下～上層

同 上
22.0
長石・石英の中砂多

く含む

橙2.5YR6/8
クシ橋目

口縁部外面のみ赤褐

色

同 上
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番

号

土

所

出

場
器 種

法 量

(口径 )
(器高)
(底径 )

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

SD03

最上層
土師・小皿

7.8

2.2

4.2

長石・チャートの細

砂多く含む

灰白2.5Y8/2

灰白10YR8/2
底部回転糸切 り

回転台右まわり

J区
SD01

上

層

同

中
自磁・皿 やや粗い

(胎)灰白5Y8/1
(釉)灰白10Y8/1～ 7/1

輪花 同  上

Ｄ０３
礎
Ｓ

最
陶器・壼

長石の中礫含む

やや粗い

(胎)灰白N8/0～ 7/0
(釉 )浅黄7.5Y73
～オリーブ責7.5Y6/3

瀬戸 (力 )

(内面色 )

灰黄2.5Y7/2

」区

SD01

上

層

同

下
丹波・箱鉢

長石の中砂～粗砂多

く含む

やや粗い

にぶい赤褐5YR5/3～4/3

にぶい褐7.5YR5/3

ヘラ橋目

SD02の 115と 同一イ固

体の可能性高い

同 上

上

層

ナカ

同

中

く

同 上 一
一
一

長石の中砂多く含む

にぶい黄褐10YR5/4

1こぶいオ登7.5YR6/4

～にぶい褐7.5YR5/4

ヘラ橋日

SK18の破片と接合
同 上

SD04

最上層
土師・小皿 砂粒殆ど含まなし

灰白2.5Y7/ユ

黄灰2.5Y6/1

底部外面回転糸切 り

内面に炭化物付着

K区
SX03

上

層

同

上
同 上

つ
る
　

，
々
　

ガ
■

８

つ
々

４

精良

赤色粒子の中砂多 く

含む

浅黄橙10YR8/4
ク

底部外面回転糸切 り

回転台右まわり
同  上

上

層

同

下
同 上

9.4

2.3

4。 3

長石 。赤色粒子の細

砂若千含む

明黄褐10YR6/6

浅黄橙10YR8/4
底部外面回転糸切 り

回転台右まわり
同 上

上

層

同

中
丹波 橋鉢 砂粒殆ど含まない

にぶい赤褐5YR4/4

褐7.5YR4/3
ヘラ悟目 同  上

同 上
最上層

土師・鍋

21.8 長石・石英・赤色粒

子の細砂～中砂多 く

含む

檻ユ2.5YR6/6～ 6/8

橙5YR6/6
体部外面 3条 /帥の
タタキ

同 上

130
同 上
中～下層

土師・橋鉢

22,0
長石・赤色粒子の中

砂多く含む

橙5YR7/6～ 7/8

橙5YR7/6
同  上

同 上
最上層

陶器・橋鉢

８

　

８

　

４

長石の中砂多量に含

む

にぶい褐7.5YR5/3

にぶい褐7.5YR5/3
～褐7.5YM/3

6本 1組のクシ悟目
口縁外面黒褐色

底部外面に中砂付着

同 上

上

層

同

中
丹波・橋鉢

12,6

長石の中砂多く含む
灰褐5YR5/2

にぶい褐7.5YR5/3
ヘラ橋目 同 上

同 上
最上層

備前・壷

10.4
長石の細砂極少量含

む

黄灰2.5Y6/1～黒褐2.5Y3/1

灰褐5YR4/2～ オリーブ黒5Y3/1

(胎)灰赤2.5YR5/2～ 4/2

体部外面ロクロ成形

痕顕者

肩部にクシ猫波状文

同  上

134

同 上
中～最上

層

備前 橋鉢

24.8

11.2

13.5

長石・石英の粗砂～

中礫多く含む

褐灰10YR5/1～ 4/1
7本 1組のクシ橋目
S D03下 層の破片 と

接合

同 上

上

層

同

中
青磁・碗 一　

一

精良
胎

釉

灰白N8/0～ 7/0

オリーブ灰10Y6/2

全面施釉

蓮弁文
同  上
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番

号

土

所

出

場
器 種

量
徊
司
御

法

傾
鶴
帳

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

SD04

最上層
青花・小杯

6.4

やや粗い
(胎)灰白N8/0
(釉)淡い青味がかる

K区

SX03

同 上
遺 構

検出中

白磁・皿

7.0

精良
胎

釉

灰白N8/0

透明

全面施釉

高台畳付部ヘラ面取り

高台畳付部釉剥ぎ

同  上

138
上

層

同

下
青花・碗

5.2

やや粗い
胎

釉

灰白N8/0

淡い青味がかる

全面施釉

高台畳付部釉剥ぎ

蓮子碗

同 上

SD04

最上層
丹波・悟鉢

37.8

長石の中砂多く含む
にぶい赤褐5YR4/3

にぶい赤褐5YR5/3

ヘラ悟目

SD07下層の破片 と

接合

K区
SX03

140
SD07

上 層
土師・月ヽ皿

13.0

2.2

6.5

長石 。石英の中砂多

く含む

灰白2.5Y8/2 摩減のため調整等不

明

K区
SX12

141
上

層

同

下
同  上

8.2

2.4

3.8

長石・チャートの中

砂多く含む

灰白5Y8/1～灰白N8/1 摩滅のため調整等不

明
同 上

SD09

下 層
土師・小皿

13.0

2.5

7.6

長石・チヤートの細

砂～中砂多く含む

灰黄2.5Y7/2
//

底部外面ヘラケズリ
K区
SX02

143 同 上 同 上
10.4

2.0

4.9

長石・石英・チヤー

トの中砂多く含む

灰白2,5Y8/1～ 8/2

灰白5Y8/1～ 7/1

底部外面回転糸切 り

(力 )
同 上

同 上 同 上
10.2

2.4

5,0

長石・チャートの中

砂多く含む

灰白10YR8/2
～浅黄橙10YR8/3

底部外面回転糸切 り

回転台右まわり

底部内面に凸部

同 上

145 同 上 同 上
8.6

1.9

3.5

長石・石英 。チヤー

トの中砂多く含む

灰白2.5Y8/2
底部外面回転糸切 り

回転台右まわり

底部内面に凸部

同 上

146 同 上 同 上
8.6

2.0

4.5

長石の中砂多く含む
灰白2.5Y7/1

底部外面回転糸切 り

回転方向不明

底部内面に凸部

同 上

同 上
最上層

瀬戸美濃

皿

10.2
砂粒殆ど含まないが

粗い

胎

釉

灰白7.5Y8/1

灰白7.5Y7/2

灰釉丸皿

全面施釉

釉に貫入あり

同 上

148
同 上
最下層

土師・Jka烙
27.0
長石・赤色粒子の中

砂～粗砂多く含む

にぶい黄橙10YR7/4～ 6/4

にぶい橙5YR6/4

体部外面に 2条 /cm
のタタキ

外面煤付着

同 上

同 上
最上層

土師・橋鉢

27,8

12.4

14.6

長石・赤色粒子の中

砂多く含む

明赤褐2.5YR5/6～ 5/8

橙2.5YR6/8

ヘラ橋目

底部内面にヘラ描の

木の葉状橋目

同 上

同 上
最下層

土師・悟鉢

29,0

11.5

14.5

長石の細砂～中砂、

赤色粒子の中礫多 く

含む

橙5YR78～浅黄橙7.5YR8/6

だ含5YR7/8

S D04最 上層の破片

と接合

外面下端のケズリなし

同 上

SD10 土師・抱烙
長石の細砂～中砂多

く含む

橙5YR6/6～ 6/8

にぶい橙 5 YR6/4

体部外面に格子タタ

キ

K区

SX14
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番

号

土

所

出

場
器 種

量
徊
耐
徊

法

ｍ
際
は

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

SD10 丹波・橋鉢 長石の細砂多く含む
灰褐5YR5/2

灰褐7.5YR5/2

ヘラ橋目

SD08の破片と接合

K区

SX14

包含層 土師・小皿

8.8

2.1

3.6

長石・チャートの中

砂多く含む

灰白10YR8/1～ 8/2

灰白2.5Y8/2

底部外面回転糸切り

回転台右まわり
K区

同 上 同 上
8.8

2.2

4.2

長石 。チャー トの極

細砂～中礫含む

灰白2.5Y8/2 摩滅により調整等不

明
同 上

同 上 同 上
9.0

1.9

4.3

チャートの中礫含む

が良

灰白2.5Y8/1～ 8/2
同 上 同 上

包含層 土師・月ヽ皿

10.4

2.4

4.3

長石の中砂～粗砂若

千含む

灰白2.5Y8/1
摩減のため調整等不

明

口縁端部に煤付着

K区

同 上 同 上
13,4

2,8

6.8

長石・チャー トの中

砂～粗砂多 く含む

チャートの中礫含む

灰白2.5Y8/1～ 8/2
ク

摩滅のため調整等不

明
同 上

同 上 土師・橋鉢
21.6
微砂粒・赤色粒子含

む

にぶい橙7.5YR7/4

にぶい黄橙10YR7//4
クシ橋目 B区

同 上 丹波・悟鉢
31.0

長石の細砂若干含む

にぶい橙5YR6/4

(胎)灰白7.5Y7/1～ 灰白N8/0

ヘラ橋目
同 上
流土中

同 上 備前・甕

33.0

長石の粗砂多く含む
褐10YR4/4

灰白5Y7/1～ 7/2
E区

表土層 陶器・婉

11.0

6。 9

4.0

長石の粗砂含む
胎

釉

灰黄褐10YR5/2

灰白5Y7/2

高台畳付は露胎に砂

日、底部内面に兜巾

肥前系

E区

横矢上面

耕土床土
瀬戸美濃

皿
3.2

粗い
胎

釉

灰自7.5Y8/1～ N8/0

浅黄7.5Y7/3

灰釉九皿

印花菊文
D区

包含層 自磁・皿

9.6

精良
胎

釉

灰白5Y8/1

灰白5Y8/1
漆継ぎ痕 B区

164 耕土床土 同 上
10。 5

精良
(胎)灰白N8/0
(釉)灰白7.5Y8/1～ 7/1

D区

耕土床土

遺構面上

2片接合

同 上
6.0

精良
胎

釉

灰白5Y8/1

灰白5Y8/1

高台畳付部ヘラ面取

り

全面施釉、漆継ぎ痕

B区

E区

耕土床土 青花・碗

5.2

精良

(胎)灰白N8/0
(釉 )透明
(呉須)ラ イトブルー

～ディープブルー

高台畳付部ヘラ面取

り

全面施釉

C区
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番

号

土

所

出

場
器 種

量

御
詢
徊

法

伽
齢
伝

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

SK22 陶器・鉢

21.8

11.2

9.0

長石の中砂～粗砂多

く含む

(胎)にぶい赤褐2.5YR4/4
～赤褐2.5YR4/6

(釉)黄灰2.5Y6/1

高台・底部外面露胎

体部外面下半に鉄釉

唐津片口鉢

L区

SX20

172 SK23 備前・壺 長石の細砂やや多い

褐灰7.5YR4/1～ 黒褐7.5YR3/1

灰N4/0

(胎)褐灰5YR5/1～ 4/1

体部外面下半に斜め

方向のヘラケズリ

L区

SX22

SK24 丹波・悟鉢

24.8

長石の粗砂多く含む
褐7.5YR4/3

にぶい褐7.5YR5/4
7本 1組のクシ橋目

K区

SX09

174 SK25 土師・鍋

22.8
長石・石英・赤色粒

子の中砂多く含む

にぶい褐7.5YR5/3

にぶい褐7.5YR5/4
外面煤付着

K区

SX06

同  上 丹波・糟鉢 砂粒殆ど含まない
にぶい褐7.5YR5/4

1こぶい4fB7.5YR5/3
ヘラ悟目 同 上

同 上 自磁・皿

４

　

１

　

１

精良
(胎)白 9/0
(釉 )僅かに青味のある透明釉

体部外面下半～高台

部露胎

肥前系磁器 紅皿
同 上

同 上 染付・皿

12.0

3.8

4.4

良
胎

釉

灰白N8/0

やや青味がかる

全面施釉

畳付部釉剥ぎ

肥前系磁器

同 上

SX09 陶器 。皿

12.0

3.5

3,6

砂粒殆ど含まない
(胎)にぶい褐7.5YR6/3

(釉 )灰オリーブ5Y6/2～ 5/2

内面・畳付3ケ所砂目

高台内に兜巾

唐津溝縁皿

E区
SX01

同 上 同 上
11.5

3.2

3.6

砂粒殆ど含まない
胎

釉

灰褐5YR5/2～ 4/2

灰オリーブ5Y5/2～ 4/2

内面・畳付3ケ所砂 目

高台内に兜巾

唐津溝縁皿

同  上

180 同 上 丹波 。鉢

刀
■
　

７
ｒ

　

Ａ́
υ

５

　

４

　

７

長石の中砂多く含む
灰tt57。 WR4/2
褐7.5YR4/3～ 暗褐7.5YR3/3

内面自然釉

(釉)浅黄5Y7/3
同 上

同 上 丹波 悟鉢
長石・石英の極粗砂

～細礫含む
電き2.5YR6/8 ヘラ橋目 同 上

Ｏ
Ｏ SX10 染付・碗

８

４

０

９

　
５

　
４

やや粗い

(胎)灰白N8/0
(釉)灰白N8/0

～灰白2.5GY8/1

二重網目文

畳付部釉剥ぎ

肥前系磁器

I区

SX19

同 上 土師・小皿
9.0

1.3

7.0

長石・チヤー ト・赤

色粒子の中砂含む

にぶヤヽ橙5YR7/4～ 橙5YR7/6

浅黄橙7.5YR8/4

底部外面回転糸切 り

回転台右まわり
同 上

０
０

SX12

裏込め

栗石内

染付・碗

6.6

精良
胎

釉

灰白5Y8/1

やや青味がかる

外面七宝文

内面四方欅文

肥前系磁器

H区

SX08

SXll 陶器・婉

12.0

砂粒含まないが粗い
胎

釉

灰白2.5Y8/2

浅黄2.5Y8/3
全面施釉

H区

SX07

同 上 丹波・悟鉢
34.8
長石・石英の細礫多

く含む

にぶい赤褐5YR5/3～ 4/3

にぶい黄橙10YR6/4

(胎)灰白7.5Y7/1

8本 1組のクシ橋目

内面自然釉
同 上

表 7 Ⅳ期遺物観察表 (金属器以外 )
(法量の単位はcm)
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番

号

土

所

出

場
器 種

法 量

(口径 )
(器高)
(底径 )

胎 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

188 SX13 土師・抱烙

20.6
赤色粒子の細砂～細

礫多く含む

橙7.5YR7/6

橙5YR7/6

体部外面に格子タタ

キ

H区
SX06

SX13 須恵 。捏鉢

22.4
長石・石英の細砂～

中砂多く含む

灰N6/0
同 上

同 上 同 上
23.4 長石の細砂～中砂多

く含む

粗い

明青灰5PB71～青灰5PB6/1

(内面自然釉)灰N4/0
同 上

同 上 陶器・鉢

17.2

やや粗い

にぶい責褐10YR5/3

(内面釉)黒褐2.5Y3/1
(胎)灰5Y6/1

内面のみ施釉

(外面自然釉 )

灰白5Y7/2

同 上

同 上 陶器・婉

4.7

やや粗いが良
胎

釉

灰白5Y8/1～ 8/2

浅黄2.5Y8/3

底部外面・高台露胎

肥前系京焼風陶器
同 上

同 上 白磁・皿

5。 1

精良
胎

釉

灰白5Y8/1

白N9/0

体部外面下半露胎

肥前系磁器紅皿
同 上

同  上 青花・皿

つ
々

０

０

精良

(胎)灰白5Y8/1
(畳付部)橙色
(釉)灰白2,5GY8/1

全面施釉

畳付部釉剥ぎ

畳付部ヘラ面取 り

同 上

SX14 丹波 悟鉢
長石の中砂～粗砂含

む

褐灰7.5YR5/1

灰褐7.5YR4/2～ 褐7.5YR4/3

(胎)灰白5Y6/1
8本 1組のクシ悟目

」区

SX10

，
′ SDll 染付・碗

11.6

6.5

4.0

やや粗い

9台)灰白N8/0～ 70
(外面釉)灰白2.5GY8/1
～明オリーブ2.5GY7/ユ

外面青磁釉

畳付部釉剥ぎ・砂付着

肥前系磁器碗

K区
SD02

同 上 同 上

10,0

やや粗い
胎

釉

灰白N7/0

透明
肥前系磁器碗 同 上

同 上
染付・仏飯

器

7.4

4.8

4.0

やや粗い

(胎)灰白10YR8/1
～にぶい黄橙10YR7/2

(罪由)うて白2.5GY8/1

底部内面露胎

同一文様 2カ所

肥前系磁器

同 上

同 上 染付・皿

12.2

3.8

4.5

精良
胎

釉

灰白IN8/0

やや青味がかる

畳付部釉剥ぎ・砂付

着

肥前系磁器

K区
SD02

同  上 丹波・甕

20.0

長石の極粗砂～中礫

多量に含む

粗い

(胎)灰白10YR7/1
～にぶい黄橙10YR72

(外面釉)灰黄褐10YR5/2

(内面釉 )

にぶい黄橙10YR5/3
同 上

」・K区
瀬戸美濃

皿

11.0

2.6

6.6

砂粒含まないが粗い
胎

釉

灰白7.5Y8/1

浅黄7.5Y7/3

全面施釉

底部外面輪 トチン

灰釉丸皿

K区
SX01

石除去中

同 上 白磁・皿

17.8

精良
胎

釉

灰白N8/0～ 7/0

灰白7.5Y8/1
全面施釉

同 上
集石上面

同 上 丹波・橋鉢
30.8

14.7

19.0

長石の中砂～粗砂多

く含む

(胎)にぶい橙7.5YR7/4
～橙7.5YR7/6

(釉 )にぶい橙7.5YR6/4
7本 1組のクシ橋目

同 上
集石上層
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番

号

土

所

出

場
器 種

量

御
詢
徊

法

仰
鶴
伝

ム
ロ 土

色 調

面

面

外

内

備 考 旧番号

205 」。K区 土師・k●L烙

24.6
長石・赤色粒子の中

砂多く含む

(胎)浅黄橙10YR8/4
(釉)浅黄橙7.5YR8/4～ 8/6

体部外面格子タタキ

K区
SX04

埋土

206 同  上
瀬戸美濃・

皿
砂粒含まないが粗い

胎

釉

灰白7.5Y8/1

浅黄5Y7/3

全面施釉

釉に貫入あり

灰釉丸皿

K区
SX05

ハ
υ 」・K区 白磁・皿 精良

(胎)灰白N8/0
(釉 )灰白N8/0

～灰白2.5GY8/0

全面施釉

畳付部釉剥ざ

畳付部ヘラ面取 り

K区

SX04・

05下層

208 同 上 染付・皿

4.4

精良
胎

釉

灰自N8/0

やや青味がかる

全面施釉

畳付部釉剥ぎ・砂付

着

K区

SX05

210 同 上 土師・Ik●L烙

３６
．
８

ぐ推，８
．

一

砂粒殆ど含まない

橙5YR7/8
～にぶい橙7.5YR7/4

口縁部穿孔現存 1ケ

所

体部外面煤付着

K区
近世盛土

表 8 石 器 表祭観
(法量の単位はcm)

番

号
出 土 場 所 種  類

法 量
(長 )

(厚 )

石 材

ナ

き

の

くｇ
大
も
は
る

さ

，

ナ

重
て
欲

旧 番 号

2 現代耕土直下 石 斧
ワ
ｒ

　

〔
）

結晶片岩 (力 ) 132.12
G区

西端部

3 中世包含層 石 鏃
1.74

0.3
サヌカイト (0.60) F区

4 ピット 同 上
1.47

0.29
同 上

F区

P-12

5 遺構検出中 同 上
1.74

0.26
同 上 (0.35) F区

6 SX13 同 上
2.18

0.35
チャー ト 1.35

H区
SX06

7 表土層 同 上
2.45

0.45
サヌカイト (1.95) B区

盛土層 同  上
2.35

0.45
同 上 (0.88) 同  上

9 中世包含層 同 上
2.45

0.3
同 上 0.98

D区
南 半

同 上 同 上 同 上 F区

11 盛土層 同 上
1.85

0.45
同  上 (0.8動 B区

中世包含層 同 上
１

　

０
同 上 ①。44) 同 上

床土層 石  七
2.49

0.25
チャー ト E区
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番

号
出 上 場 所 種 類

法 三
塁

(高 さ)
(最大幅)

石 材 備 考 旧 番 号

SK18 一石五輪塔
52.0

15.6
砂  岩

形

式置

完

安

D区・S K33
S-2・ 5'9

同 上
同

火

上

・水輪 )

16.1

11.4
同 上

同 上
S-6

同 上
同 上
(空～水輸 )

22.6

11.5
同 上 風・水輪偏平化

同 上
S-1

同 上
同 上
(空・風輪 )

12.0

10.1
同 上 風輪偏平化

同 上
S-10

同 上
同 上
(空・風輪 )

15。 2

10。 1
同 上

同 上
S-3

同 上
同 上
(火・水輪)

13.6

12.7
同 上 風輪偏平化

同 上
S-4

83 同 上
同 上
(地輪 )

30.6

14.6
同 上 整刃幅約10.Ocm

同 上
S-8

同 上
同 上
(地輪 )

19.6

13.0
同 上 盤刃幅約6.5 cm

同 上
S-7

SX05 一石五輪碁
51.5

15.8
同  上

完形・埋立式

風・水輪偏平化

G区

S X05

228 近世石垣 板 碑
117.0

65.0
同 上 4種子 I・ 」区間

表 9石 造 品 観 察 表

表10金 属 器 観 察 表

(法量の単位はcm)

(法量の単位はcln)

番

号
出 土 場 所 種  類 法  量 材 質 重 さ (g) 備   考 旧 番 号

SB14 鉄胞玉 φl。 25 鉛 8.38
D区
S K29

ハ
Ｖ SX05 撃 現長16.2 同 上 大・小 2片

G区

SX05

（
） SX06 小 柄 √き21.93 銅 。鉄

K区
SX25

SK21 銭  貨 φ2.39 ¢同 寃永通宝
I区

SX18

同 上 同 上 φ2.29 同  上 同 上 同 上

７
′ 同 上 同 上 φ2.15 同 上

同 上
(背元 )

同  上

SX10 キセル雁首 長6.59 同 上
I区

SX19

195 SX13 銭 貨 φ2.53 同 上 寛永通宝
H区
SX06

209
」・K区

近世埋土
笠 鎌 長3.44 同 上

K区
SX04
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番

号
出 土 場 所 種  類 法  量 材 質 重 さ (g) 備   考 旧 番 号

横矢 3

上 面 刀 コ巳ξ毛26。 75 鉄
E区
横矢上面

212 遺構面直上 釘
長4.74

(一辺 0.44 X O.5)
同 上

T字頭
断面方形

B区
南西部

同 上 同 上
長4.70

(一辺 0.48× 0.5)
同 上 同 上

B区
北東部

214 中世包含層 同 上
現長3.27

(一辺 0.43× 0.46)
同 上 同 上 B区

同 上 同 上
長2.06

(一辺 0.46× 0.25)
同 上

同 上
断面長方形

B区
西辺部

同 上 不明品
長2.17

最大φl.05
同 上 同 上

，
‘ 床土除去中 鉄Jk●L玉 φl・ 19 鉛 7.64 一部欠 D区

中世包含層 同 上 φl.24 同 上 10.01
E区

西辺

現代耕作土 キセル雁首 現長5.67 銅 A区

220 遺構検出中 同 上 現長5.50 同 上
K区

西端部

同 上 銭 貨 φ2.41 同 上 元豊通宝 F区

222 同 上 同 上 φ2.40 同 上 古寛永 H区

中世包含層 銅 板 (厚さ 0.27～ 0.67) 同 上 4.59
F区

】ヒ|ト

224 同 上 同 上 (厚 さ 0.2) 同 上 4.89 同  上

流土中 銅 板 3.54× 2.56 銅 8.61
内外面

あれている

B区
】ヒ引ト

226 床土中 同 上 3.81× 5.85 同 上 23.69 B区

同 上 同 上 3.58× 4.69 同 上 19,49 同 上
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図版 1

1.調査地遠景 (東から・下端が本丸)

(冦雪から)



図版 2

1.調査地遠景 (北から)

2.同上 (北から)



図版 3

1.調査地遠景 (西から)

同上 (南から・出入口部)



図版 4
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1.E～ H区 (南東から)

2,同上 (北西から。中央上が本丸)



囲版 5
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図版 6
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1. SB02(西から)

2. SB03(南 から)



図版 7
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1。 SB06(】ヒから)
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